
は じ め に 
 
 

行橋市は、平成 11 年３月、女性問題を解決し「男女共同参画社会の実現」を

めざして、「行橋市男女共同参画プラン」を策定、各種の施策を推進しています。 

その後、少子・高齢化の進展、経済活動のグローバル化等により、私達を取

り巻く社会情勢は、さらに急速に変化しています。 

このような、状況の中、本市は、諮問機関「行橋市男女共同参画推進会議」

において、市民のみなさまのご意見を頂きながら、現在条例を策定中です。 

女性問題についての第１回目の意識調査は、平成９年「女性問題懇話会」に

おいて、設問内容を検討し「行橋市民の女性に関する市民意識調査」を実施、

行動計画策定の参考といたしました。 

今回は、それから６年が経過しており、これまでの社会環境の変化に伴う、

市民の女性問題に関する意識と実態を把握し、今後の条例制定に対応した計画

の見直し等を図るために、第２回目の「男女共同参画に関する市民意識調査」

を実施しました。これは、その調査結果を報告書としてまとめたものです。 

性別にかかわりなく、個性と能力を充分に発揮することができ、お互いに責

任を分かち合う、男女共同参画社会実現のために、みなさまに広くご活用頂け

れば幸いです。 

最後に、この調査にご協力を頂きました市民のみなさま、並びに分析をお願

いしました熊本学園大学篠崎正美教授をはじめ関係者のみなさまに、心より厚

くお礼を申し上げます。 

 

 

平成 15 年９月 

 

 

行橋市長 八並 康一 
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Ⅰ．調査の概要 

１．調査の目的 

近年、少子高齢化など私たちを取り巻く社会経済環境が急速に変化していくなかで、男女

がお互いに性別による固定的な役割分担意識にしばられることなく、家庭、職場、地域で、

それぞれの個性と能力を十分に発揮できる社会づくりが求められている。 

このような状況に対応するため、行橋市における男女共同参画問題に関する市民の意識と

実態を把握し、今後の男女共同参画行政をより効果的に推進するための基礎資料を得ること

を目的として実施した。 

 

２．調査項目 

（１）男女平等意識について 

（２）女性の人権について 

（３）結婚について 

（４）出産・子育てについて 

（５）家庭生活について 

（６）仕事や職場について 

（７）社会活動について 

（８）女性の政治や行政への関わりについて 

（９）老後と介護について 

（10）ストレスや生きがいについて 

（11）女性問題全般について 

 

３．調査の設計 

調査対象者 ：行橋市在住の満 20 歳以上の男女 1,500 人 

質問数   ：49 問 

調査方法  ：調査票配布・回収は郵送法 

標本抽出  ：住民基本台帳より無作為抽出 

調査期間  ：平成 15 年７月 14 日～７月 27 日まで ７月 22 日督促１回 

配布・回収の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 配布数 有効回収数 有効回収率

全体 1,500 758 50.5％

女性 399 52.6％

男性 350 46.2％性
別 

不明・無回答 

 

9 1.2％
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４．調査の企画と実施機関・分析者 

調査主体：行橋市総務部秘書企画課男女共同参画係 

調査結果の分析と執筆：篠崎 正美（熊本学園大学教授） 

実施機関：（株）日本出版 都市計画事業部 

 

５．留意事項 

○回答の割合を示すすべての数値は少数第２位で四捨五入している。このため、単数回答の

結果の合計が必ずしも 100.0％に一致しない場合がある。 

○複数の回答を求めた設問では、集計対象総数に対する割合を示しており、合計が 100．0％

を超える。 

○グラフおよび表における「不明・無回答」とは、回答が示されていなかったもの、回答の

判別が著しく困難なものである。 

○図表中のＮ（サンプル数）は、集計対象総数を表している。 

○今回の調査は、次の資料と比較分析を行っている。 

  総理府  「男女共同参画社会に関する世論調査」 平成 14 年７月 

  福岡県  「女性問題に関する意識調査」     平成 12 年 

  行橋市  「行橋市民の女性に関する意識調査」  平成９年８月 
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６．標本特性                単位：％、（ ）内は人 

性別 

  
全体 

女性 男性 

100.0 53.3 46.7
総     数 

（758） （399） （350）

20 代 12.1 11.3  13.1 

30 代 12.1 11.5  13.1 

40 代 14.9 17.8  12.0 

50 代 23.0 23.3  22.9 

60 代 20.4 19.0  22.6 

70 歳以上 16.9 17.0  16.3 

年
齢
別 

不明・無回答 0.5 - -

行橋校区 10.6 12.5  8.3 

行橋北校区 8.3 9.0  7.1 

行橋南校区 9.4 8.3  10.9 

蓑島校区 1.6 1.3  2.0 

今元校区 9.1 8.3  10.3 

仲津校区 16.5 16.5  16.6 

泉校区 14.6 14.8  14.9 

今川校区 6.9 6.8  7.1 

稗田校区 6.1 6.8  5.4 

延永校区 11.1 10.8  11.7 

椿市校区 2.5 2.3  2.6 

その他 2.5 2.0  2.9 

校
区
別 

不明・無回答 0.9 0.8  0.3 

3 年未満 10.4 9.0  12.3 

3～5 年未満 4.9 4.8  5.1 

5～10 年未満 10.7 10.5  10.9 

10～20 年未満 20.6 21.3  20.3 

20 年以上 53.0 54.4  51.4 

居
住
年
数
別 

不明・無回答 0.4 - -

未婚 16.9 14.3  20.0 

法律婚（入籍している結婚） 69.4 68.2  71.7 

事実婚（入籍していない結婚） 0.3 0.3  0.3 

同棲 0.4 0.3  0.6 

死別 7.4 11.0  3.4 

離別 3.2 4.0  2.3 

配
偶
関
係
別 

不明・無回答 2.4 2.0  1.7 

共働き 32.5 35.0  30.3 

共働きではない 50.6 47.8  53.9 

共
働
き
別 不明・無回答 16.9 17.2  15.7 

単身世帯 7.3 7.5  6.9 

夫婦のみで子どもがいない世帯 14.5 12.5  16.9 

高齢期（65 歳以上）で夫婦のみの世帯 11.9 11.0  12.6 

核家族世帯（夫婦と子どものみの世帯） 35.4 34.3  36.6 

ひとり親と子どもの世帯 9.1 11.8  6.3 

三世代、四世代世帯 11.6 13.5  9.7 

その他の世帯 8.4 7.5  9.7 

家
族
構
成 

不明・無回答 1.8 1.8  1.4 
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前回調査分の標本特性（平成９年行橋市民の女性に関する意識調査より） 

単位：％ 
性別 

  
全体 

女性 男性 

標  本  数 512 人 318 人 191 人

20 代 13.3 16.4 8.4

30 代 16.0 15.4 17.3

40 代 20.5 18.9 23.6

50 代 20.5 19.5 22.0

60 代 29.3 29.6 28.3

年
代
別 

不明・無回答 0.4 0.3 0.5

行橋校区 10.2 9.1 12.0

行橋北校区 10.4 9.7 11.5

行橋南校区 10.0 8.2 13.1

蓑島校区 1.8 2.5 0.5

今元校区 8.8 9.1 8.4

仲津校区 17.2 19.5 13.6

泉校区 15.2 13.2 18.3

今川校区 6.4 7.2 5.2

稗田校区 4.9 3.8 6.3

延永校区 11.7 13.5 8.9

椿市校区 1.4 1.3 1.0

その他 0.6 0.6 0.5

小
学
校
区
別 

不明・無回答 1.6 2.2 0.5

単身世帯 7.4 9.4 4.8

夫婦のみの世帯 23.0 20.8 26.7

親と子どもの世帯 54.3 55.0 52.9

三世代、四世代世帯 11.3 11.8 10.5

その他の世帯 3.5 2.5 5.2

同
居
状
態 

不明・無回答 0.4 0.3 0.5

共働き 34.1 33.2 35.4

共働きではない 64.6 64.6 64.6

共
働
き
別 不明・無回答 1.3 2.2 -

 

性別 

  
全体 

女性 男性 

農林漁業の自営業主 2.1 0.3 4.0

農林漁業の家族従業者 1.3 2.3  0.3 

商工サービス業などの自営業主 2.5 1.0  4.0 

商工サービス業などの家族従業者 1.2 2.0  0.3 

自由業（開業医、弁護士など） 0.9 1.0  0.9 

会社・団体の役員、管理職 4.5 1.0  8.6 

正社員・正職員 22.8 14.8  32.6 

準社員・常勤嘱託など 3.8 3.8  4.0 

パート・アルバイト 11.2 17.3  4.6 

フリーター 0.4 - 0.9 

臨時雇用・日雇など 1.8 1.0  2.9 

学生 0.9 0.8  1.1 

専業主婦（主夫） 12.5 22.8  1.1 

無職 15.3 11.5  19.7 

その他 4.7 5.3  4.3 

職
業
状
況
別 

不明・無回答 13.9 15.3  10.9 
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回答者の属性 

 

問１ 性別 

 性別にみると、「女性」が 52.6％、「男

性」が 46.2％と女性が男性よりもやや高

くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 年齢別 

 年齢別にみると、「50 代」が 23.0％で

最も高く、以下「60 代」が 20.4％「70

歳以上」16.9％と続いており、「20 代」、

「30 代」がともに 12.1％で最も低くなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 校区別 

 校区別にみると、「仲津校区」が

16.5％で最も高く、以下「泉校区」が

14.6％、「延永校区」11.1％、「行橋校区」

10.6％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

不明・無回

答

1.2%

女性

52.6%男性

46.2%

不明・無回

答

0.5%70歳以上

16.9%

60代

20.4%

50代

23.0%

30代

12.1%

20代

12.1%

40代

14.9%

図Ｆ－１ 性別 

図Ｆ－２ 年齢別 

10.6

8.3

9.4

1.6

9.1

16.5

14.6

6.9

6.1

11.1

2.5

2.5

0.9

0 5 10 15 20

行橋校区

行橋北校区

行橋南校区

蓑島校区

今元校区

仲津校区

泉校区

今川校区

稗田校区

延永校区

椿市校区

その他

不明・無回答

（％）図Ｆ－３ 校区別 

〔調査資料 117 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕
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問４ 居住年数 

 居住年数をみると、20 年以上居住している人が 53.0％と高くなっている。また、10 年以

上定住している人は 73.6％を占めており、行橋市は定着率が高いことがわかる。 

図Ｆ－４ 住居年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 住居形態 

 住居形態をみると、「持家」が 82.0％

を占め最も高く、次いで「民間借地、民

間アパート」8.8％、「県営住宅、市町村

営住宅、公団などの賃貸住宅」4.4％とな

っており、行橋市は持ち家率が高いこと

がわかる。 

 

 

 

 

 

 

問６ 配偶関係 

 配偶関係をみると、「法律婚（入籍して

いる結婚）」が 69.4％で最も高く、次い

で「未婚」16.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

10.4

9.0

4.9

4.8

5.1

10.7

10.5

10.9

20.6

21.3

20.3

53.0

54.4

51.4

0.4

0.0

0.012.3

0 20 40 60 80 100

全体

女性

男性

（％）

Ｎ＝758

Ｎ＝399

Ｎ＝350

３
年
未
満

３
～
５
年
未
満

５
～
１
０
年
未
満

１
０
～
２
０
年
未
満

２
０
年
以
上

不
明
・
無
回
答 

社宅、寮、

官舎など

0.9%

その他

3.2%
民間借地、

民間ア

パート

8.8%

不明・無回

答

0.7%

持家

82.0%

県営住宅、

市町村営

住宅、公団

などの賃

貸住宅

4.4%

不明・無回

答

2.4%

法律婚（入

籍している

結婚）

69.4%

未婚

16.9%

離別

3.2%

事実婚（入

籍していな

い結婚）

0.3%

死別

7.4%
同棲

0.4%

図Ｆ－５ 住居形態 

図Ｆ－６ 配偶関係 

〔調査資料 118 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕

〔調査資料 118 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕

〔調査資料 119 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕
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問６－１ 共働き 

 共働きの状況をみると共働きは 32.5％、共働きでない人は 50.6％となっている。また、

共働きの割合が高い年代は 30 代から 50 代であり、いずれも 45％以上となっている。 

図Ｆ－７ 共働き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 家族構成 

 家族構成をみると、「核家族世帯（夫婦

と子どものみの世帯）」が 35.4％と最も

高く、「夫婦のみで子どもがいない世帯」、

「高齢期（65 歳以上）で夫婦のみの世帯」、

「三世代、四世代世帯」が 10％強となっ

ており、「単身世帯」は 7.3％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.5

27.3

48.4

49.5

45.5

15.9

3.8

50.6

59.1

43.5

39.4

37.8

68.3

62.0

16.9

13.6

8.1

11.1

16.8

15.9

34.2

0 20 40 60 80 100

全体

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

（％）

は
い 

い
い
え 

不
明
・
無
回
答 

Ｎ＝92

Ｎ＝92

Ｎ＝113

Ｎ＝174

Ｎ＝155

Ｎ＝128

Ｎ＝758

その他の世帯

8.4%

不明・無回答

1.8%

夫婦のみで子

どもがいない

世帯

14.5%

単身世帯

7.3%

三世代、四世

代世帯

11.6%

高齢期（65歳

以上）で夫婦

のみの世帯

11.9%

ひとり親と子

どもの世帯

9.1%

核家族世帯

（夫婦と子ども

のみの世帯）

35.4%

図Ｆ－８ 家族構成 

〔調査資料 117 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕

〔調査資料 120 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕



 

 9

 

Ⅱ．調査結果の概要 

第１章 男女平等意識について 

１．性別役割分業観 

 

問８ 「男は仕事、女は家庭」という考え方がありますが、あなたはこの考え方

についてどのように思われますか。１つだけ選んで○を付けてください。 

 

《女性より男性の方が、性別役割分業意識が高い》 

[全体] 

 「男は仕事、女は家庭」という性別役割分業観についてたずねたところ、全体では「どち

らともいえない」が 44.6％で最も高く、次いで「同感しない」が 38.8％となっている。また、

「同感しない」は「同感する」の２倍以上高くなっている。 

 

[性別] 

 「同感する」は男性 18.6％、女性 12.3％と男性より女性の方が 6.3 ポイント高く、また、

「同感しない」は男性 34.3％、女性 43.4％であることから、女性よりも男性の方が性別役割

分業観が高いことがわかる。 

 

[年齢別] 

30～50 代の女性は「同感しない」が約 50％と最も高く、20 代、60 歳以上では「どちらと

もいえない」が 50％以上と最も高い。男性はどの年齢層においても「どちらともいえない」

が最も高い。また、男性は年齢が高くなるほど「同感する」が高く、年齢が高い層ほど性別

による役割分業の意識が高いことがうかがえる。 

 

[職業別] 

 女性の正社員・正職員、パート・アルバイトでは、「同感しない」が最も高く、正社員・正

職員 69.5％、パート・アルバイト 50.7％、また、専業主婦（主夫）は「どちらともいえない」

が 49.5％と最も高い。男性の会社・団体の役員、管理職は「同感しない」が 46.7％と高く、

正社員・正職員は「どちらともいえない」が 51.8％と最も高い。 

  

[地区別] 

行橋、行橋南、簑島、泉校区は「同感しない」が最も高く、その他の校区では、「どちらと

もいえない」が最も高い。 

ほとんどの校区で「同感しない」が「同感する」を上回っている。特に、泉校区（同感す

る 9.0％、同感しない 46.8％）、行橋南校区（同感する 9.9％、同感しない 45.1％）では 30

ポイント以上の差となっている。また、椿市校区では唯一「同感する」26.3％が「同感しな
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い」21.1％を 5.2 ポイント上回っている。 

 

図１－１ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１－２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について【男女年齢別・職業別】  単位：％ 
女性 男性 

 
標
本
数 

同
感
す
る 

同
感
し
な
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

不
明
・
無
回
答 

標
本
数 

同
感
す
る 

同
感
し
な
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

不
明
・
無
回
答 

全体 
399 

100.0 

49

12.3 

173

43.4 

175

43.9 

2

0.5 

350

100.0 

65 

18.6  

120 

34.3  

162 

46.3  

3

0.9 

20 代 45 6.7 42.2 51.1 - 46 6.5  39.1  54.3  -

30 代 46 8.7 52.2 39.1 - 46 8.7  37.0  54.3  -

40 代 71 9.9 53.5 36.6 - 42 16.7  35.7  45.2  2.4 

50 代 93 10.8 47.3 40.9 1.1 80 17.5  40.0  42.5  -

60 代 76 5.3 39.5 53.9 1.3 79 20.3  32.9  44.3  2.5 

70 歳以上 68 30.9 26.5 42.6 - 57 36.8  21.1  42.1  -

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - -

農林漁業の自営業主 1 - - 100.0 - 14 28.6  14.3  57.1  -

農林漁業の家族従業者 9 22.2 44.4 33.3 - 1 100.0  - - -

商工サービス業などの自営業主 4 - 25.0 75.0 - 14 - 28.6  71.4  -

商工サービス業などの家族従業者 8 12.5 50.0 37.5 - 1 - - 100.0  -

自由業（開業医、弁護士など） 4 25.0 25.0 50.0 - 3 33.3  - 66.7  -

会社・団体の役員、管理職 4 - 25.0 75.0 - 30 10.0  46.7  43.3  -

正社員・正職員 59 1.7 69.5 28.8 - 114 12.3  35.1  51.8  0.9 

準社員・常勤嘱託など 15 - 46.7 53.3 - 14 7.1  42.9  50.0  -

パート・アルバイト 69 8.7 50.7 40.6 - 16 18.8  43.8  37.5  -

フリーター - - - - - 3 - 66.7  33.3  -

臨時雇用・日雇など 4 25.0 50.0 25.0 - 10 40.0  50.0  10.0  -

学生 3 - 100.0 - - 4 25.0  50.0  25.0  -

専業主婦（主夫） 91 17.6 31.9 49.5 1.1 4 50.0  25.0  25.0  -

無職 46 23.9 30.4 45.7 - 69 24.6  34.8  40.6  -

その他 21 14.3 42.9 38.1 4.8 15 40.0  40.0  20.0  -

職
業
別 

不明・無回答 61 11.5 36.1 52.5 - 38 21.1  18.4  55.3  5.3 

 

 

 

15.7

12.3

18.6

38.8

43.4

34.3

44.6

43.9

46.3

0.9

0.5

0.9

0 20 40 60 80 100

全体

女性

男性

（％）

Ｎ＝758

Ｎ＝399

Ｎ＝350

同
感
す
る 

同
感
し
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

不
明
・
無
回
答 

〔調査資料 120 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕
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【地区別】                    単位：％ 

  
標
本
数 

同
感
す
る 

同
感
し
な
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

不
明
・
無
回
答 

全体 
758

100.0

119

15.7 

294

38.8 

388

44.6 

7 

0.9  

行橋校区 80 21.3 45.0 33.8 - 

行橋北校区  63 20.6 28.6 49.2 1.6  

行橋南校区 71 9.9 45.1 43.7 1.4  

蓑島校区 12 25.0 50.0 25.0 - 

今元校区 69 18.8 30.4 50.7 - 

仲津校区 125 17.6 40.0 41.6 0.8  

泉校区 111 9.0 46.8 44.1 - 

今川校区 52 11.5 34.6 53.8 - 

稗田校区 46 19.6 37.0 43.5 - 

延永校区 84 15.5 33.3 48.8 2.4  

椿市校区 19 26.3 21.1 52.6 - 

その他 19 5.3 47.4 47.4 - 

地
区
別 

不明･無回答 7 - 42.9 28.6 28.6  

 

 

<福岡県調査（平成 12 年）より> 

図１－３ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[福岡県調査との比較] 

 今回調査を福岡県調査と比較すると、男女とも「同感する」と答える人の割合が高く、福

岡県調査より性別役割分業意識が高いことがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

8.8

6.9

11.4

39.0

36.7

41.9

33.5

34.2

32.5

18.3

21.8

13.8

1.0

0.4

0.3

0 20 40 60 80 100

全体

女性

男性

（％）

Ｎ＝914

同
感
す
る 

あ
る
程
度
同
感
す
る

あ
ま
り
同
感
し
な
い

同
感
し
な
い 

不
明 

Ｎ＝１,206

Ｎ＝2,120
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13.7

15.0

25.1

7.8

8.3

25.5

8.6

10.7

45.4

40.4

10.4

40.6

29.9

46.0

50.3

39.6

49.7

25.9

16.1

55.7

16.4

33.9

24.3

8.8

24.8

17.7

6.1

5.4

4.7

16.6

23.5

12.5

17.8

13.9

9.9

21.8

16.2

5.1

5.4

1.7

7.0

2.9

1.6

2.9

1.5

1.5

2.5

0.5

0.4

0.0

1.3

0.4

0.1

0.3

0.3

0.7

2.9

3.6

4.0

4.2

3.8

3.8

2.8

0 20 40 60 80 100

家庭生活では

職場では

学校教育の場では

政治の場では

法律や制度の上では

社会活動の場では

社会通念・しきたりや慣習では

県や市町村の行政の場では

地域や社会全体では

（％）

 

２．男女の立場平等意識 

 

問９ あなたは次にあげるそれぞれの項目で、男女の立場は平等になっていると

思いますか。１から９の項目ごとに１つずつ選んで番号に○を付けてくだ

さい。 
 

《社会通念やしきたりに男性優位が認識されている》 

 

[全体] 

男女の立場の平等意識についてたずねたところ、全体では「学校教育の場」において「平

等」が 55.7％と半数を超えており、『男性優位』（「男性の方が非常に優遇されている」＋「ど

ちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計）の割合 12.1％を上回っている。その他

の全ての項目では『男性優位』が「平等」を上回っており、学校教育の場は平等という認識

がある。特に、「社会通念・しきたりや慣習」（『男性優位』75.8％、「平等」8.8％）につい

ては７割以上、「政治の場」（『男性優位』65.7％、「平等」16.4％）、「地域や社会全体」（『男

性優位』60.4％、「平等」17.7％）については６割以上が性別による不平等感を認識している。

また、「家庭生活」では『男性優位』59.1％、「平等」25.9％となっている。 

 

図１－４ 男女の立場について 
Ｎ＝758 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男
性
の
方
が
非
常
に
優
遇

さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性

の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性

の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に
優
遇

さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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40.4

25.9

63.1

18.8

36.0

18.4

19.5

11.5

18.0

2.8

30.2

13.0

22.7

12.9

38.7

41.0

11.8

42.2

35.4

50.5

62.1

12.0

18.8

6.6

10.9

5.4

0.4

0.6

0.6

0.3

0.5

0.3

1.0

2.4

2.4

4.1

1.8

3.1

2.8

5.1

2.6

3.3

0 20 40 60 80 100

家庭生活

職場

学校教育の場

政治の場

法律や制度の上

社会通念・慣習・しきたりなど

社会全体

（％）

39.5

15.4

7.0

10.4

10.0

18.9

3.1

28.9

32.4

23.6

37.1

27.9

30.9

20.5

11.5

44.5

51.2

38.3

42.8

30.7

66.2

15.2

11.5

8.4

11.9

13.5

5.7

4.9

5.1

6.6

5.9

7.4

6.1

4.5

2.5

0 20 40 60 80 100

学校教育の場

家庭生活

職場

地域活動、社会活動の場

政治の場

法律や制度のうえ

社会通念、習慣等

（％）

 

<平成９年８月調査より> 

問２ あなたは次にあげる分野で男女平等が表現されていると思いますか。 

図１－５ 男女平等の浸透度について                    Ｎ＝512 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[平成９年８月調査との比較] 

 前回調査とくらべ、どの項目においても「平等になっている」の割合は高くなっている。

その中でも特に「学校教育の場」、「法律や制度の上」、「家庭生活」では、その傾向が顕著に

現れており、平等意識の浸透が進んでいることがうかがえる。 

 

<総理府調査（平成 14 年７月）より> 

図１－６ 男女の地位について                      Ｎ＝3,524 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[総理府調査との比較] 

今回調査を総理府調査と比較すると、行橋市は社会通念・しきたりや慣習、家庭生活や職

場において、『男性優位』との認識が高く、政治の場、法律や制度の上、地域や社会全体にお

平
等
に
な

っ
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

平
等
に
な
っ

て
い
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

女
性
の
方
が
非
常

に
優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

女
性
の
方
が
優
遇

さ
れ
て
い
る 

平
等

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
男
性
の
方
が
優

遇
さ
れ
て
い
る 

男
性
の
方
が
非
常

に
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い 

〔調査資料 121～125 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕
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いては、『男性優位』との認識は低いことがうかがえる。 

<福岡県調査（平成 12 年）より> 

図１－７ 男女の地位の平等感                      Ｎ＝2,120 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[福岡県調査との比較] 

今回調査を福岡県調査と比較すると、福岡県と同様に社会通念・習慣・しきたりにおいて

『男性優位』との認識が高く、それに次いで行橋市では政治の場であるが、福岡県は法律や

制度の上での方が男性が優遇されていると感じていることがわかる。 

 

 

問 10 問９の「地域や社会全体では」の項目で「男性の方が非常に優遇されてい

る」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を選んだ方のみお答

えください。あなたは、社会全体でみて、男性の方が優遇されている原因

は何であると思いますか。次の中からあてはまるものをすべて選んで○を

付けてください。 

 

《男性の方が優遇されている原因は、社会通念や慣習やしきたりなどがトップ》 

 

[全体] 

 地域や社会全体で男性のほうが優遇されている原因についてたずねたところ、全体では「社

会通念や慣習やしきたりなど」が 83.0％で最も高く、次いで「仕事優先、企業中心の考え方

があり、支えているのは男性という意識」74.9％、「育児・介護などを男女が共に担うための

体制が充実していない」62.0％となっている。 
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5.5

4.9

4.1

23.1

15.5

51.8

25.0

11.8

29.1

7.1

37.9

34.0

12.8

32.7

30.8

27.0

36.0

21.2

28.8

5.2

16.7

38.8

18.2

44.4

6.7

14.1

25.9

19.8

17.5

20.6

10.6
0.7

1.0

0.1

0.8

0.8

2.1

4.1

3.3

1.2

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

家庭生活で

職場で

学校教育の場で

政治の場で

法律や制度の上で

地域活動・社会活動の場で

社会通念・慣習・しきたりなどで

（％）

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ

て
い
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ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
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の

方
が
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遇
さ
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平
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ど
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え
ば
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が
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さ
れ
て
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わ
か
ら
な
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無
回
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男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ

て
い
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[性別] 

 「社会通念や慣習やしきたりなど」や「仕事優先、企業中心の考え方があり、支えている

のは男性という意識」は、男女とも男性の方が優遇されている原因として高くなっている。

また、「育児・介護などを男女が共に担うための体制が充実していない」については女性

（66.7％）の方が男性（56.1％）より 10.6 ポイント高くなっている。その他の項目で男女間

の意識の差が大きいものは、「女性の意欲や能力が男性にくらべて劣っていると考える人が

いる」（女性：46.1％、男性：33.2％）の 12.9 ポイント、「男女平等を進めていこうという男

性の意識がうすい」（女性：58.9％、男性：46.4％）の 12.5 ポイント、「能力を発揮している

女性を適正に評価する仕組みが十分でない」（女性：51.2％、男性：39.3％）の 11.9 ポイン

トとなっており、どれも女性の方が高くなっている。 

 

図１－８ 地域や社会全体で男性の方が優遇されている原因について 

全体Ｎ＝458、女性Ｎ＝258、男性Ｎ＝196 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

83.0

74.9

25.3

53.5

26.0

40.2

49.1

53.7

48.5

46.1

18.1

62.0

40.4

2.0

2.2

82.2

74.8

24.8

58.9

29.8

41.1

49.2

53.9

50.8

51.2

19.4

66.7

46.1

1.2

1.6

84.7

75.0

25.5

46.4

20.4

38.8

49.0

53.6

44.9

39.3

15.8

56.1

33.2

3.1

3.1

0 20 40 60 80 100

社会通念や慣習やしきたりなど

仕事優先、企業中心の社会の考え方があり、支えているの

は男性という意識

教育分野で男女平等教育分野への取り組みが不足

男女平等を進めていこうという男性の意識がうすい

男女平等を進めていこうという女性の意識がうすい

男女の差別を人権問題としてとらえる意識がうすい

国会議員や審議会などに女性が非常に少ない

行政や企業などに女性管理職が非常に少ない

女性の能力を発揮できる環境や機会が十分でない

能力を発揮している女性を適正に評価する仕組みが十分で

ない

専業主婦に有利な税制や社会保障制度など

育児・介護などを男女が共に担うための体制が充実していな

い

女性の意欲や能力が男性に比べて劣っていると考える人が

いる

その他

不明・無回答

（％）
全体 女性 男性
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17.0

58.8

31.1

29.6

13.5

22.6

24.5

11.3

0.3

0.3

1.6

8.4

57.6

35.1

34.6

5.2

12.6

14.1

16.2

2.6

1.6

1.6

0204060

現在の法律や制度に問題がある

社会的な習慣によるものである

男女の役割の違いによるものであ

る

男女の身体的、生理的な差による

ものである

女性に対する偏見によるものであ

る

男女の育てられ方の違いによるも

のである

男性の無理解によるものである

女性の自覚不足によるものである

　　　　　　　　　その他

　　　　男女間の不平等はない

　　　　　　　　　無回答

（％）

女性 男性

 

 

<平成９年８月調査より> 

問４ 現在、社会に残っている男女間の不平等について、あなたは、どのようなことに原因

があるとお考えですか。 

 

図１－９ 男女間の不平等の原因について         Ｎ＝512 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[平成９年８月調査との比較] 

 前回調査の項目である「女性の自覚不足によるものである」に注目すると、男性は女性の

回答した割合より高くなっている。また、今回調査の「男女平等を進めていこうという女性

の意識がうすい」では、女性の方が男性の回答の割合より高くなっている。このことから、

女性自身が女性の意識改革の必要性を認識してきていることがうかがえる。 
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第２章 女性の人権について 

１．女性の人権 

 

問 11 女性の人権が尊重されていないと感じる時はどんな時ですか。３つまで選

んで○を付けてください。 
 

《女性の人権が尊重されていないと感じる時は、夫から妻への暴力やセクシュアル・ハラス

メントを受けた時である》 

 

[全体] 

 女性の人権が尊重されていないと感じる時についてたずねたところ、全体では「家庭内で

の夫から妻への暴力（ドメスティック・バイオレンス）」の 47.0％、「職場や学校、地域、社

会でのセクシュアル・ハラスメント」の 44.7％が抜きんでて高く、次いで「売春・買春」の

29.6％となっている。 

 

[性別] 

 男女とも「家庭内での夫から妻への暴力（ドメスティック・バイオレンス）」が女性 47.6％、

男性 47.1％と最も高く、次いで「職場や学校、地域、社会でのセクシュアル・ハラスメント」

が女性 48.1％、男性 41.4％となっている。また、「職場や学校、地域、社会でのセクシュア

ル・ハラスメント」（女性：48.1％、男性：41.4％）や「メディア関係のポルノビデオやわい

せつビデオなど」（女性：25.1％、男性：19.4％）については、女性の方が男性よりも人権が

尊重されていないと考える人が多い。また、「特にない」は女性 11.8％、男性 16.0％となっ

ている。 
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図２－１ 女性の人権が尊重されていないと感じる時について 

全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．女性・男性にとって大切だと思うもの 

問 12・13 あなたは、日頃、女性・男性にどのようなことが大切だと思っていま

すか。あなたのお気持ちに最も近いものを３つまで選んで○を付けて

ください。 

 

《女性にとって大切なものは「気配り」と「やさしさ」、男性は「責任感」である》 

 

女性にとって大切なこと 

[全体] 

女性にとって大切なことについてたずねたところ、全体では「気配り」と「やさしさ」が

抜きんでて高く、それぞれ 48.8％と 44.9％となっている。 

 

[性別] 

 「気配り」についてみると、女性（50.9％）は男性（46.9％）より４ポイント高く、女性

は気配りを大切だと認識している。「やさしさ」についてみると、男性（50.9％）は女性

（40.6％）より 10.3 ポイント高く、男性は女性にやさしさが大切だと感じている。 

 

 

29.6

47.0

17.8

44.7

16.6

17.2

22.4

16.0

7.5

2.1

14.0

6.1

29.1

47.6

16.0

48.1

17.3

15.3

25.1

16.3

6.8

2.0

11.8

7.3

30.0

47.1

20.0

41.4

16.0

19.1

19.4

15.4

8.6

2.3

16.0

4.0

0 20 40 60 80

売春・買春

家庭内での夫から妻への暴力（ドメスティック・バイオレンス）

恋人関係における男女間での男性から女性への暴力（ドメス

ティック・バイオレンス）

職場や学校、地域、社会でのセクシュアル・ハラスメント

女性の体などを使用した広告など

女性のヌード写真掲載雑誌など

メディア関係のポルノビデオやわいせつビデオなど

女性の働く風俗営業

容ぼうを競うミス・コンテスト

その他

特にない

不明・無回答

（％）
全体 女性 男性
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[年齢別] 

20 代、30 代では男女とも「気配り」（女性 20 代：57.8％、30 代：50.0％、男性 20 代：50.0％、

30 代 63.0％）、「やさしさ」（女性 20 代：40.0％、30 代：45.7％、男性 20 代：58.7％、30 代

54.3％）、「素直さ」（女性 20 代：33.3％、30 代：28.3％、男性 20 代：32.6％、30 代 21.7％）

が高くなっている。特に男女とも、どの年齢層も「気配り」、「やさしさ」が高く、女性にと

って必要であるという意識が高い。 

 

 

男性にとって大切なこと 

[全体] 

男性にとって大切なことについてたずねたところ、全体では「責任感」が 61.9％で抜きん

でて高く、次いで「誠実さ」38.5％となっている。 

 

[性別] 

「責任感」についてみると、女性（67.2％）は男性（56.3％）より 10.9 ポイント高く、女

性の方が男性には責任感が大切だと認識している。また、「誠実さ」（女性：43.4％、男性：

32.9％）や「包容力」（女性：42.1％、男性：27.4％）についても同様のことが言える。「決

断力」についてみると、男性（33.4％）の方が女性（28.8％）より 4.6 ポイント高く、男性

の方が男性は決断力が大切だと認識している。 

 

[年齢別] 

女性は、どの年齢層においても「責任感」が 60％～72％と最も高くなっている。また、そ

れに次いで「包容力」や「誠実さ」がいずれも 35％～51％となっている。男性は、女性と同

様にどの年齢層も「責任感」が 47％～64％と最も高く、それに次いで 20 代は「決断力」（30.4％）

と「忍耐力」（32.6％）、50 代は「包容力」（33.8％）と「誠実さ」（35.0％）、それ以外の年齢

層では「決断力」と「誠実さ」となっている。 
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図２－２ 日頃、女性・男性に大切なことについて 

全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 

 

【女性にとって大切なこと】            【男性にとって大切なこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.0

10.6

5.5

48.8

7.5

10.6

9.6

17.7

44.9

8.7

9.9

17.3

12.9

3.6

24.5

10.3

24.4

15.0

2.9

8.5

7.5

3.3

50.9

8.5

8.8

9.8

16.8

40.6

11.8

11.0

16.8

10.3

3.8

23.8

12.0

27.6

17.8

2.8

7.4

14.0

8.3

46.9

6.0

12.6

9.1

18.6

50.9

5.1

8.9

18.3

16.0

3.4

26.0

8.6

21.1

11.4

2.3

020406080

体力的な強さ

　　包容力

　　献身さ

　　気配り

　　決断力

　かわいさ

　　順応力

　　誠実さ

　やさしさ

　　忍耐力

　おしゃれ

　　　知性

つつしみ深さ

　　指導力

　　素直さ

　　積極性

　　責任感

意志の強さ

不明・無回答

（％） 全体 女性 男性

15.0

35.0

2.4

15.3

30.7

0.0

4.7

38.5

16.2

13.1

0.4

8.0

1.1

11.1

4.4

7.4

61.9

16.0

5.9

15.8

42.1

2.5

13.8

28.8

0.0

4.3

43.4

17.0

10.5

0.3

9.8

0.8

10.3

3.8

5.8

67.2

16.8

2.3

14.0

27.4

2.0

16.9

33.4

0.0

5.4

32.9

15.4

16.3

0.6

6.3

1.4

12.3

5.1

9.1

56.3

14.3

9.7

0 20 40 60 80

（％）全体 女性 男性
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表２－３ 日頃、女性に大切なことについて【男女年齢別】               単位：％ 

 
 

標
本
数 

体
力
的
な
強
さ 

包
容
力 

献
身
さ 

気
配
り 

決
断
力 

か
わ
い
さ 

順
応
力 

誠
実
さ 

や
さ
し
さ 

忍
耐
力 

お
し
ゃ
れ 

知
性 

つ
つ
し
み
深
さ 

指
導
力 

素
直
さ 

積
極
性 

責
任
感 

意
志
の
強
さ 

不
明
・
無
回
答 

女性 
399

100.0

34

8.5

30

7.5

13

3.3

203

50.9

34

8.5

35

8.8

39

9.8

67

16.8

162

40.6

47

11.8

44

11.0

67

16.8

41

10.3

15

3.8

95

23.8

48

12.0

110

27.6

71

17.8

11

2.8

20 代 45 8.9 13.3 4.4 57.8 4.4 13.3 4.4 13.3 40.0 11.1 11.1 13.3 4.4 2.2 33.3 13.3 15.6 24.4 -

30 代 46 15.2 4.3 - 50.0 8.7 13.0 17.4 13.0 45.7 15.2 10.9 13.0 6.5 2.2 28.3 13.0 26.1 19.6 -

40 代 71 7.0 4.2 2.8 39.4 11.3 4.2 14.1 19.7 36.6 14.1 11.3 22.5 7.0 7.0 16.9 9.9 29.6 36.6 -

50 代 93 3.2 9.7 2.2 59.1 11.8 8.6 11.8 19.4 39.8 6.5 10.8 17.2 10.8 5.4 20.4 15.1 35.5 11.8 1.1

60 代 76 7.9 7.9 3.9 57.9 7.9 7.9 5.3 14.5 44.7 14.5 17.1 10.5 13.2 2.6 23.7 15.8 27.6 7.9 2.6

70 歳以上 68 13.2 5.9 5.9 39.7 4.4 8.8 5.9 17.6 38.2 11.8 4.4 22.1 16.2 1.5 26.5 4.4 23.5 11.8 11.8

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

男性 
350

100.0

26

7.4

49

14.0

29

8.3

164

46.9

21

6.0

44

12.6

32

9.1

65

18.6

178

50.9

18

5.1

31

8.9

64

18.3

56

16.0

12

3.4

91

26.0

30

8.6

74

21.1

40

11.4

8

2.3

20 代 46 2.2 19.6 2.2 50.0 - 28.3 4.3 17.4 58.7 4.3 13.0 15.2 6.5 - 32.6 2.2 4.3 19.6 2.2

30 代 46 4.3 17.4 13.0 63.0 4.3 4.3 15.2 4.3 54.3 8.7 6.5 15.2 13.0 4.3 21.7 17.4 19.6 17.4 -

40 代 42 9.5 14.3 4.8 50.0 4.8 11.9 2.4 26.2 54.8 2.4 11.9 16.7 11.9 4.8 33.3 7.1 21.4 7.1 4.8

50 代 80 8.8 8.8 10.0 43.8 7.5 13.8 8.8 21.3 50.0 5.0 8.8 16.3 15.0 3.8 20.0 12.5 25.0 10.0 3.8

60 代 79 7.6 13.9 8.9 38.0 10.1 10.1 13.9 15.2 41.8 3.8 6.3 22.8 27.8 1.3 31.6 6.3 25.3 8.9 1.3

70 歳以上 57 10.5 14.0 8.8 45.6 5.3 8.8 7.0 26.3 52.6 7.0 8.8 21.1 14.0 7.0 19.3 5.3 24.6 8.8 1.8

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

 

表２－４ 日頃、男性に大切なことについて【男女年齢別】               単位：％ 

 
 

標
本
数 

体
力
的
な
強
さ 

包
容
力 

献
身
さ 

気
配
り 

決
断
力 

か
わ
い
さ 

順
応
力 

誠
実
さ 

や
さ
し
さ 

忍
耐
力 

お
し
ゃ
れ 

知
性 

つ
つ
し
み
深
さ 

指
導
力 

素
直
さ 

積
極
性 

責
任
感 

意
志
の
強
さ 

不
明
・
無
回
答 

女性 
399

100.0

63

15.8

168

42.1

10

2.5

55

13.8

115

28.8

-

-

17

4.3

173

43.4

68

17.0

42

10.5

1

0.3

39

9.8

3

0.8

41

10.3

15

3.8

23

5.8

268

67.2

67

16.8

9

2.3

20 代 45 11.1 48.9 2.2 11.1 24.4 - 2.2 42.2 20.0 4.4 - 11.1 - 4.4 6.7 8.9 64.4 28.9 -

30 代 46 21.7 50.0 4.3 10.9 21.7 - 6.5 41.3 26.1 8.7 - 15.2 - 2.2 4.3 8.7 69.6 17.4 2.2

40 代 71 11.3 45.1 1.4 12.7 29.6 - 4.2 43.7 18.3 15.5 - 15.5 - 5.6 4.2 7.0 66.2 12.7 -

50 代 93 11.8 41.9 - 10.8 36.6 - 2.2 50.5 12.9 8.6 - 6.5 - 16.1 1.1 5.4 72.0 22.6 -

60 代 76 19.7 36.8 3.9 21.1 31.6 - 7.9 35.5 14.5 10.5 1.3 5.3 2.6 11.8 2.6 5.3 68.4 11.8 2.6

70 歳以上 68 20.6 35.3 4.4 14.7 22.1 - 2.9 44.1 16.2 13.2 - 8.8 1.5 14.7 5.9 1.5 60.3 10.3 8.8

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

男性 
350

100.0

49

14.0

96

27.4

7

2.0

59

16.9

117

33.4

-

-

19

5.4

115

32.9

54

15.4

57

16.3

2

0.6

22

6.3

5

1.4

43

12.3

18

5.1

32

9.1

197

56.3

50

14.3

34

9.7

20 代 46 13.0 26.1 2.2 8.7 30.4 - 4.3 28.3 21.7 32.6 - 13.0 - 10.9 10.9 4.3 52.2 21.7 4.3

30 代 46 8.7 26.1 - 21.7 41.3 - 8.7 30.4 19.6 19.6 - 6.5 - 8.7 4.3 8.7 58.7 17.4 6.5

40 代 42 9.5 26.2 - 11.9 38.1 - 7.1 28.6 19.0 19.0 - 4.8 2.4 7.1 9.5 19.0 47.6 16.7 11.9

50 代 80 11.3 33.8 - 21.3 32.5 - 5.0 35.0 17.5 17.5 1.3 2.5 2.5 12.5 - 7.5 63.8 13.8 7.5

60 代 79 19.0 29.1 2.5 19.0 34.2 - 3.8 36.7 7.6 12.7 1.3 6.3 - 15.2 8.9 11.4 60.8 7.6 7.6

70 歳以上 57 19.3 19.3 7.0 14.0 26.3 - 5.3 33.3 12.3 1.8 - 7.0 3.5 15.8 - 5.3 47.4 14.0 21.1

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

 

３．妻に対する夫の行為について 

問 14 妻に対する夫の行為について、あなたはどう思いますか。項目ごとに、「ど

んなことがあっても許されない」、「場合によっては許される」、「許される」

のいずれかを選んで番号に○を付けてください。 
 

《大切にしているものを、わざと壊したり捨てたりするのは、 

どんなことがあっても許されない行為のトップ》 

[全体] 

妻に対する夫の行為についてたずねたところ、全体では「どんなことがあっても許されな

い」と『条件により許される』（「場合によっては許される」＋「許される」）を基準とする

と、「何を言っても無視する」56.2％、「交友関係や電話を細かく監視する」50.4％は『条件

により許される』が高く、それ以外の項目は、「どんなことがあっても許されない」の方が高

くなっている。 
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[性別] 

 男性はほとんどの項目で「場合によっては許される」、「許される」が女性を上回っている。

特に、「おれがいる時は、外出しないように」という項目における「許される」への回答では、

女性 3.3％、男性 12.0％と男女差が大きいことがわかる。 

 

図２－５ 妻に対する夫の行為について     全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 
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34.9

9.9
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21.4
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14.3

22.7
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12.0
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9.3

8.9
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9.3
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9.6
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8.6

9.4

9.3

8.9
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9.7
3.1

2.3

2.6

1.7

0.5

1.1

1.3

2.4

2.0

3.4

1.1

0.3

0.7

3.3

0.9

1.5

1.2

0 20 40 60 80 100
（％）

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
許
さ
れ
な
い 

場
合
に
よ
っ
て
は

許
さ
れ
る 

許
さ
れ
る 

不
明
・
無
回
答 

全体 

女性 

男性 

全体 

女性 

男性 

全体 

女性 

男性 

全体 

女性 

男性 

全体 

女性 

男性 

全体 

女性 

男性 

全体 

女性 

男性 

全体 

女性 

男性 

何を言っても無視する

交友関係や電話を細かく監

視する 

「おれがいる時は、外出しな

いように」という 

大切にしているものを、わざ

と壊したり捨てたりする 

「だれのおかげで、お前は

食べられてるんだ」という 

なぐるふりをしておどす 

平手で打つ 

見たくないのに、ワイセツな

ビデオや雑誌を見せる 
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2.5

16.3

1.8

8.0

0.8

79.7

0.3

11.8

0.8

0.5

1.0

87.0

0.0

7.5

0.8

1.3

0.3

91.2

0 20 40 60 80 100

入院や通院を必要とする肉体的暴力を受けたこと

がある

言葉による暴力など精神的暴力を受けたことがある

性的暴力を受けたことがある

器物損害等により威かくされるなどの恐怖感を与え

る暴力を受けたことがある

その他の暴力

不明・無回答

（％）
家庭で 職場で 地域で

４．夫や男性からの暴力について 

 

問 15 女性の方におたずねします。家庭、職場、地域での夫や男性からの暴力に

ついて、項目ごとにあてはまるものをすべて選んで枠内に○を付けてくだ

さい。 
 

《夫や男性からの暴力は言葉による暴力が最も多い》 

[全体] 

 夫や男性からの暴力についてたずねたところ、全体でみると、「言葉による暴力など精神的

暴力を受けたことがある」が最も高くなっている。夫や男性による暴力は、どの状況におい

ても言葉による暴力など精神的暴力が多い。また、すべての項目において回答している人が

おり、男性からの暴力は、言葉による精神的な暴力だけではないことがわかる。 

[家庭] 

 家庭での夫や男性からの暴力についてたずねると、「言葉による暴力など精神的暴力を受け

たことがある」が 16.3％と最も高く、次いで「器物損害等により威かくされるなどの恐怖感

を与える暴力を受けたことがある」8.0％となっている。また、「入院や通院を必要とする肉

体的暴力を受けたことがある」2.5％、「性的暴力を受けたことがある」1.8％も含め、すべて

の項目に回答がみられる。 

[職場] 

 職場での夫や男性からの暴力についてたずねると、「言葉による暴力など精神的暴力を受け

たことがある」が 11.8％と最も高く、次いで「性的暴力を受けたことがある」0.8％となって

いる。 

[地域] 

 地域での夫や男性からの暴力についてたずねると、「言葉による暴力など精神的暴力を受け

たことがある」が 7.5％と最も高く、次いで「器物損害等により威かくされるなどの恐怖感を

与える暴力を受けたことがある」1.3％、「性的暴力を受けたことがある」0.8％となっている。 

 

図２－６ 夫や男性からの暴力について 

Ｎ＝399 
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12.3

8.3

16.6

54.4

54.1

54.9

26.3

29.8

22.6

1.1

1.3

1.20.5

1.0

0.0

2.4

2.5

2.3

3.0

3.0

2.6

0 20 40 60 80 100

全体

女性

男性

（％）

第３章 結婚について 

１．結婚観 

問 16 結婚についてどのようにお考えですか。次の中から１つだけ選んで○を付

けてください。 

 
《女性より男性の方が結婚した方がよいという意識が高い》 

[全体] 

 結婚観についてたずねたところ、全体では「どちらかといえば結婚したほうがよい」が

54.4％で最も高く、「絶対、結婚すべきである」とあわせた『結婚をした方がよいと認識して

いる層』は 66.7％となっている。一方、『結婚しない方がよいと認識している層』（「どちら

かといえば結婚しないほうがよい」＋「絶対、結婚しないほうがよい」）は 1.7％である。 

[性別] 

 男性の「絶対、結婚すべきである」は 16.6％で、女性の 8.3％の２倍以上あり、『結婚をし

た方がよいと認識している層』（男性 71.5％、女性 62.4％）も、男性は女性を上回っている。

一方、『結婚をしない方がよいと認識している層』（男性 1.1％、女性 2.3％）は、女性が男性

を若干上回っており、女性よりも男性の方が結婚する方がよいという意識が高い。 

[年齢別] 

 女性についてみると、20 代では「どちらでもよい」が 40.0％で最も高くなっており、40 代

以上では「どちらかといえば結婚したほうがよい」が 53％～63％で最も高くなっている。 

男性についてみると、どの年齢層でも「どちらかといえば結婚したほうがよい」が 45％～

64％で高くなっている。また、『結婚をした方がよいと認識している層』についてみると、30

代（52.2％）は 20 代（60.9％）より低くなっている。 

女性 20 代と男性 30 代の結婚が身近に感じられる年齢層で「どちらでもよい」（女性 20 代：

40.0％、男性 30 代：45.7％）の回答が高くなっているが、男女とも年齢が高くなるとともに

『結婚をした方がよいと認識している層』の割合が高くなる傾向にある。 

 

図３－１ 結婚について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絶
対
、
結
婚
す
べ
き
で

あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
結

婚
し
た
ほ
う
が
よ
い 

ど
ち
ら
で
も
よ
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
結

婚
し
な
く
て
よ
い 

絶
対
、
結
婚
し
な
い
ほ
う
が
よ
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答

Ｎ＝758

Ｎ＝399

Ｎ＝350
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表３－３ 結婚についての考え【男女年齢係別】            単位：％ 

 
 

標
本
数 

絶
対
、
結
婚

す
べ
き
で
あ

る ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
結
婚

し
た
ほ
う
が

よ
い 

ど
ち
ら
で
も

よ
い 

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
結
婚

し
な
く
て
よ

い 絶
対
、
結
婚

し
な
い
ほ
う

が
よ
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回

答 

女性 
399 

100.0  

33

8.3 

216

54.1 

119

29.8 

5

1.3 

4

1.0 

10 

2.5  

12

3.0 

20 代 45 13.3 35.6 40.0 2.2 2.2 4.4  2.2 

30 代 46 6.5 43.5 43.5 - - 6.5  -

40 代 71 7.0 53.5 33.8 1.4 2.8 - 1.4 

50 代 93 6.5 62.4 29.0 2.2 - - -

60 代 76 10.5 57.9 25.0 - 1.3 1.3  3.9 

70 歳以上 68 7.4 58.8 16.2 1.5 - 5.9 10.3

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - -  - 

男性 
350 

100.0  

58

16.6 

192

54.9 

79

22.6 

4

1.1 

-

-

8 

2.3  

9

2.6 

20 代 46 8.7 52.2 32.6 6.5 - - -

30 代 46 6.5 45.7 45.7 - - 2.2  -

40 代 42 4.8 61.9 28.6 2.4 - 2.4  -

50 代 80 22.5 51.3 17.5 - - 3.8  5.0 

60 代 79 17.7 63.3 13.9 - - 1.3  3.8 

70 歳以上 57  29.8 52.6 10.5 - - 3.5  3.5 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - -  - 

 

 

<平成９年８月調査より> 

問７ あなたは「結婚」についてどの様にお考えですか。 

図３－２ 結婚についての考え          Ｎ＝512 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[平成９年８月調査との比較] 

 前回調査では全体でみると、「結婚すべきである」が 19.3％であるのに対し、今回調査では

「絶対、結婚すべきである」12.3％となっており、必ず結婚をした方がよいと思っている人

はやや低くなっていることがわかる。 

19.3

3.8

10.0

16.1

21.3

18.8

12.1

31.1

38.1

40.7

36.3

32.7

20.4

30.0

35.5

46.8

18.8

48.5

31.1

45.2

37.0

38.7

59.6

65.3

53.3

45.2

23.4

56.3

36.4

35.6

16.7

16.7

4.3

3.8

12.2

6.7

3.2

4.3

6.3

3.0

3.7

2.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

2.1

1.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

2.1

0 20 40 60 80 100

全体

女性：20代

女性：30代

女性：40代

女性：50代

女性：60歳以上

男性：20代

男性：30代

男性：40代

男性：50代

男性：60歳以上

（％）

結
婚
す
べ
き
で
あ
る

結
婚
し
た
方
が
よ
い

出
会
い
が
あ
れ
ば
結
婚

す
る

結
婚
し
な
く
て
も
よ
い 

結
婚
し
な
い
方
が
よ
い 

無
回
答 
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21.5

23.8

19.4

32.7

27.3

38.0

42.7

46.1

39.7 2.9

2.8

3.0

0 20 40 60 80 100

全体

女性

男性

（％）

２．選択的夫婦別姓制度について  
 

問 17 「選択的夫婦別姓制度」について賛同しますか。次の中から１つだけ選ん

で○を付けてください。 
 

《女性の方が選択的夫婦別姓に賛成する割合が高い》 

[全体] 

選択的夫婦別姓制度についてたずねたところ、全体では「どちらでもよい」が 42.7％で最

も高く、次いで「賛同しない」32.7％、「賛同する」21.5％となっている。 

 

[性別] 

 女性の「賛同する」は 23.8％で男性の 19.4％を上回っている。一方、男性の「賛同しない」

は 38.0％で女性の 27.3％を上回っており、男性の方が夫婦同姓を望んでいる人が多い。 

 

[年齢別] 

 「賛同しない」が最も高いのは、70 歳以上の男女（女性：42.6％、男性：43.9％）、60 代

の男性（51.9％）であり、それ以外の年齢層では「どちらでもよい」が最も高くなっている。

また、60 歳以上の男女は、他の年齢層にくらべ「賛同する」が低くなっており、夫婦同姓の

意識が高いことがうかがえる。 

 

図３－３ 「選択的夫婦別姓制度」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３－６ 「選択的夫婦別姓制度」について【男女年齢別】           単位：％ 
女性 男性 

  
標
本
数 

賛
同
す
る 

賛
同
し
な
い 

ど
ち
ら
で
も
よ
い 

不
明
・
無
回
答 

標
本
数 

賛
同
す
る 

賛
同
し
な
い 

ど
ち
ら
で
も
よ
い 

不
明
・
無
回
答 

全体 
399

100.0  

95 

23.8  

109

27.3 

184

46.1 

11

2.8 

350

100.0 

68

19.4 

133 

38.0  

139 

39.7  

10

2.9 

20 代 45 26.7  26.7 44.4 2.2 46 28.3 23.9  47.8  -

30 代 46 34.8  10.9 54.3 - 46 10.9 32.6  56.5  -

40 代 71 38.0  14.1 46.5 1.4 42 23.8 28.6  45.2  2.4 

50 代 93 21.5  25.8 52.7 - 80 21.3 36.3  37.5  5.0 

60 代 76 11.8  38.2 47.4 2.6 79 15.2 51.9  27.8  5.1 

70 歳以上 68 16.2  42.6 30.9 10.3 57 19.3 43.9  35.1  1.8 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - -

Ｎ＝758

Ｎ＝399

Ｎ＝350

賛
同
す
る 

賛
同
し
な
い

ど

ち

ら

で
も
よ
い

不
明
・
無

回
答 
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<平成９年８月調査より> 

問８ 結婚後の「姓」のあり方について、あなたはどう思いますか。 

 

図３－４ 結婚後の「姓」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[平成９年８月調査との比較] 

 前回調査では、「夫婦で別の性を名乗っても良い」が全体では 8.0％であったものが、今回

調査では「賛同する」が全体では 21.5％と高くなっていることから、「選択的夫婦別姓制度」

に対する意識が高くなっていることがうかがえる。 

 「夫婦で別の性を名乗っても良い」と「賛同する」をくらべると、男女とも、どの年齢層

でも「賛同する」が高くなっており、女性の方がその増加率は高い。特に、30～40 代の女性

の増加率が最も高くなっている。前回調査とくらべ「選択的夫婦別姓制度」の意識は男女と

も高くなっている。 
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無
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Ｎ＝512

Ｎ＝52 

Ｎ＝49 

Ｎ＝60 

Ｎ＝62 

Ｎ＝94 

Ｎ＝16 

Ｎ＝33 

Ｎ＝45 

Ｎ＝42 

Ｎ＝54 
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＜福岡県調査（平成 12 年）より＞ 

問８ 現在、結婚すると夫婦は同じ姓を名乗ることになっていますが、「夫婦が別々の姓を名

乗ることができる夫婦別姓を選択できるようにすべきだ」という考え方があります。

あなたはこのことについて、どのように思いますか。 

図３－５ 選択的夫婦別姓選択制について 全体Ｎ＝2,120、女性Ｎ＝1､206、男性Ｎ＝914 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[福岡県調査との比較] 

「選択的夫婦別姓制度」について、全体でみると、福岡県調査では「そう思う」が 14.1％、

今回調査では「賛同する」21.5％となっている。性別でみると、福岡県調査では「そう思う」

が女性よりも男性の方が高く、今回調査では「賛同する」が女性の方が男性よりも高くなっ

ている。行橋市の女性は「選択的夫婦別姓制度」を容認する割合が高いことがうかがえる。 

 

 

３．晩婚化について 
 

問 18 日本では晩婚化が進んでいますが、「女性の晩婚化の理由」についてあな

たはどのようにお考えですか。また、「男性の晩婚化の理由」については

どうですか。あてはまるものをすべて選んで番号に○を付けてください。 

 
《女性の晩婚化の原因は、女性が仕事をもち、経済力が向上したからである》 

 

女性の晩婚化の理由 

[全体] 

女性の晩婚化の理由についてたずねたところ、全体では「仕事を持つ女性が増えて、女性

の経済力が向上した」が 72.2％で最も高く、結婚観に経済力が大きく影響していることがう

かがえる。 

[性別] 

「独身生活の方が自由である」（女性：65.2％、男性：55.1％）、「結婚しないことに対する

世間のこだわりが少なくなった」（女性：46.4％、男性：40.0％）、「仕事を持つ女性が増えて、

女性の経済力が向上した」（女性：75.2％、男性：69.7％）については、それぞれ女性の方が

男性より５ポイント以上高くなっている。 
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[年齢別] 

 女性の 40 代と男性の 30 代では「独身生活の方が自由である」（女性 40 代：77.5％、男性

30 代：69.6％）が最も高いが、それ以外の男女、各年齢層とも「仕事を持つ女性が増えて、

女性の経済力が向上した」が最も高くなっている。また、女性では 30 代、40 代、男性では

20 代、30 代が「家事・育児に対する負担感・拘束感が大きいため」（女性 30 代：63.0％、40

代：54.9％、男性 20 代：54.3％、30 代：45.7％）への回答も高くなっており、男女とも女性

は結婚すると自由が制限されると認識していることがうかがえる。 

 

 

男性の晩婚化の理由 

[全体] 

男性の晩婚化の理由についてたずねたところ、全体では「独身生活の方が自由である」が

66.2％で抜きんでて高く、結婚による束縛から逃れたい傾向がうかがえる。 

 

[性別] 

「独身生活の方が自由である」（女性：66.2％、男性：67.7％）、「結婚しないことに対する

世間のこだわりが少なくなった」（女性：35.3％、男性：38.3％）については、男女とも男性

の晩婚化の原因として認識している。また、「親離れができていない」については、女性

（41.1％）が男性（31.1％）より 10 ポイント高くなっている。 

 

[年齢別] 

男女とも各年齢層において、「独身生活の方が自由である」が最も高く、次いで 20 代の女

性は「仕事のためには独身の方が都合がよい」37.8％、30～50 代の女性、男性のほとんどの

年齢層においては「結婚しないことに対する世間のこだわりが少なくなった」や「親離れで

きていない」が高くなっている。 
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図３－６ 女性・男性の晩婚化の理由 

全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 

【女性の晩婚化の理由】                【男性の晩婚化の理由】 
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　　　独身生活の方が自由である

結婚しないことに対する世間のこだわり

が少なくなった

仕事のためには独身のほうが都合がよ

い

仕事を持つ女性が増えて、女性の経済

力が向上した

家事・育児に対する負担感・拘束感が大

きいため

　　　　　相手に高望みをしている

　社会慣行としての見合いが減少した

　　　　　　親離れできていない

兄弟の数が減ったことや一人っ子どうし

が増えたために、婚姻による改姓が障害

となっている

　　　　　　　　　　　その他

　　　　　　　　　　わからない

　　　　　　　　　不明・無回答

（％）
全体 女性 男性
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〔調査資料 136～137 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕
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表３－７ 女性・男性の晩婚化の理由【男女年齢別】               単位：％ 

 
 

標
本
数 

独
身
生
活
の
方
が
自
由
で
あ
る 

結
婚
し
な
い
こ
と
に
対
す
る
世
間
の

こ
だ
わ
り
が
少
な
く
な
っ
た 

仕
事
の
た
め
に
は
独
身
の
ほ
う
が
都

合
が
よ
い 

仕
事
を
持
つ
女
性
が
増
え
て
、
女
性

の
経
済
力
が
向
上
し
た 

家
事
・
育
児
に
対
す
る
負
担
感
・
拘

束
感
が
大
き
い
た
め 

相
手
に
高
望
み
を
し
て
い
る 

社
会
慣
行
と
し
て
の
見
合
い
が
減
少

し
た 

親
離
れ
で
き
て
い
な
い 

兄
弟
の
数
が
減
っ
た
こ
と
や
一
人
っ

子
ど
う
し
が
増
え
た
た
め
に
、
婚
姻

に
よ
る
改
姓
が
障
害
と
な
っ
て
い
る 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

女性 
399

100.0

260 

65.2  

180 

46.4  

124

31.1 

300

75.2 

178

44.6 

115

28.8 

71

17.8 

81

20.3 

34 

8.5  

8 

2.0  

11 

2.8  

22

5.5 

20 代 45  77.8  55.6  53.3 80.0 48.9 24.4 6.7 17.8 2.2  - - -

30 代 46  76.1  43.5  34.8 80.4 63.0 43.5 4.3 28.3 13.0  6.5  - -

40 代 71  77.5  46.5  42.3 76.1 54.9 22.5 8.5 31.0 11.3  1.4  - 4.2 

50 代 93  63.4  51.6  21.5 80.6 48.4 34.4 23.7 20.4 2.2  1.1  2.2  2.2 

60 代 76  64.5  51.3  25.0 73.7 32.9 25.0 31.6 11.8 6.6  3.9  3.9  6.6 

70 歳以上 68 39.7 29.4 22.1 61.8 26.5 25.0 20.6 14.7 17.6 - 8.8 17.6

年
齢
別 

不明・無回答 -  -  -  - - - - - - -  - -  - 

男性 
350

100.0

193 

55.1  

140 

40.0  

93

26.6 

244

69.7 

141

40.3 

109

31.1 

54

15.4 

52

14.9 

29 

8.3  

11 

3.1  

17 

4.9  

26

7.4 

20 代 46  54.3  28.3  28.3 63.0 54.3 26.1 4.3 13.0 10.9  - 4.3  6.5 

30 代 46  69.6  37.0  21.7 65.2 45.7 41.3 8.7 19.6 4.3  6.5  6.5  4.3 

40 代 42  47.6  40.5  23.8 66.7 33.3 40.5 9.5 9.5 9.5  4.8  4.8  7.1 

50 代 80  58.8  48.8  23.8 76.3 40.0 28.8 17.5 18.8 6.3  - 5.0  3.8 

60 代 79  57.0  45.6  31.6 70.9 41.8 29.1 20.3 16.5 7.6  5.1  6.3  10.1 

70 歳以上 57  42.1  31.6  28.1 70.2 28.1 26.3 24.6 8.8 12.3  3.5  1.8  12.3 

女
性
の
晩
婚
化
の
理
由 

年
齢
別 

不明・無回答 -  -  -  - - - - - - -  - -  - 

女性 
399

100.0

264 

66.2  

141 

35.3  

82

20.6 

61

15.3 

31

7.8 

62

15.5 

87

21.8 

164

41.1 

39 

9.8  

8 

2.0  

13 

3.3  

53

13.3 

20 代 45  75.6  35.6  37.8 15.6 15.6 20.0 11.1 35.6 2.2  - 4.4  11.1 

30 代 46  84.8  39.1  21.7 15.2 8.7 21.7 13.0 43.5 10.9  4.3  - 4.3 

40 代 71  73.2  32.4  18.3 15.5 7.0 23.9 11.3 53.5 12.7  1.4  1.4  11.3 

50 代 93  66.7  36.6  15.1 19.4 4.3 5.4 32.3 41.9 9.7  3.2  2.2  6.5 

60 代 76  67.1  44.7  18.4 9.2 10.5 15.8 26.3 40.8 5.3  2.6  5.3  14.5 

70 歳以上 68  38.2  23.5  20.6 16.2 4.4 13.2 26.5 29.4 16.2  - 5.9  30.9 

年
齢
別 

不明・無回答 -  -  -  - - - - - - -  - -  - 

男性 
350

100.0

237 

67.7  

134 

38.3  

58

16.6 

54

15.4 

44

12.6 

39

11.1 

83

23.7 

109

31.1 

28 

8.0  

16 

4.6  

23 

6.6  

21

6.0 

20 代 46  73.9  30.4  13.0 17.4 21.7 13.0 8.7 28.3 8.7  2.2  4.3  4.3 

30 代 46  84.8  39.1  13.0 15.2 13.0 19.6 26.1 30.4 10.9  8.7  2.2  -

40 代 42  71.4  23.8  9.5 26.2 11.9 9.5 14.3 33.3 4.8  4.8  7.1  7.1 

50 代 80  68.8  46.3  20.0 10.0 10.0 10.0 28.8 36.3 7.5  - 6.3  7.5 

60 代 79  64.6  45.6  24.1 16.5 12.7 11.4 30.4 32.9 6.3  5.1  10.1  7.6 

70 歳以上 57  49.1  33.3  12.3 12.3 8.8 5.3 24.6 22.8 10.5  8.8  7.0  7.0 

男
性
の
晩
婚
化
の
理
由 

年
齢
別 

不明・無回答 -  -  -  - - - - - - -  - -  - 
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４．離婚について 

 

問 19 あなたは離婚についてどのようにお考えでしょうか。１つだけ選んで○を

付けてください。 
 

《「我慢して離婚しないほうがよい」と考えるのは、男性の方が多い》 

 

[全体] 

離婚についてたずねたところ、全体では「離婚を考えるほどの問題があれば離婚もやむを

得ない」が 62.0％で最も高く、次いで「なるべくなら我慢して離婚しないほうがよい」24.9％

となっており、離婚はそれほどの問題があればやむを得ないという意識が高くなっている。 

 

[性別] 

「なるべくなら我慢して離婚しないほうがよい」についてみると、男性（30.0％）が女性

（19.5％）より 10.5 ポイント高い。また、『離婚を容認する』（離婚するなら子どもが成長す

るのを待ってからの方がよい＋離婚を考えるほどの問題があれば離婚もやむを得ない）につ

いては、女性 76.2％に対し、男性は 67.1％と女性より 9.1 ポイント低く、男性は離婚に消極

的なことがうかがえる。 

 

[年齢別] 

年齢別でみると、「なるべくなら我慢して離婚しないほうがよい」は男性の 60 歳以上（60

代：36.7％、70 歳以上：42.1％）と女性の 70 歳以上（35.3％）で、他の年齢層にくらべ高く

なっており、高い年齢層では我慢して離婚しないことが認識されている。 

 

図３－８ 離婚について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.9

19.5

30.0
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Ｎ＝399

Ｎ＝350

不
明
・
無
回
答 

な
る
べ
く
な
ら
我
慢
し
て

離
婚
し
な
い
ほ
う
が
よ
い

離
婚
す
る
な
ら
子
ど
も
が
成
長
す

る
の
を
待
っ
て
か
ら
の
方
が
よ
い 

離
婚
を
考
え
る
ほ
ど
の
問
題
が
あ

れ
ば
離
婚
も
や
む
を
得
な
い 

〔調査資料 138 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕 
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表３－９ 離婚について【男女年齢別】              単位：％ 
女性 男性 

 
 

標
本
数 

な
る
べ
く
な
ら
我
慢
し

て
離
婚
し
な
い
ほ
う
が

よ
い 

離
婚
す
る
な
ら
子
ど
も

が
成
長
す
る
の
を
待
っ

て
か
ら
の
方
が
よ
い 

離
婚
を
考
え
る
ほ
ど
の

問
題
が
あ
れ
ば
離
婚
も

や
む
を
得
な
い 

不
明
・
無
回
答 

標
本
数 

な
る
べ
く
な
ら
我
慢
し

て
離
婚
し
な
い
ほ
う
が

よ
い 

離
婚
す
る
な
ら
子
ど
も

が
成
長
す
る
の
を
待
っ

て
か
ら
の
方
が
よ
い 

離
婚
を
考
え
る
ほ
ど
の

問
題
が
あ
れ
ば
離
婚
も

や
む
を
得
な
い 

不
明
・
無
回
答 

全体 
399 

100.0  

78 

19.5  

43

10.8 

261

65.4 

17

4.3 

350

100.0 

105

30.0 

27 

7.7  

208 

59.4  

10 

2.9  

20 代 45 17.8  15.6 66.7 46 46 26.1 13.0  60.9  - 

30 代 46 15.2  2.2 82.6 46 46 21.7 6.5  71.7  - 

40 代 71 9.9  18.3 67.6 42 42 26.2 9.5  59.5  4.8  

50 代 93 17.2  10.8 72.0 80 80 23.8 7.5  65.0  3.8  

60 代 76 21.1  10.5 64.5 79 79 36.7 7.6  51.9  3.8  

70 歳以上 68 35.3  5.9 42.6 57 57 42.1 3.5  50.9  3.5  

年
齢
別 

不明・無回答 -  -  - - - - - -  -  -  

 

 

５．女性の生き方について 
 

問 20 次の図は、仕事と結婚、出産を中心に女性の生き方を示したものです。あ

なたにとって（男性はあなたの妻にとって）、理想の人生と現在送ってい

る人生についてお答えください。 
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業 
就 

 
 
 
 
 
 

職 

結婚による

退 職 

家事・育児に専念 

家事・育児
就 労 

（パートも含む） 

家事・育児に専念 

出産後も仕事を続ける 

出産しないで仕事を続ける 

結婚しないで仕事を続ける 

家事・育児に専念 

家事・育児
就 労 

（パートも含む） 

その他（具体的に                     ） 

家事・育児
就 労 

（パートも含む） 

出 産 

出産による

退 職 

結婚後も仕

事を続ける 

就職しない 結 婚 出 産 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
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理想の人生 

 

《理想の生き方は、結婚後も就労、出産後も仕事を続けること》 

 

[全体]  

 理想とする女性の生き方についてたずねたところ、全体では⑤「結婚後も就労、出産後も

仕事を続ける」が 22.0％で最も高く、次いで①「就職、結婚退職、出産、家事・育児に専念」

17.7％、②「就職、結婚退職、出産、家事・育児後就労」14.9％、④「結婚後も就労、出産

退職、家事・育児後就労」12.0％となっている。 

また、就労を基準としてみると、『専業主婦型』（①「就職、結婚退職、出産、家事・育児

に専念」＋③「結婚後も就労、出産退職、家事・育児に専念」＋⑧「就職しないで結婚、出

産、家事・育児に専念」）が 28.7％、『育児後就労型』（②「就職、結婚退職、出産、家事・育

児後就労」＋④「結婚後も就労、出産退職、家事・育児後就労」＋⑨「就職しないで結婚、

出産、家事・育児後就労」）が 28.0％、『就労継続型』（⑤「結婚後も就労、出産後も仕事を続

ける」＋⑥「結婚後も就労、出産しないで仕事を続ける」＋⑦「結婚しないで仕事を続ける」）

25.2％となっている。 

 

[性別] 

女性は、⑤「結婚後も就労、出産後も仕事を続ける」が 24.3％で抜きんでて高く、次いで

②「就職、結婚退職、出産、家事・育児後就労」が 16.8％であり、女性は結婚後あるいは出

産後も継続して就労することを理想としている。 

男性は、①「就職、結婚退職、出産、家事・育児に専念」が 21.4％で最も高く、女性（妻）

に対して、家事・育児に専念することを望む傾向が強いが、次いで⑤「結婚後も就労、出産

後も仕事を続ける」20.0％となっており、男性のなかでも意識がわかれている様子がみられ

る。 

 

[年齢別] 

女性は 20代～50代の年齢層では、⑤「結婚後も就労、出産後も仕事を続ける」（20代：33.3％、

30 代：37.0％、40 代：26.8％、50 代：23.7％）が最も高くなっている。 

男性は 20～40 代の年齢層では、女性と同様に⑤「結婚後も就労、出産後も仕事を続ける」

（20 代：23.9％、30 代：34.8％、40 代：26.2％）が最も高く、50 歳以上では①「就職、結

婚退職、出産、家事・育児に専念」（50 代：28.8％、60 代：22.8％）が最も高くなっている。 

20～40 代の年齢層では、男女とも結婚後も就労、出産後も仕事を続けることを理想として

いる。 

 

[配偶関係別] 

 未婚者では、男女とも⑤「結婚後も就労、出産後も仕事を続ける」（女性：36.8％、男性：

22.9％）が最も高いが、法律婚（入籍している結婚）では、女性が⑤「結婚後も就労、出産

後も仕事を続ける」22.4％、男性が①「就職、結婚退職、出産、家事・育児に専念」21.1％

で男女差があることがうかがえる。 
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[結婚観別] 

 「絶対、結婚すべきである」と回答した人では、男女とも①「就職、結婚退職、出産、家

事・育児に専念」（女性：30.3％、男性：29.3％）を理想とする女性の生き方と認識している。 

「どちらかといえば結婚したほうがよい」と回答した人では、男女とも⑤「結婚後も就労、

出産後も仕事を続ける」（女性：25.0％、男性：21.9％）を理想とする女性の生き方と認識し

ている。 

「どちらでもよい」と回答した人では、女性が⑤「結婚後も就労、出産後も仕事を続ける」

26.9％、男性が①「就職、結婚退職、出産、家事・育児に専念」20.3％を理想とする女性の

生き方と認識している。 

 

 

現在送っている人生 

 

《現実には、退職して出産・育児後に再び就労することが多い》 

 

[全体] 

 現在送っている人生についてたずねたところ、全体では②「就職、結婚退職、出産、家事・

育児後就労」が 19.5％で最も高く、次いで、⑤「結婚後も就労、出産後も仕事を続ける」14.2％

となっている。 

就労を基準としてみると、「就労継続型（⑤＋⑥＋⑦）」が 19.3％、「育児後就労型（②＋④

＋⑨）」が 35.0％、「専業主婦型（①＋③＋⑧）」が 22.3％となっている。現在送っている人

生は、退職して、出産・育児後に再び就労する割合が高くなっている。 

 

[性別] 

男女とも、②「就職、結婚退職、出産、家事・育児後就労」が最も高く、次いで女性は⑤

「結婚後も就労、出産後も仕事を続ける」15.3％、男性は④「結婚後も就労、出産退職、家

事・育児後就労」15.7％となっている。 

  

[年齢別] 

20 代、60 代の女性は、⑤「結婚後も就労、出産後も仕事を続ける」（20 代：22.2％、60 代：

18.4％）、20 代、30 代の男性は、④「結婚後も就労、出産退職、家事・育児後就労」（20 代：

28.3％、30 代：19.6％）が最も高く、その他の年齢層では、①「就職、結婚退職、出産、家

事・育児に専念」、②「就職、結婚退職、出産、家事・育児後就労」が最も高くなっている。

現在送っている人生は、結婚退職後・育児専念か、結婚退職・育児後就労となっている。 

 

[配偶関係別] 

 未婚者では、女性が⑦「結婚しないで仕事を続ける」36.8％、男性が④「結婚後も就労、

出産退職、家事・育児後就労」30.0％、法律婚（入籍している結婚）では、男女とも②「就

職、結婚退職、出産、家事・育児後就労」（女性：24.6％、男性：22.7％）が最も高くなって

いる。 
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[結婚観別] 

 「絶対、結婚すべきである」では、女性は⑤「結婚後も就労、出産後も仕事を続ける」27.3％

となっており、男性は②「就職、結婚退職、出産、家事・育児後就労」24.1％が最も高くな

っている。女性は、結婚後もかわらず仕事を続ける意識が高い。 

「どちらかといえば結婚したほうがよい」では、男女とも②「就職、結婚退職、出産、家

事・育児後就労」（女性：22.2％、男性：20.3％）が最も高くなっている。 

「どちらでもよい」では、女性が②「就職、結婚退職、出産、家事・育児後就労」20.2％、

男性が①「就職、結婚退職、出産、家事・育児に専念」17.7％が最も高くなっている。 

 

 

 

図３－10 理想の人生と現在送っている人生 

全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 

   【理想の人生】                    【現在送っている人生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.7

14.9

8.4

12.0

22.0

1.5

1.7

2.6

1.1

1.3

16.8

14.5

16.8

6.8

11.8

24.3

1.5

3.0

2.0

1.8

1.0

16.5

21.4

12.9

10.6

12.3

20.0

1.4

0.3

3.4

0.3

1.7

15.7

0102030

　就職、結婚退職、出産、家事・育児に専念

　就職、結婚退職、出産、家事・育児後就労

　結婚後も就労、出産退職、家事・育児に専

念

　結婚後も就労、出産退職、家事・育児後就

労

　結婚後も就労、出産後も仕事を続ける

　結婚後も就労、出産しないで仕事を続ける

　　　　　結婚しないで仕事を続ける

　就職しないで結婚、出産、家事・育児に専

念

　就職しないで結婚、出産、家事・育児後就

労

　　　　　　　　　　　　その他

　　　　　　　　　　不明・無回答

（％）
全体 女性 男性

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦

⑧ 

⑨ 

⑩

14.1

19.5

4.4

12.9

14.2

2.2

2.9

3.8

2.6

3.7

19.5

13.0

19.8

3.8

10.8

15.3

1.8

5.3

3.0

2.8

4.8

19.8

15.4

19.4

5.1

15.7

13.4

2.9

0.3

4.9

2.6

2.6

17.7

0 10 20 30
（％）

全体 女性 男性

〔調査資料 139～140 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕
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表３－11 理想の人生【男女年齢・配偶関係・結婚観別】             単位：％ 

 
 

標
本
数 

①
就
職
、
結
婚
退
職
、
出
産
、

家
事
・
育
児
に
専
念 

②
就
職
、
結
婚
退
職
、
出
産
、

家
事
・
育
児
後
就
労 

③
結
婚
後
も
就
労
、
出
産
退

職
、
家
事
・
育
児
に
専
念 

④
結
婚
後
も
就
労
、
出
産
退

職
、
家
事
・
育
児
後
就
労 

⑤
結
婚
後
も
就
労
、
出
産
後

も
仕
事
を
続
け
る 

⑥
結
婚
後
も
就
労
、
出
産
し

な
い
で
仕
事
を
続
け
る 

⑦
結
婚
し
な
い
で
仕
事
を

続
け
る 

⑧
就
職
し
な
い
で
結
婚
、
出

産
、
家
事
・
育
児
に
専
念 

⑨
就
職
し
な
い
で
結
婚
、
出

産
、
家
事
・
育
児
後
就
労 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

女性 
399

100.0

58

14.5

67

16.8

27

6.8

47

11.8

97

24.3

6

1.5

12

3.0

8

2.0

7

1.8

4

1.0

66

16.5

20 代 45 11.1 26.7 8.9 8.9 33.3 6.7 2.2 - - - 2.2

30 代 46 8.7 21.7 4.3 15.2 37.0 4.3 4.3 2.2 - - 2.2

40 代 71 14.1 12.7 7.0 21.1 26.8 - 7.0 1.4 1.4 1.4 7.0

50 代 93 19.4 18.3 5.4 12.9 23.7 1.1 3.2 1.1 1.1 - 14.0

60 代 76 14.5 14.5 9.2 6.6 18.4 - 1.3 2.6 2.6 2.6 27.6

70 歳以上 68 14.7 11.8 5.9 5.9 14.7 - - 4.4 4.4 1.5 36.8

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - -

未婚 57 7.0 21.1 3.5 14.0 36.8 5.3 1.8 - - 1.8 8.8

法律婚（入籍している結婚） 272 17.3 16.2 7.7 12.5 22.4 1.1 4.0 1.5 1.8 1.1 14.3

事実婚（入籍していない結婚） 1 - 100.0 - - - - - - - - -

同棲 1 - - - - - - - - - - 100.0

死別 44 11.4 20.5 6.8 4.5 15.9 - - 6.8 4.5 - 29.5

離別 16 12.5 6.3 - 12.5 31.3 - - 6.3 - - 31.3

配
偶
関
係
別 

不明・無回答 8 - - 12.5 12.5 37.7 - - - - - 37.7

絶対、結婚すべきである 33 30.3 9.1 6.1 6.1 15.2 - 3.0 6.1 3.0 3.0 18.2

どちらかといえば結婚したほうがよい 216 14.8 18.5 7.4 12.5 25.0 - 0.9 2.8 1.4 0.5 16.2

どちらでもよい 119 7.6 16.8 7.6 15.1 26.9 4.2 5.0 - 2.5 0.8 13.4

どちらかといえば結婚しなくてよい 5 40.0 - - - 20.0 20.0 - - - - 20.0

絶対、結婚しないほうがよい 4 25.0 - - - - - 50.0 - - 25.0 -

わからない 10 10.0 30.0 - - 40.0 - - - - - 20.0

結
婚
観
別 

不明・無回答 12 25.0 8.3 - - 8.3 - 8.3 - - - 50.0

男性 
350

100.0

75

21.4

45

12.9

37

10.6

43

12.3

70

20.0

5

1.4

1

0.3

12

3.4

1

0.3

6

1.7

55

15.7

20 代 46 15.2 19.6 8.7 15.2 23.9 - 2.2 4.3 - 2.2 8.7

30 代 46 19.6 4.3 10.9 13.0 34.8 6.5 - 4.3 - 2.2 4.3

40 代 42 19.0 14.3 4.8 14.3 26.2 - - 4.8 2.4 7.1 7.1

50 代 80 28.8 11.3 16.3 13.8 16.3 1.3 - 1.3 - 1.3 10.0

60 代 79 22.8 19.0 12.7 11.4 12.7 1.3 - 1.3 - - 19.0

70 歳以上 57 17.5 7.0 5.3 7.0 15.8 - - 7.0 - - 40.4

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - -

未婚 70 21.4 12.9 5.7 11.4 22.9 4.3 1.4 4.3 1.4 1.4 12.9

法律婚（入籍している結婚） 251 21.1 14.3 12.4 12.4 20.3 0.8 - 2.8 - 2.0 13.9

事実婚（入籍していない結婚） 1 - - - - - - - 100.0 - - -

同棲 2 100.0 - - - - - - - - - -

死別 12 8.3 - - 8.3 8.3 - - 8.3 - - 66.7

離別 8 12.5 - 25.0 12.5 12.5 - - - - - 37.5

配
偶
関
係
別 

不明・無回答 6 50.0 - - 33.3 16.7 - - - - - -

絶対、結婚すべきである 58 29.3 12.1 12.1 8.6 12.1 - - 6.9 - - 19.0

どちらかといえば結婚したほうがよい 192 21.4 14.1 10.9 13.5 21.9 - - 2.6 - 1.6 14.1

どちらでもよい 79 20.3 12.7 7.6 13.9 19.0 5.1 1.3 3.8 1.3 3.8 11.4

どちらかといえば結婚しなくてよい 4 - - 25.0 25.0 25.0 - - - - - 25.0

絶対、結婚しないほうがよい - - - - - - - - - - - -

わからない 8 - 12.5 12.5 - 37.5 - - - - - 37.5

結
婚
観
別 

不明・無回答 9 11.1 - 11.1 - 22.2 11.1 - - - - 44.4
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表３－12 現在送っている人生【男女年齢・配偶関係・結婚観別】         単位：％ 

 
 

標
本
数 

①
就
職
、
結
婚
退
職
、
出
産
、

家
事
・
育
児
に
専
念 

②
就
職
、
結
婚
退
職
、
出
産
、

家
事
・
育
児
後
就
労 

③
結
婚
後
も
就
労
、
出
産
退

職
、
家
事
・
育
児
に
専
念 

④
結
婚
後
も
就
労
、
出
産
退

職
、
家
事
・
育
児
後
就
労 

⑤
結
婚
後
も
就
労
、
出
産
後

も
仕
事
を
続
け
る 

⑥
結
婚
後
も
就
労
、
出
産
し

な
い
で
仕
事
を
続
け
る 

⑦
結
婚
し
な
い
で
仕
事
を

続
け
る 

⑧
就
職
し
な
い
で
結
婚
、
出

産
、
家
事
・
育
児
に
専
念 

⑨
就
職
し
な
い
で
結
婚
、
出

産
、
家
事
・
育
児
後
就
労 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

女性 
399

100.0

52

13.0 

79

19.8 

15

3.8 

43

10.8 

61

15.3 

7

1.8

21

5.3 

12

3.0 

11

2.8 

19

4.8 

79

19.8 

20 代 45 15.6 8.9 2.2 15.6 22.2 4.4 20.0 - - 6.7 4.4

30 代 46 19.6 17.4 6.5 15.2 15.2 4.3 15.2 2.2 2.2 2.2 -

40 代 71 19.7 23.9 5.6 15.5 16.9 1.4 1.4 1.4 - 5.6 8.5

50 代 93 11.8 35.5 5.4 10.8 12.9 1.1 3.2 2.2 2.2 4.3 10.8

60 代 76 9.2 14.5 1.3 7.9 18.4 - 1.3 2.6 6.6 3.9 34.2

70 歳以上 68 14.0 12.3 1.8 1.8 7.0 - - 7.0 1.8 7.0 47.4

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - -

未婚 57 1.8 1.8 1.8 14.0 14.0 - 36.8 - - 17.5 12.3

法律婚（入籍している結婚） 272 17.6 24.6 4.8 11.4 15.1 2.2 - 2.9 2.2 2.2 16.9

事実婚（入籍していない結婚） 1 - 100.0 - - - - - - - - -

同棲 1 - - - - - - - - - - 100.0

死別 44 4.5 15.9 - 2.3 15.9 2.3 - 4.5 9.1 6.8 38.6

離別 16 6.3 12.5 - 18.8 18.8 - - - 6.3 - 37.5

配
偶
関
係
別 

不明・無回答 8 - 12.5 12.5 - 25.0 - - 25.0 - - 25.0

絶対、結婚すべきである 33 15.2 12.1 3.0 9.1 27.3 - 3.0 - 9.1 3.0 18.2

どちらかといえば結婚したほうがよい 216 13.9 22.2 4.2 10.2 12.5 0.5 5.6 2.8 2.3 4.2 21.8

どちらでもよい 119 12.6 20.2 4.2 14.3 16.8 4.2 5.0 2.5 2.5 6.7 10.9

どちらかといえば結婚しなくてよい 5 - 20.0 - - 20.0 - 20.0 - - - 40.0

絶対、結婚しないほうがよい 4 25.0 - - - 25.0 25.0 - - - 25.0 -

わからない 10 - 10.0 - 10.0 20.0 - 10.0 20.0 - - 30.0

結
婚
観
別 

不明・無回答 12 8.3 8.3 - - 8.3 - - 8.3 - - 66.7

男性 
350

100.0

54

15.4 

68

19.4 

18

5.1 

55

15.7 

47

13.4 

10

2.9 

1

0.3 

17

4.9 

9

2.6 

9

2.6 

17

17.7 

20 代 46 8.7 15.2 4.3 28.3 13.0 - - 6.5 - 4.3 19.6

30 代 46 13.0 13.0 15.2 19.6 17.4 10.9 2.2 - 2.2 2.2 4.3

40 代 42 23.8 21.4 7.1 11.9 19.0 4.8 - 2.4 2.4 2.4 4.8

50 代 80 13.8 30.0 3.8 23.8 13.8 2.5 - 2.5 2.5 - 7.5

60 代 79 19.0 19.0 2.5 10.1 12.7 1.3 - 8.9 5.1 1.3 20.3

70 歳以上 57 14.0 12.3 1.8 1.8 7.0 - - 7.0 1.8 7.0 47.4

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - -

未婚 70 5.7 12.9 5.7 30.0 15.7 1.4 1.4 2.9 1.4 2.9 20.0

法律婚（入籍している結婚） 251 18.7 22.7 5.2 12.0 13.5 3.6 - 5.2 3.2 2.0 13.9

事実婚（入籍していない結婚） 1 - - - - - - - - - 100.0 -

同棲 2 - - - - 50.0 - - - - 50.0 -

死別 12 8.3 - - 8.3 - - - 8.3 - - 75.0

離別 8 - 12.5 12.5 - 12.5 - - 12.5 - - 50.0

配
偶
関
係
別 

不明・無回答 6 33.3 16.7 - 50.0 - - - - - - -

絶対、結婚すべきである 58 12.1 24.1 3.4 12.1 13.8 - - 10.3 1.7 1.7 20.7

どちらかといえば結婚したほうがよい 192 16.7 20.3 4.7 18.2 12.5 2.6 0.5 4.2 2.6 2.1 15.6

どちらでもよい 79 17.7 15.2 5.1 15.2 1 5.1 - 2.5 3.8 3.8 16.5

どちらかといえば結婚しなくてよい 4 25.0 - 25.0 25.0 - - - - - - 25.0

絶対、結婚しないほうがよい - - - - - - - - - - - -

わからない 8 - 25.0 - - 25.0 12.5 - - - 12.5 25.0

結
婚
観
別 

不明・無回答 9 - 11.1 22.2 - 11.1 - - 11.1 - - 44.4
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<平成９年８月調査より> 

問 10 あなたにとって（男性はあなたの妻にとって）、理想の人生と実際になりそうな人生に

ついてお答えください。 

図３－13 理想の人生、実際になりそうな人生         女性Ｎ＝318、男性Ｎ=191 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[平成９年８月調査との比較] 

 前回調査にくらべ、女性についてみると女性の理想の生き方は、⑤「結婚後も就労、出産

後も仕事を続ける」（前回調査：28.9％、今回調査：24.3％）の割合が最も高いことは変わら

ないが、今回調査では①「就職、結婚退職、出産、家事・育児に専念」（前回調査：16.7％、

今回調査：14.5％）の割合が減少していること、及び②「就職、結婚退職、出産、家事・育

児後就労」（前回調査：9.4％、今回調査：16.8％）の割合が高くなっていることから、結婚

退職し、家事・育児後就労することだと認識されていることがうかがえる。 

 現実の人生では、前回調査にくらべ、男女とも④「結婚後も就労、出産退職、家事・育児

後就労」（女性前回調査：17.3％、女性今回調査：10.8％、男性前回調査：22.0％、男性今回

調査：15.7％）の割合は減少し、男性では、②「就職、結婚退職、出産、家事・育児後就労」

（前回調査：27.2％、今回調査：19.4％）、③「結婚後も就労、出産退職、家事・育児に専念」

（前回調査：11.0％、今回調査：5.1％）の割合が減少し、男性は⑤「結婚後も就労、出産後

も仕事を続ける」の認識が高くなっていることがわかる。

【理想の人生】 【実際になりそうな人生】

16.7

9.4

7.5

13.8

28.9

0.9

1.9

6.3

0.9

2.2

11.3

24.6

13.6

10.5

12.0

23.0

1.0

0.5

5.2

2.1

2.1

5.2

0102030

①就職、結婚退社、出産、家事、育

児に専念

②就職、結婚退社、出産、家事、育

児後就労

③就職、出産退社、家事、育児に

専念

④就職、出産退社、家事、育児後

就労

⑤就職、結婚、出産後も仕事を続

ける

⑥就職、結婚、出産しないで仕事を

続ける

　　⑦結婚しないで仕事を続ける

⑧就職せず、結婚、出産、家事、育

児に専念

⑨就職せず、結婚、出産、家事、育

児後就労

　　　　　　　　⑩その他

　　　　　　　　　無回答

（％）

女性 男性

11.9

23.9

5.0

17.3

15.1

0.6

2.8

4.1

5.0

0.6

13.5

15.7

27.2

11.0

22.0

9.9

0.5

1.0

4.7

2.6

1.0

4.2

0 10 20 30
（％）

女性 男性
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第４章 出産・子育てについて 

１．「女らしく」、「男らしく」について 

 

問 21 あなたは、女の子は｢女らしく｣、男の子は「男らしく」育てるという考え

方についてどう思いますか。１つだけ選んで○を付けてください。 
 

《男性は「女らしさ」、「男らしさ」を重んじる》 

 

[全体] 

 女らしくや男らしく育てるという考え方についてたずねたところ、全体では「賛成」が

56.3％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が 33.0％となっている。 

 

[性別] 

「賛成する」は男性（67.1％）が女性（46.9％）よりも 20.2 ポイント上回っている。男性

は「女らしく」、「男らしく」を意識した子育てを大切にしている。 

 

[年齢別] 

「賛成する」が男性ではどの年齢層でも（20 代：54.3％、30 代：67.4％、40 代：66.7％、

50 代：61.3％、60 代：75.9％、70 歳以上：73.7％）、女性は 30 代、60 歳以上（30 代：47.8％、

60 代：65.8％、70 歳以上：54.4％）で最も高くなっている。また、男女とも「賛成する」が

高齢になるほど高くなり、「反対する」は高齢になるほど低くなっていることから、高齢の方

が「女らしく」、「男らしく」育てるという意識が高いことがうかがえる。 

 

図４－１ 女の子は｢女らしく｣、男の子は「男らしく」育てるという考え方について 
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表４－２ 女の子は｢女らしく｣、男の子は「男らしく」育てるという考え方について 

【男女年齢別】                              単位：％ 
女性 男性 

  
標
本
数 

賛
成
す
る 

反
対
す
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

不
明
・
無
回
答 

標
本
数 

賛
成
す
る 

反
対
す
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

不
明
・
無
回
答 

全体 
399

100.0  

187 

46.9  

31

7.8 

159

39.8 

22

5.5 

350

100.0 

235

67.1 

9 

2.6  

 89 

25.4  

17

4.9 

20 代 45 37.8  11.1 48.9 2.2 46 54.3 6.5  39.1  -

30 代 46 47.8  13.0 39.1 - 46 67.4 6.5  26.1  -

40 代 71 26.8  16.9 52.1 4.2 42 66.7 2.4  31.0  -

50 代 93 45.2  4.3 48.4 2.2 80 61.3 1.3  31.3  6.3 

60 代 76 65.8  2.6 27.6 3.9 79 75.9 - 16.5  7.6 

70 歳以上 68 54.4  2.9 23.5 19.1 57 73.7 1.8  14.0  10.5 

年
齢
別 

不明・無回答 - 37.8  11.1 48.9 2.2 - 54.3 6.5  39.1  -

 

 

＜福岡県調査(平成 12 年)より＞ 

問 13 あなたは、子どものしつけや教育について、どのような考え方をお持ちですか。 

（３）男女にはそれぞれの役割があるので、女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく

育てた方がよい 

図４－３ 女の子は女らしく、男の子は男らしく育てた方がよい 

全体Ｎ＝2､120、女性Ｎ＝1､206、男性Ｎ＝914 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[福岡県調査との比較] 

 福岡県調査とくらべ、全体でみると、今回調査の「賛成する」は 56.3％、福岡県調査の「賛

成」は 27.1％となっており、県より「女らしく」、「男らしく」を重んじる意識が高い。また、

性別でみると、福岡県調査と同様にその割合は女性よりも男性の方が高くなっており、男性

は「女らしく」、「男らしく」育てたい意向が強いことがうかがえる。 
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２．出生率の減少について 
 

問 22 最近、子どもの出生率（一人の女性が一生の間に何人の子どもを産むかを

示す数値）が減少傾向にありますが、その理由は何であると思われますか。

次の中からあなたのお考えに近いものを３つまで選んで○を付けてくだ

さい。 
 

《出生率の減少の原因は、金銭的負担が大きいため》 

 

[全体] 

 出生率の減少についてたずねたところ、全体では「子どもの教育にお金がかかるから」が

65.6％で最も高く、次いで「経済的に余裕がないから」が 52.5％となっており、教育費など

の経済的負担が大きな原因として挙げられている。 

 

[性別] 

 男女ともに「子どもの教育にお金がかかるから」（女性：68.7％、男性：62.6％）が最も高

く、次いで、女性は「仕事をしながら子育てするのが困難だから」53.4％が原因として感じ

ており、教育費や子育てへの心理的・肉体的な負担に要因があると認識している。次いで、

男性は「経済的に余裕がないから」が 56.9％、「仕事をしながら子育てするのが困難だから」

が 43.4％と高く、経済的負担に要因があると認識している。 

 

[年齢別] 

 男女とも、どの年齢層においても「子どもの教育にお金がかかるから」（女性各年齢：60％

～75.0％、男性各年齢：52％～72％）、「経済的に余裕がないから」（女性各年齢：30％～67％、

男性各年齢：49％～70％）を原因とする認識が高い。その他の要因として、女性はどの年齢

層においても「仕事をしながら子育てするのが困難だから」（各年齢 44％～61％）が認識され

ているが、男性は 20 代、30 代で「育児の心理的・肉体的負担がかかるから」（20 代：32.6％、

30 代：37.0％）、40 歳以上で「仕事をしながら子育てするのが困難だから」（40 代：38.1％、

50 代：47.5％、60 代：60.8％、70 歳以上：45.6％）が認識されている。 

 

[配偶関係別] 

 女性の未婚者では「仕事をしながら子育てするのが困難だから」54.4％、男性の未婚者で

は「子どもの教育にお金がかかるから」、「経済的に余裕がないから」がいずれも 65.7％とな

っており、女性は仕事と家庭の両立、男性は経済的に要因があると感じている。 
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図４－４ 子どもの出生率の減少について 

全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 
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育児の心理的・肉体的負担がかかるから
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結婚年齢が上がっているから

結婚する人が少ないから

結婚しないで子どもを持つことに対して抵抗感が強
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子どもが欲しくないから

その他

不明・無回答

（％）
全体 女性 男性
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表４－５ 子どもの出生率の減少について【男女年齢・配偶関係別】        単位：％ 

 
 

標
本
数 

子
ど
も
の
教
育
に
お
金
が
か
か
る

か
ら 

育
児
の
心
理
的
・
肉
体
的
負
担
が

か
か
る
か
ら 

家
が
狭
い
か
ら 

経
済
的
に
余
裕
が
な
い
か
ら 

仕
事
を
し
な
が
ら
子
育
て
す
る
の

が
困
難
だ
か
ら 

自
分
の
趣
味
や
レ
ジ
ャ
ー
と
両
立

し
な
い
か
ら 

結
婚
年
齢
が
上
が
っ
て
い
る
か
ら 

結
婚
す
る
人
が
少
な
い
か
ら 

結
婚
し
な
い
で
子
ど
も
を
持
つ
こ

と
に
対
し
て
抵
抗
感
が
強
い
か
ら 

子
ど
も
が
欲
し
く
な
い
か
ら 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

女性 
399 

100.0 

274

68.7 

124

31.1 

13

3.3 

197

49.4 

213

53.4 

27

6.8 

136

34.1 

52

13.0 

6 

1.5 

23 

5.8 

10 

2.5 

20

5.0 

20 代 45 60.0 28.9 2.2 66.7 48.9 13.3 37.8 22.2 2.2 2.2 2.2 -

30 代 46 60.9 32.6 6.5 56.5 52.2 2.2 26.1 26.1 2.2 4.3 6.5 -

40 代 71 71.8 36.6 - 46.5 50.7 11.3 40.8 7.0 2.8 4.2 4.2 2.8

50 代 93 73.1 37.6 4.3 55.9 59.1 6.5 30.1 12.9 1.1 9.7 1.1 -

60 代 76 75.0 27.6 2.6 46.1 60.5 2.6 39.5 7.9 1.3 7.9 2.6 6.6 

70 歳以上 68 63.2 20.6 4.4 30.9 44.1 5.9 29.4 10.3 - 2.9 - 19.1 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - -

未婚 57 50.9 35.1 - 50.9 54.4 8.8 42.1 19.3 3.5 3.5 - 7.0 

法律婚（入籍している結婚） 272 74.3 30.1 3.7 49.6 53.3 7.0 32.4 11.4 1.5 7.4 3.7 3.3 

事実婚（入籍していない結婚） 1 100.0 - - 100.0 - - - - - - - -

同棲 1 - - - - - - - - - - - 100.0 

死別 44 56.8 34.1 6.8 36.4 59.1 6.8 31.8 11.4 - - - 11.4 

離別 16 87.5 25.0 - 75.0 37.5 - 31.3 25.0 - 6.3 - -

配
偶
関
係
別 

不明・無回答 8 37.5 37.5 - 50.0 62.5 - 62.5 12.5 - - - 12.5 

男性 
350 

100.0 

219

62.6 

109

31.1 

21

6.0 

199

56.9 

152

43.4 

43

12.3 

89

25.4 

41

11.7 

7 

2.0 

32 

9.1 

10 

2.9 

16

4.6 

20 代 46 52.2 32.6 4.3 69.6 17.4 19.6 30.4 17.4 4.3 10.9 6.5 -

30 代 46 71.7 37.0 6.5 65.2 34.8 10.9 28.3 2.2 2.2 10.9 2.2 -

40 代 42 61.9 23.8 9.5 59.5 38.1 16.7 28.6 19.0 - 11.9 2.4 2.4 

50 代 80 63.8 32.5 7.5 55.0 47.5 16.3 25.0 10.0 1.3 6.3 - 5.0 

60 代 79 59.5 27.8 3.8 50.6 60.8 10.1 22.8 10.1 - 11.4 3.8 8.9 

70 歳以上 57 66.7 33.3 5.3 49.1 45.6 1.8 21.1 14.0 5.3 5.3 3.5 7.0 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - -

未婚 70 65.7 25.7 4.3 65.7 25.7 12.9 37.1 11.4 2.9 10.0 4.3 1.4 

法律婚（入籍している結婚） 251 63.7 34.3 6.4 54.6 47.8 12.7 24.3 12.0 1.2 8.8 2.8 3.6 

事実婚（入籍していない結婚） 1 - - - 100.0 100.0 - - 100.0 - 100.0 - -

同棲 2 50.0 - - 50.0 50.0 - - - 50.0 - - -

死別 12 50.0 16.7 8.3 41.7 33.3 - 8.3 8.3 - 8.3 - 33.3 

離別 8 12.5 37.5 - 50.0 62.5 12.5 - - 12.5 12.5 - 25.0 

配
偶
関
係
別 

不明・無回答 6 83.3 - 16.7 83.3 50.0 16.7 16.7 16.7 - - - -
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３．女性の働きながらの子育てについて 

 

問23 あなたは、女性が働きながら子育てをするには、何が必要だと思いますか。

５つまで選んで○を付けてください。 
 

《子育てのための休みをとれる環境や体制が必要》 

 

[全体] 

 女性が働きながら子育てをするために必要なことについてたずねたところ、全体では「育

児休業がとりやすい職場環境」が 72.4％で抜きんでて高く、次いで「子どもが病気にかかっ

たときのための休暇制度」が 56.6％となっている。仕事をしながら子育てするには、育児休

業などをとれる体制が必要との認識が高い。 

[性別] 

男女とも「育児休業がとりやすい職場環境」（女性：73.2％、男性：72.3％）が最も高く、

次いで、女性では「子どもが病気にかかったときのための休暇制度」62.4％、男性では「再

雇用制度」と「子どもが病気にかかったときのための休暇制度」がいずれも 50.6％となって

いる。 

「子どもが病気にかかったときのための休暇制度」（女性：62.4％、男性：50.6％）につい

ては、男女ともその必要性を強く感じている。 

「再雇用制度」（女性：41.9％、男性：50.6％）については、女性より男性の方がその必要

性を認識しており、男性は女性が子育てを終えて復帰できる制度を望んでいる。 

[年齢別] 

「育児休業がとりやすい職場環境」（女性各年齢：60％以上、男性各年齢：60％以上）と「子

どもが病気にかかったときのための休暇制度」（女性各年齢：50％以上、男性各年齢：40％以

上）については、男女ともほとんどの年齢層で必要と認識されている。 

20 代、30 代の男女とも、これらの他に「保育施設の充実（企業内保育・保育施設の増設な

ど）」（20 代：60.0％、30 代：28.3％）、また、女性では「夫の育児参加」（20 代：60.0％、30

代：43.5％）、「労働時間の短縮」（20 代：28.9％、30 代：47.8％）が必要と認識している。  

50 代以上の女性、20 代の男性は、「家族の協力」（女性 50 代以上：46％～48％、男性 20 代：

56.5％）、30 代～60 代の男性は「再雇用制度」（30～60 代：45％～54％）を必要と認識してい

る。男女とも仕事をしながら子育てが行える体制を求めていることがわかる。 

[配偶関係別] 

「育児休業がとりやすい職場環境」（女性未婚：78.9％、女性法律婚：72.4％、男性未婚：

75.7％、男性法律婚：71.7％）、「子どもが病気にかかったときのための休暇制度」（女性未婚：

52.6％、女性法律婚：65.4％、男性未婚：57.1％、男性法律婚：49.4％）については、男女

とも未婚と法律婚（入籍している結婚）で必要とする認識が高い。その他では、女性の未婚

者は、「夫の育児参加」56.1％、女性の法律婚は「家族の協力」46.7％への認識が高い。男性

の未婚者は「再雇用制度」51.4％、「家族の協力」46.8％への認識が高い。 
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図４－６ 女性が働きながら子育てをするために必要なこと 

全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 
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31.1

22.6
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47.4
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34.3
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20.9

36.9

45.1
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4.3

0 20 40 60 80

再雇用制度

育児休業がとりやすい職場環境

労働時間の短縮

育児・授業参観・ＰＴＡ活動などのための休暇制度

子どもが病気にかかったときのための休暇制度

保育施設の充実（企業内保育・保育施設の増設な

ど）

子育て支援センターの充実

保育内容の充実（延長保育・病児保育・乳児保育な

ど）

学童保育の充実

安心できる保育者の確保（ファミリーサポートセン

ター事業）

夫の育児参加

家族の協力

その他

不明・無回答

（％）

全体 女性 男性
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表４－７ 女性が働きながら子育てをするために必要なこと【男女年齢・配偶関係別】単位：％ 

 
 

標
本
数 

再
雇
用
制
度 

育
児
休
業
が
と
り
や
す
い
職
場
環
境 

労
働
時
間
の
短
縮 

育
児
・
授
業
参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な

ど
の
た
め
の
休
暇
制
度 

子
ど
も
が
病
気
に
か
か
っ
た
と
き
の

た
め
の
休
暇
制
度 

保
育
施
設
の
充
実
（
企
業
内
保
育
・

保
育
施
設
の
増
設
な
ど
） 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実 

保
育
内
容
の
充
実
（
延
長
保
育
・
病

児
保
育
・
乳
児
保
育
な
ど
） 

学
童
保
育
の
充
実 

安
心
で
き
る
保
育
者
の
確
保
（
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
） 

夫
の
育
児
参
加 

家
族
の
協
力 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

女性 
399

100.0

167

41.9

292

73.2

109

27.3

121

30.3

249

62.4

154

38.6

52

13.0

137

34.3

71

17.8

78

19.5

170

42.6

187

46.9

3

0.8

18

4.5

20 代 45 42.2 71.1 28.9 31.1 53.3 60.0 8.9 31.1 8.9 13.3 60.0 51.1 - 2.2

30 代 46 43.5 78.3 47.8 34.8 69.6 28.3 6.5 41.3 23.9 19.6 43.5 45.7 - -

40 代 71 47.9 67.6 26.8 31.0 56.3 33.8 11.3 39.4 21.1 15.5 52.1 46.5 2.8 4.2

50 代 93 38.7 78.5 25.8 30.1 68.8 41.9 20.4 35.5 18.3 22.6 43.0 46.2 1.1 -

60 代 76 40.8 73.7 21.1 30.3 60.5 44.7 9.2 35.5 21.1 27.6 32.9 46.1 - 5.3

70 歳以上 68 39.7 69.1 22.1 26.5 63.2 25.0 16.2 23.5 11.8 14.7 30.9 47.1 - 14.7

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - - -

未婚 57 45.6 78.9 28.1 21.1 52.6 49.1 14.0 36.8 8.8 17.5 56.1 49.1 - 5.3

法律婚（入籍している結婚） 272 42.3 72.4 27.6 32.0 65.4 38.2 12.9 35.7 19.5 20.6 41.2 46.7 0.7 3.3

事実婚（入籍していない結婚） 1 - 100.0 100.0 - 100.0 - - - - 100.0 - 100.0 - -

同棲 1 - - - - - - - - - - - - - 100.0

死別 44 38.6 75.0 20.5 29.5 65.9 31.8 9.1 34.1 11.4 9.1 40.9 34.1 - 9.1

離別 16 43.8 62.5 43.8 43.8 43.8 31.3 6.3 18.8 37.5 25.0 43.8 68.8 - -

配
偶
関
係
別 

不明・無回答 8 25.0 75.0 12.5 25.0 50.0 37.5 50.0 12.5 25.0 37.5 12.5 62.5 12.5 12.5 

男性 
350

100.0

177

50.6

253

72.3

109

31.1

79

22.6

177

50.6

166

47.4

61

17.4

120

34.3

36

10.3

73

20.9

129

36.9

158

45.1

7

2.0

15

4.3

20 代 45 52.2 78.3 30.4 19.6 60.9 43.5 17.4 21.7 6.5 17.4 47.8 56.5 - -

30 代 46 52.2 76.1 26.1 30.4 58.7 54.3 17.4 37.0 17.4 19.6 28.3 30.4 2.2 -

40 代 46 45.2 81.0 40.5 31.0 50.0 57.1 9.5 21.4 9.5 23.8 35.7 47.6 - 2.4

50 代 42 48.8 65.0 30.0 20.0 43.8 50.0 17.5 42.5 13.8 20.0 41.3 46.3 1.3 6.3

60 代 79 53.2 67.1 25.3 22.8 45.6 46.8 19.0 41.8 5.1 22.8 32.9 39.2 3.8 7.6

70 歳以上 57 50.9 75.4 38.6 15.8 52.6 35.1 21.1 29.8 10.5 21.1 35.1 52.6 3.5 5.3 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - - -

未婚 70 51.4 75.7 30.0 14.3 57.1 44.3 18.6 25.7 11.4 25.7 40.0 48.6 1.4 2.9

法律婚（入籍している結婚） 251 50.2 71.7 32.3 26.7 49.4 49.4 17.1 36.7 10.0 19.5 36.7 45.8 2.0 3.2

事実婚（入籍していない結婚） 1 - 100.0 - - - 100.0 100.0 - - - 100.0 100.0 - -

同棲 2 50.0 100.0 50.0 - 50.0 50.0 50.0 - - 50.0 50.0 50.0 - -

死別 12 58.3 58.3 33.3 - 33.3 25.0 16.7 8.3 - 16.7 16.7 33.3 8.3 25.0

離別 8 50.0 75.0 12.5 12.5 50.0 37.5- 62.5 12.5 12.5 37.5 12.5- 25.0

配
偶
関
係
別 

不明・無回答 6 50.0 66.7 16.7 16.7 66.7 50.0 16.7 66.7 33.3 33.3 33.3 33.3 - -
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9.4

16.9

3.6

2.8

4.6

17.3

13.3

22.3

23.2

23.8

22.9

5.5

8.0

15.2

19.3

10.6

20.7

19.3

22.3

7.8

10.0

4.9

11.3

17.8

4.0

13.6

15.0

12.3

11.6

11.5

12.0

4.6

7.3

6.5

7.0

6.0

24.5

17.3

33.1

4.5

9.6

6.0

14.0

4.5

7.5

9.0

8.0

10.0

14.0

18.0

9.7

14.2

8.5

20.9

4.4

5.3

22.2

24.8

18.3

21.0

18.8

22.3

16.6

15.0

17.4
3.4

3.3

3.3

3.0

0.9

1.5

1.2

2.6

1.7

2.3

3.3

2.8

2.5

0.3 1.1

3.4

0 20 40 60 80 100
（％）

第５章 家庭生活について 

１．平日の状況について 

 

問 24 休日以外の平日に、「仕事（賃金のあるもの。自営業を含む）の時間」、

「家事・育児・介護に携わる時間」、「余暇時間」は、平均してそれぞれ

どれくらいありますか。１つずつ選んで番号に○を付けてください。 

 
《家事・育児・介護に携わる時間と余暇時間は 30 分～２時間未満が最も高い》 

[全体] 

休日以外の平日の時間の使い方についてたずねたところ、全体では、仕事の時間は「８～

10 時間未満」が 24.5％で最も高く、家事・育児・介護に携わる時間と余暇時間は「30 分～

２時間未満」がそれぞれ 17.3％と 23.2％で最も高くなっている。また、家事・育児・介護

に携わる時間では約４割、余暇時間では約３割が２時間未満となっている。 

[性別] 

 女性では、仕事の時間は「ほとんどない」が 18.0％で最も高く、家事・育児・介護に携

わる時間は「２～４時間未満」19.3％、余暇時間は「30 分～２時間未満」23.8％が最も高

くなっている。 

男性では、仕事の時間は「８～10 時間未満」が 33.1％で最も高く、家事・育児・介護に

携わる時間と余暇時間は「30 分～２時間未満」がそれぞれ 22.3％と 22.9％で最も高くなっ

ている。 

また、男女を比較すると、仕事の時間は男性の方が女性より長く、家事・育児・介護に携

わる時間は女性の方が男性より長くなっており、余暇時間は男女ともほぼ同率となっている。 

 

図５－１ 平日の状況について        全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 
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時
間
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ほ
と
ん
ど
な
い 

不
明
・
無
回
答 

仕事の時間 

全体 

女性 

男性 

家事・育児・介護に携わる時間 

全体 

女性 

男性 

余暇時間 

全体 

女性 

男性 

〔調査資料 143～145 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕 
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２.家庭のもつ役割について 

 

問 25 あなたは、家庭のもつ役割をどのようにお考えになりますか。次の中か

らあてはまるものをすべて選んで○を付けてください。 

 
《家庭の役割は、精神的ゆとりや子育てによる生きがいを得られる場》 

[全体] 

家庭のもつ役割についての考え方をたずねたところ、全体では「精神的安らぎの場を得ら

れる」が 82.5％で最も高く、次いで「子どもを産み育てることにより、生きがいを得られ

る」54.0％となっている。また、最も低かったのは「子どもを産み育てることが、自分の老

後の面倒を見てもらえることにつながる」で 11.2％となっている。 

[性別] 

男女ともに、ほぼ同率で「精神的安らぎの場を得られる」（女性：81.0％、男性：84.9％）

が最も高く、次いで「子どもを産み育てることにより、生きがいを得られる」（女性：57.9％、

男性：50.0％）となっている。また、男女間の差が顕著に見られる項目は「経済的に安定す

る」であり、女性 38.6％、男性 24.0％と女性が男性を大きく上回っている。 

[年齢別] 

男女どの年齢層とも「精神的安らぎの場を得られる」（女性各年齢：64％～92％、男性各

年齢：77％～96％）が最も高く、次いで、男女とも、30 代は「お互いに高め合うことがで

き、人間として成長できる」（女性：52.2％、男性：50.0％）、男性の 70 歳以上は「社会的

に認められる」36.8％となっており、それら以外の年代は「子どもを産み育てることにより、

生きがいを得られる」となっている。 

 

図５－２ 家庭のもつ役割について      全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 
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38.6

24.0

34.3

27.4

50.0

11.1

2.0

5.1

0 20 40 60 80 100

精神的安らぎの場を得られる

お互いに高め合うことができ、人間として成長できる

経済的に安定する

社会的に認められる

日常生活の上で必要な家事などが共同でき、負担

が軽減される

子どもを産み育てることにより、生きがいを得られる

子どもを産み育てることが、自分の老後の面倒を見

てもらえることにつながる

その他

不明・無回答

（％）
全体 女性 男性

〔調査資料 146 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕 



 

 51

表５－３ 家庭のもつ役割について【男女年齢別】              単位：％         

 
 

標
本
数 

精
神
的
安
ら
ぎ
の
場
を
得
ら
れ

る お
互
い
に
高
め
合
う
こ
と
が
で

き
、
人
間
と
し
て
成
長
で
き
る 

経
済
的
に
安
定
す
る 

社
会
的
に
認
め
ら
れ
る 

日
常
生
活
の
上
で
必
要
な
家
事

な
ど
が
共
同
で
き
、
負
担
が
軽

減
さ
れ
る 

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
に

よ
り
、
生
き
が
い
を
得
ら
れ
る 

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と

が
、
自
分
の
老
後
の
面
倒
を
見

て
も
ら
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

女性 
399

100.0  

323 

81.0  

156

39.1 

154

38.6 

118

29.6 

95

23.8 

231

57.9 

46 

11.5  

4 

1.0  

25

6.3 

20 代 45 91.1  42.2 33.3 24.4 20.0 66.7 6.7  - -

30 代 46 84.8  52.2 28.3 23.9 19.6 43.5 10.9  2.2  2.2 

40 代 71 87.3  50.7 45.1 28.2 28.2 62.0 1.4  2.8  -

50 代 93 82.8  28.0 43.0 34.4 18.3 60.2 8.6  - 5.4 

60 代 76 78.9  36.8 35.5 35.5 26.3 60.5 13.2  - 7.9 

70 歳以上 68 64.7 33.8 39.7 25.0 29.4 51.5 27.9 1.5 19.1

年
齢
別 

不明・無回答 - -  - - - - - -  -  - 

男性 
350

100.0  

297 

84.9  

135

38.6 

84

24.0 

120

34.3 

96

27.4 

175

50.0 

39 

11.1  

7 

2.0  

18

5.1 

20 代 46 87.0  32.6 13.0 19.6 30.4 52.2 15.2  - 2.2 

30 代 46 89.1  50.0 15.2 21.7 13.0 47.8 4.3  4.3  2.2 

40 代 42 95.2  35.7 21.4 23.8 26.2 52.4 2.4  4.8  2.4 

50 代 80 83.8  45.0 21.3 47.5 30.0 56.3 5.0  - 2.5 

60 代 79 82.3  32.9 31.6 40.5 32.9 53.2 15.2  2.5  7.6 

70 歳以上 57 77.2 35.1 35.1 36.8 26.3 35.1 22.8 1.8 12.3

年
齢
別 

不明・無回答 - -  - - - - - -  -  - 

 

 

３．家庭での役割について 

 

問 26 問６で「法律婚（入籍している結婚）」、「事実婚（入籍していない結婚）」、

「同棲」と答えた方のみお答えください。あなたのお宅では、次のこと

がらについて主に夫婦（恋人）のどちらがなさっていますか。項目ごと

に１つずつ選んで番号に○を付けてください。 
 

《家事は専ら女性が担うということが高い》 

 

[全体] 

家庭での夫婦（恋人）の役割についてたずねたところ、全体では「主に夫（男性）がする」

が生活費を得ることでは 67.1％、高額な商品や土地、家屋の購入することでは 38.0％と高

くなっている。また、「夫婦（男女とも）同程度にする」では地域の出役が 27.3％、「して

いない／する必要がない（夫婦（恋人）の他に家事をする人がいる等の理由により）」では

高齢者の介護が 26.1％で最も高く、それら以外の項目は「主に妻（女性）がする」が最も

高くなっており、家事・育児全般は妻（女性）がする割合が高いことがうかがえる。 

 

[共働き世帯] 

 生活費を得るは「主に夫（男性）がする」55.5％、高額な商品や土地、家屋の購入、近所

づきあい、地域の出役は「夫婦（男女とも）同程度にする」がそれぞれ 37.6％、38.7％、

31.8％、高齢者の介護は「していない／する必要がない（夫婦（恋人）の他に家事をする人

がいる等の理由により）」が 32.9％で最も高く、それら以外は「主に妻（女性）がする」が

最も高くなっている。 
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[性別] 

 女性では、生活費を得る、高額な商品や土地、家屋の購入は「主に夫（男性）がする」が

それぞれ 66.4％、22.4％、高齢者の介護は「していない／する必要がない（夫婦（恋人）

の他に家事をする人がいる等の理由により）」が 17.9％で最も高く、それら以外の項目は「主

に妻（女性）がする」が最も高くなっている。 

男性では、生活費を得る、高額な商品や土地、家屋の購入、地域の出役は「主に夫（男性）

がする」がそれぞれ 68.1％、20.3％、15.1％、近所づきあい、子どものしつけ、世話は「夫

婦（男女とも）同程度にする」がそれぞれ 21.0％、20.1％、高齢者の介護は「していない

／する必要がない（夫婦（恋人）の他に家事をする人がいる等の理由により）」14.6％が最

も高く、それら以外の項目は「主に妻（女性）がする」が最も高くなっている。 

また、男女を比較すると、男性は、女性が思っているよりも、地域の出役、近所づきあい、

子どものしつけ、世話に関わっているという意識が高いことがうかがえる。 

 

図５－４ 家庭での役割分担                       Ｎ＝532 
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食事のあとかたづけ

部屋のそうじ
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地域の出役

子どものしつけ、世話

学校・PTA・子ども会

高齢者の介護

（％）

主
に
夫
（男
性
）
が
す
る

主
に
妻
（
女
性
）
が
す
る

夫
婦
（
男
女
と
も
）
同
程

度
に
す
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決
ま
っ
て
い
な
い

し
て
い
な
い
／
す
る
必
要

が
な
い
（
夫
婦
（
恋
人
）
の

他
に
家
事
を
す
る
人
が

い
る
等
の
理
由
に
よ
り
）

不
明
・
無
回
答 

〔調査資料 147～154 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕 
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図５－５ 「共働き世帯」の家庭での役割分担                 Ｎ＝173 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表５－６ 家庭での役割分担【性別】女性Ｎ＝274、男性Ｎ＝254        単位：％ 
女性 男性 

  

主
に
夫
（
男
性
）
が
す
る 

主
に
妻
（
女
性
）
が
す
る 

夫
婦
（
男
女
と
も
）
同
程
度
に
す
る 

決
ま
っ
て
い
な
い 

し
て
い
な
い
／
す
る
必
要
が
な
い
（
夫
婦
（
恋
人
）

の
他
に
家
事
を
す
る
人
が
い
る
等
の
理
由
に
よ
り
）

不
明
・
無
回
答 

主
に
夫
（
男
性
）
が
す
る 

主
に
妻
（
女
性
）
が
す
る 

夫
婦
（
男
女
と
も
）
同
程
度
に
す
る 

決
ま
っ
て
い
な
い 

し
て
い
な
い
／
す
る
必
要
が
な
い
（
夫
婦
（
恋
人
）

の
他
に
家
事
を
す
る
人
が
い
る
等
の
理
由
に
よ
り
）

不
明
・
無
回
答 

生活費を得る 66.4  3.3 17.5 1.5 0.4 10.9 68.1 3.1 14.6  1.2  1.2  11.8 

食事のしたく 0.4  49.4 0.8 0.4 0.4 48.6 0.4 44.4 1.4  0.8  0.6  52.3 

食事のあとかたづけ 0.8  47.2 2.7 0.6 0.2 48.5 2.5 39.4 3.1  1.4  1.2  52.4 

部屋のそうじ 0.4  43.4 6.2 1.7 - 48.3 1.7 37.2 6.0  2.3  0.6  52.3 

風呂・トイレのそうじ 1.9  44.5 3.9 1.0 0.2 48.5 3.5 34.4 5.8  2.9  1.0  52.4 

洗濯 1.0  47.7 2.3 0.6 - 48.3 1.4 40.3 2.7  2.1  1.0  52.5 

食料品などの買い物 1.2  38.9 8.5 2.9 0.2 48.2 1.2 32.4 11.6  1.7  0.4  52.6 

ゴミ出し 9.1  33.1 6.2 2.5 0.6 48.6 11.1 24.1 7.8  4.1  0.6  52.3 

家計の管理 5.6  39.5 4.6 1.0 0.2 49.0 2.7 40.2 4.0  0.8  0.4  51.9 

高額な商品や土地、家屋の購入 22.4  2.7 21.4 4.9 0.8 47.8 20.3 3.0 18.0  4.4  1.5  52.9 

近所づきあい 0.8  24.9 20.7 4.1 1.2 48.1 2.5 17.6 21.0  5.2  1.0  52.7 

地域の出役 10.5  17.4 16.8 5.0 1.9 48.3 15.1 12.2 13.7  4.4  2.1  52.5 

子どものしつけ、世話 0.2  26.6 21.2 1.8 3.1 47.1 1.1 16.7 20.1  4.2  4.2  53.6 

学校・PTA・子ども会 1.1  32.6 8.3 3.7 7.1 47.2 2.3 23.9 8.7  5.0  6.7  53.4 

家
庭
で
の
役
割 

高齢者の介護 0.5  17.4 8.0 8.5 17.9 47.8 1.4 11.5 7.8  11.8  14.6  52.9 

55.5

6.4

19.7

6.4

35.3

20.2

89.0

85.0

76.3

77.5

82.7

76.9

57.2

75.7

5.2

37.0

27.7

39.3

55.5

25.4

33.5

5.8

12.1

6.4

6.9

10.4

9.2

6.9

37.6

38.7

31.8

38.2

12.7

12.7

6.4

7.5

12.7

11.0

9.2

4.6

7.5

17.3

7.5

11.6

32.9

6.4

4.6

4.6

4.6

5.2

4.6

5.2

5.8

6.9

6.9

5.2

5.8

8.7

8.1

11.0
0.6
4.6

1.7

4.0

1.2

1.7

1.7

1.7

1.2

2.9

2.9

3.5

2.9

3.5
4.6

1.7

1.2

1.7

5.2

4.0

2.3

0.6

0.6

0.0

1.2

1.2

0.6

1.2

1.2

0.0

0 20 40 60 80 100

生活費を得る

食事のしたく

食事のあとかたづけ

部屋のそうじ

風呂・トイレのそうじ

洗濯

食料品などの買い物

ゴミ出し

家計の管理

高額な商品や土地、家屋の購入

近所づきあい

地域の出役

子どものしつけ、世話

学校・PTA・子ども会

高齢者の介護

（％）

主
に
夫
（男
性
）
が
す
る

主
に
妻
（
女
性
）
が
す
る

夫
婦
（
男
女
と
も
）
同
程

度
に
す
る 

決
ま
っ
て
い
な
い

し
て
い
な
い
／
す
る
必
要

が
な
い
（
夫
婦
（
恋
人
）
の

他
に
家
事
を
す
る
人
が

い
る
等
の
理
由
に
よ
り
）

不
明
・
無
回
答 
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<平成９年８月調査より> 

問９ あなたの家庭では、日常的な事柄は、どなたがなさっていますか。 

図５－７ 家庭での役割分担                        Ｎ＝512 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[平成９年８月調査との比較] 

 家事は主に女性が行うことが、前回調査では 71％～92％、今回調査では 52％～87％とな

っている。「子どものしつけ、世話」や「近所づきあい」が前回調査では 45％～50％であっ

たが、今回調査では 36％～39％となっており、夫婦（男女とも）同程度にする割合が低く

なっていることがうかがえる。 

<平成９年８月調査より> 

問９ あなたの家庭では、日常的な事柄は、どなたがなさっていますか。 

図５－８ 「共働き世帯」の家庭での役割分担                Ｎ＝384 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[平成９年８月調査との比較] 

 共働き世帯では、育児を夫婦（男女）分担して行っている割合が前回調査では 44.3％、

今回調査では 38.2％と低くなっていることから、男性の育児への関わりが減っている。 

4.3

58.4

9.8

7.4

11.9

19.5

40.8

27.5

36.7

44.7

3.9

4.9

11.1

5.7

2.3

1.8

3.5

1.0

1.8

1.0

0.0

0.2

45.5

43.0

49.0

71.1

83.8

91.4

84.4

78.1

3.5

3.7

3.7

3.7

2.5

2.0

1.8

3.9

3.7

3.7

3.3

3.1

7.4

4.1

5.3

0 20 40 60 80 100

掃除、洗濯

食事のしたく

食事の後かたずけ

日々の家計の管理

食料品や日用品の買物

子どもの世話、しつけ

学校、PTA、子供会

親の世話（介護）

近所づきあい

（％）

主
に
夫
の

分
担 

主
に
妻
の

分
担 

夫
婦
同
じ

程
度
の
分

担 そ
の
他 

無
回
答 

6.9

4.6

61.1

13.7

3.8

9.2

13.0

22.1

44.3

22.1

35.1

46.6

3.8

3.8

3.8

5.3

17.6

4.6

4.6
3.8

3.1

3.1

0.0

0.0

0.0

0.9

79.4

80.9

93.1

85.5

69.5

48.9

36.6

42.7

1.5

2.3

4.6

2.3

1.5

6.9

0.8

1.5

1.5

2.3

1.5

0 20 40 60 80 100

掃除、洗濯

食事のしたく

食事の後かたずけ

日々の家計の管理

食料品や日用品の買物

子どもの世話、しつけ

学校、PTA、子供会

親の世話（介護）

近所づきあい

（％）

主
に
夫
の

分
担 

主
に
妻
の

分
担 

夫
婦
同
じ

程
度
の
分

担 そ
の
他 

無
回
答 
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＜福岡県調査（平成 12 年）より＞ 

問 10 あなたのご家庭では、次にあげるような家庭内の仕事を、主にどなたがしています

か。 

図５－９ 家庭生活における役割分担                   Ｎ＝1､445 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[福岡県調査との比較] 

 家事、家計の管理は、福岡県と同様に、主に女性が行うことが多い。また、「子どものし

つけ、世話」は、福岡県の 17.0％よりも行橋市の方が夫婦（男女とも）同程度にする割合

が 35.0％と高くなっている。 

 

 

 

 

16.5

30.8

16.1

11.8

5.1

17.0

9.7

15.8

41.5

43.5

35.6

26.9

9.1

5.3

16.3

18.8

55.2

10.6

25.5

34.5

13.7

8.0

5.3

4.2

17.5

40.8

19.7

4.3

3.9

2.7

9.3

35.0

18.8

29.0

75.8

77.0

2.6

3.5

3.0

1.1

11.0

13.7

11.0

3.1

1.0

1.0

0.7

3.0

2.0

0.7

0.4

0.5

2.3

1.7

1.8

1.2

0.8

0.9

0.4

2.6

0.1

3.3

0.1

0.1

1.6

2.1

3.4

2.1

2.4

1.4

1.2

1.5

0 20 40 60 80 100

家計を支える

掃除、洗濯、食事の支度などの家事

日々の家計の管理

育児、子どものしつけ

親の世話（介護）

自治会・町内会などの地域活動

子どもの教育方針や進学目標を決める

高額の商品や土地・家屋の購入を決める

家庭の問題における最終的な決定をする

（％）

主
に
妻
が
行
っ
て

い
る 

主
に
妻
が
行
い
、
夫

が
一
部
を
分
担 

夫
と
妻
が
同
じ

程
度
に
分
担 

そ
の
他 

非
該
当 

主
に
夫
が
行
い
、
妻

が
一
部
を
分
担 

主
に
夫
が
行
っ
て

い
る 

不
明 
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49.5

40.6

60.3

32.1

35.8

27.7

5.0

14.2

17.5

10.01.1

3.2

1.1

1.0

0.9

0 20 40 60 80 100

全体

女性

男性

（％）

第６章 仕事や職場について 

１．就労状況について 

 

問 27 あなたは収入のある仕事をしていますか。１つだけ選んで○を付けてく

ださい。 
 

《５割弱の人が収入のある仕事をしている》 

[全体] 

収入のある仕事をしているかどうかについてたずねたところ、全体では「現在している」

が 49.5％で最も高く、次いで「以前していたが今はしていない」が 32.1％となっている。 

[性別] 

男女ともに「現在している」が最も高いが、女性は 40.6％、男性は 60.3％となっており、

男性が女性を約 20 ポイント上回っている。 

[年齢別] 

男女ともに、50 代以下は「現在している」（女性 50 代以下：48％～65％、男性 50 代以下：

73％～91％）が最も高く、60 代以上は「以前していたが今はしていない」（女性 60 代以上：

44％～50％以上、男性 60 代以上：44％～72％）が最も高くなっている。また、女性では、

年齢が高くなるにつれて、「現在している」の割合が低くなっている。 

 

図６－１ 就労状況について 
 

 

 

 

 

 

 

表６－２ 就労状況について【男女年齢別】                 単位：％         
女性 男性 

  
標
本
数 

現
在
し
て
い
る 

以
前
し
て
い
た
が

今
は
し
て
い
な
い 

今
ま
で
し
た
こ
と

が
な
い 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

標
本
数 

現
在
し
て
い
る 

以
前
し
て
い
た
が

今
は
し
て
い
な
い 

今
ま
で
し
た
こ
と

が
な
い 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

全体 
399

100.0 

162 

40.6  

143 

35.8  

20

5.0 

4

1.0 

70

17.5 

350

100.0 

211

60.3 

97

27.7 

4 

1.1  

3 

0.9  

35

10.0 

20 代 45 64.4  17.8  - - 17.8 46 73.9 8.7 8.7  - 8.7 

30 代 46 50.0  30.4  - - 19.6 46 78.3 8.7 - 2.2  10.9 

40 代 71 50.7  32.4  4.2 1.4 11.3 42 90.5 4.8 - - 4.8 

50 代 93 48.4  32.3  3.2 - 16.1 80 81.3 13.8 - - 5.0 

60 代 76 32.9  44.7  5.3 1.3 15.8 79 39.2 44.3 - 2.5  13.9 

70 歳以上 68 5.9  50.0  14.7 2.9 26.5 57 12.3 71.9 - - 15.8 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - -

Ｎ＝758

Ｎ＝399

Ｎ＝350

現
在
し
て

い
る 

以
前
し
て
い

た

が

今

は

し
て
い
な
い

今
ま
で
し
た

こ
と
が
な
い

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 〔調査資料 154 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕
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問 28 問 27 で「現在している」と答えた方のみお答えください。あなたが働い

ている主な理由を次の中からすべて選んで○を付けてください。 

 

《女性は今の家計の状態をよくしたいがトップ》 

 
[全体] 

働いている主な理由についてたずねたところ、全体では「自分が生計の中心だから」43.2％

と「働ける間は働くことが務めだから」42.7％が拮抗して高く、次いで「今の家計の状態を

よくしたいから」35.2％となっており、「自分の地位向上のため」10.9％、「社会に役立ちた

いから」16.5％といった社会的地位や社会貢献などへの回答は低い。 

 

[性別] 

女性では「今の家計の状態をよくしたいから」38.9％が最も高く、次いで「生計の中心で

はないが、自分が働かないと生活が成り立たないから」34.6％となっている。 

男性では「自分が生計の中心だから」65.4％が最も高く、次いで「働ける間は働くことが

務めだから」52.1％となっている。 

また、男女を比較すると、女性は、生活の質の向上や自己実現のために働いているという

意識が高く、男性は、働くことが義務であるという意識が高いことがうかがえる。 
 

[年齢別] 

 男女ともに、20 代は「経済的に自立するため」（女性：51.7％、男性：52.9％）が最も高

くなっている。また、女性では、30 代は「生計の中心ではないが、自分が働かないと生活

が成り立たないから」39.1％、40 代、50 代は「今の家計の状態をよくしたいから」がそれ

ぞれ 52.8％、48.9％、60 代は「病気や老後の蓄えのため」40.0％が最も高く、男性では、

30 代～60 代は「自分が生計の中心だから」（60％以上）が最も高いが、60 代は「働ける間

は働くことが務めだから」61.3％も最も高い。 

 

[世帯別] 

 女性では、核家族世帯（夫婦と子どものみの世帯）は「生計の中心ではないが、自分が働

かないと生活が成り立たないから」49.3％、ひとり親と子どもの世帯は「経済的に自立する

ため」38.1％、三世代、四世代世帯は「今の家計の状態をよくしたいから」46.2％が最も高

くなっており、世帯の生計の違いにより回答に差がみられる。 

また、男性では、夫婦のみで子どもがいない世帯、核家族世帯（夫婦と子どものみの世帯）、

三世代、四世代世帯は「自分が生計の中心だから」がそれぞれ 60％以上と最も高くなって

いる。 
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図６－３ 働いている主な理由について 

全体Ｎ＝375、女性Ｎ＝162、男性Ｎ＝211 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.2

22.4

35.2

26.7

25.6

16.5

13.6

22.9

10.9

28.8

8.5

26.1

28.8

42.7

3.7

0.8

14.2

34.6

38.9

22.2

24.1

14.2

22.2

29.6

9.9

28.4

11.1

24.1

32.7

29.6

5.6

0.6

65.4

13.3

32.7

30.3

27.0

18.0

6.6

17.1

11.8

29.4

6.6

28.0

26.1

52.1

2.4

0.9

0 20 40 60 80

自分が生計の中心だから

生計の中心ではないが、自分が働かないと生活が成

り立たないから

今の家計の状態をよくしたいから

自分の能力・技術などを活かすため

経済的に自立するため

社会に役立ちたいから

時間に余裕があるから

社会との接点を持ちたいから

自分の地位向上のため

病気や老後の蓄えのため

家業だから

耐久消費財（住宅、車など）のローン支払いのため

職業を通じて自分を向上させるため

働ける間は働くことが務めだから

その他

不明・無回答

（％）
全体 女性 男性

〔調査資料 155 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕
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表６－４ 働いている主な理由について【男女年齢・世帯別】         単位：％         

 
 

標
本
数 

自
分
が
生
計
の
中
心
だ
か
ら 

生
計
の
中
心
で
は
な
い
が
、
自
分
が
働
か

な
い
と
生
活
が
成
り
立
た
な
い
か
ら 

今
の
家
計
の
状
態
を
よ
く
し
た
い
か
ら 

自
分
の
能
力
・
技
術
な
ど
を
活
か
す
た
め

経
済
的
に
自
立
す
る
た
め 

社
会
に
役
立
ち
た
い
か
ら 

時
間
に
余
裕
が
あ
る
か
ら 

社
会
と
の
接
点
を
持
ち
た
い
か
ら 

自
分
の
地
位
向
上
の
た
め 

病
気
や
老
後
の
蓄
え
の
た
め 

家
業
だ
か
ら 

耐
久
消
費
財
（
住
宅
、
車
な
ど
）
の
ロ
ー

ン
支
払
い
の
た
め 

職
業
を
通
じ
て
自
分
を
向
上
さ
せ
る
た

め 働
け
る
間
は
働
く
こ
と
が
務
め
だ
か
ら 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

女性 
162

100.0

23

14.2

56

34.6

63

38.9

36

22.2

39

24.1

23

14.2

36

22.2

48

29.6

16

9.9

46

28.4

18

11.1

39

24.1

53

32.7

48

29.6

9

5.6

1

0.6

20 代 29 13.8 34.5 17.2 31.0 51.7 - 13.8 27.6 10.3 10.3 - 37.9 41.4 17.2 17.2 -

30 代 23 4.3 39.1 34.8 21.7 34.8 8.7 17.4 17.4 4.3 21.7 4.3 21.7 34.8 26.1 13.0 -

40 代 36 8.3 41.7 52.8 30.6 16.7 25.0 22.2 36.1 13.9 19.4 8.3 27.8 44.4 27.8 2.8 -

50 代 45 24.4 33.3 48.9 20.0 17.8 20.0 26.7 35.6 13.3 42.2 13.3 20.0 28.9 40.0 - -

60 代 25 16.0 24.0 28.0 8.0 8.0 8.0 28.0 24.0 4.0 40.0 24.0 8.0 16.0 28.0 - -

70 歳以上 7 - 25.0 50.0 - - 25.0 25.0 25.0 - 50.0 50.0 50.0 - 50.0 - 25.0

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - - - - -

単身世帯 9 77.8 - 11.1 33.3 44.4 11.1 11.1 22.2 11.1 44.4 11.1 - 22.2 22.2 - -

夫婦のみで子どもがいな

い世帯 
16 - 18.8 68.8 18.8 12.5 6.3 50.0 43.8 12.5 37.5 12.5 12.5 37.5 12.5 - -

高齢期（65 歳以上）で夫

婦のみの世帯 
5 20.0 20.0 20.0 20.0 - - 20.0 20.0 20.0 40.0 20.0 - - 20.0 - -

核家族世帯（夫婦と子ど

ものみの世帯） 
71 4.2 49.3 45.1 22.5 21.1 14.1 23.9 29.6 11.3 26.8 5.6 35.2 35.2 31.0 7.0 -

ひとり親と子どもの世帯 21 28.6 23.8 23.8 14.3 38.1 9.5 14.3 19.0 - 14.3 4.8 33.3 28.6 33.3 4.8 -

三世代、四世代世帯 26 11.5 34.6 46.2 23.1 26.9 26.9 7.7 30.8 15.4 30.8 26.9 7.7 38.5 30.8 11.5 3.8

その他の世帯 20 15.4 15.4 7.7 30.8 23.1 15.4 30.8 38.5 - 23.1 15.4 23.1 30.8 38.5 - -

世
帯
別 

不明・無回答 3100.0 100.0 - - - - - - - 100.0 - - - 100.0 - -

男性 
211

100.0

138

65.4

28

13.3

69

32.7

64

30.3

57

27.0

38

18.0

14

6.6

36

17.1

25

11.8

62

29.4

14

6.6

59

28.0

55

26.1

110

52.1

5

2.4

2

0.9

20 代 34 20.6 14.7 11.8 23.5 52.9 8.8 14.7 20.6 20.6 11.8 5.9 35.3 44.1 38.2 2.9 -

30 代 36 69.4 13.9 33.3 41.7 36.1 25.0 - 11.1 16.7 27.8 - 30.6 33.3 47.2 2.8 -

40 代 38 81.6 2.6 26.3 23.7 18.4 15.8 - 10.5 10.5 23.7 - 39.5 21.1 50.0 - 2.6

50 代 65 83.1 21.5 41.5 32.3 24.6 20.0 1.5 21.5 9.2 47.7 6.2 29.2 23.1 58.5 - -

60 代 31 61.3 9.7 45.2 35.5 9.7 19.4 25.8 22.6 6.5 22.6 16.1 6.5 12.9 61.3 9.7 -

70 歳以上 7 28.6 - 28.6 - - 14.3 - - - 14.3 42.9 - 14.3 57.1 - 14.3

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - - - - -

単身世帯 11 54.5 36.4 18.2 18.2 45.5 9.1 18.2 9.1 27.3 27.3 9.1 36.4 36.4 63.6 - 9.1

夫婦のみで子どもがいな

い世帯 
38 63.2 10.5 36.8 36.8 18.4 26.3 5.3 26.3 10.5 26.3 13.2 15.8 26.3 44.7 7.9 -

高齢期（65 歳以上）で夫

婦のみの世帯 
7 42.9 - 14.3 14.3 14.3 14.3 42.9 14.3 - - 14.3 - 28.6 57.1 - 14.3

核家族世帯（夫婦と子ど

ものみの世帯） 
94 71.3 16.0 34.0 29.8 29.8 13.8 4.3 14.9 12.8 29.8 4.3 33.0 21.3 52.1 1.1 -

ひとり親と子どもの世帯 11 45.5 9.1 9.1 9.1 27.3 9.1 9.1 27.3 - 27.3 9.1 27.3 45.5 45.5 9.1 -

三世代、四世代世帯 27 77.8 3.7 22.2 48.1 18.5 25.9 3.7 18.5 7.4 33.3 3.7 33.3 40.7 55.6 - -

その他の世帯 20 55.0 15.0 50.0 15.0 35.0 20.0 - 5.0 15.0 40.0 - 25.0 10.0 50.0 - -

世
帯
別 

不明・無回答 3 33.3 - 100.0 66.7 33.3 33.3 33.3 33.3 33.3 33.3 33.3 33.3 33.3 100.0 - -
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<平成９年８月調査より> 

問 13 SQ－２ ＜職業についている方に＞あなたが働かれている主な理由は何ですか。 

表６－５ 働いている主な理由について働いている理由【姓別・年齢別】Ｎ＝298 単位：％ 
働いている理由 

  合
計 

経
済
的
な
必
要
に
せ
ま
ら

れ
て 

経
済
的
な
余
裕
が
欲
し
く

て 老
後
の
生
活
に
余
裕
が
欲

し
く
て 

能
力
を
生
か
し
た
い
、
社

会
的
役
割
を
果
た
し
た
い 

仕
事
が
生
き
が
い
だ
か

ら
、
好
き
だ
か
ら 

家
業
だ
か
ら 

自
分
の
自
由
に
な
る
収
入

が
ほ
し
い
か
ら 

そ
の
他 

特
に
理
由
は
な
い 

無
回
答 

全体 100.0  54.7  40.9 28.5 19.8 9.1 7.4 23.5 5.0  2.0  3.0 

女性 50.3  44.7  41.3 2.0 18.0 8.7 10.7 35.3 6.0  2.7  44.7 

男性 49.7  64.9  40.5 33.1 21.6 9.5 4.1 11.5 4.1  1.4  11.4 性
別 

無回答 - - - - - - - - - - -

20 代 13.8  34.1  41.5 4.9 24.4 2.4 2.4 56.1 4.9  4.9  -

30 代 20.5  55.7  55.7 19.7 31.1 21.3 1.6 27.9 1.7  1.6  -

40 代 26.5  74.7  46.8 32.9 17.7 6.3 5.1 16.5 6.3  1.3  2.5 

50 代 23.8  62.0  38.0 36.6 15.5 2.8 4.2 16.9 5.6  2.8  7.0 

60 歳以上 15.4  26.1  15.2 41.3 10.9 13.0 28.3 10.9 6.5  - 44.3 

年
齢
別 

無回答 - - - - - - - - - - -

 

[平成９年８月調査との比較] 

 性別にみると、今回調査では、女性は「今の家計の状態をよくしたいから」38.9％、男性

は「自分が生計の中心だから」65.4％が最も高くなっており、また、前回調査では男女とも

「経済的な必要にせまられて」（女性：44.7％、男性：64.9％）が最も高くなっている。経

済的理由から働いている状況は前回調査同様、変わらないことがわかる。 

 年齢別にみると、前回調査では、20 代は「自分の自由になる収入がほしいから」56.1％

が最も高くなっているが、今回調査の 20 代男女とも「経済的に自立するため」（女性：51.7％、

男性：52.9％）が高いことから、前回調査よりも経済的な理由が強くなっていることがわか

る。 
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<総理府調査（平成 14 年 7 月）より> 

問４ あなたが現在働いているのは、どのような理由からでしょうか。 

図６－６ 職業生活について               女性Ｎ＝962、男性Ｎ＝1､208 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[総理府調査との比較] 

 今回調査では、「自分が生計の中心だから」（女性：14.2％、男性：65.4％）の男女差が高

く、また、それに次いで「働ける間は働くことが務めだから」（女性：29.6％、男性：52.1％）

も高くなっている。総理府調査では「生計を維持するため」（女性：45.4％、男性：83.8％）

と「働くのが当然だから」（女性：21.6％、男性：39.0％）の男女差が高いことから、行橋

市も国と同様に働いている主な理由として、家計や働くことへの意識が女性よりも男性の方

が高いことがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

45.4

31.2

21.6

36.5

28.4

35.9

18.5

23.3

19.9

13.6

9.3

18.2

9.9

16.3

0.5

0.3

0.0

83.8

37.4

39.0

26.2

24.8

6.6

22.4

15.5

14.1

16.0

18.7

11.3

17.3

4.3

0.8

0.5

0.2

0 20 40 60 80 100

生計を維持するため

将来に備えて貯蓄するため

働くのが当然だから

自分で自由に使えるお金を得るため

生きがいを得るため

家計の足しにするため

自分の能力・技術・資格をいかすため

仕事をすることが好きだから

視野を広げたり、友人を得るため

教育資金を得るため

社会に貢献するため

家業であるから

住宅ローンなど借金の返済のため

時間的に余裕があるから

その他

特に理由はない

わからない

（％）
女性 男性
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問 29 問 27 で「以前していたが今はしていない」、「今までしたことがない」と

答えた方のみお答えください。あなたが現在、仕事をしていない主な理

由は何ですか。次の中からすべて選んで○を付けてください。 

 
《家事・育児との両立が困難だと感じているのは女性の 20 代、30 代が多い》 

 
[全体] 

現在、仕事をしていない主な理由についてたずねたところ、全体では「年をとったから（定

年退職したから）」が 51.3％で最も高く、次いで「自分の健康状態が思わしくないから」

18.0％となっている。また、「家事・育児との両立が困難だから」は 9.4％となっている。 

 

[性別] 

女性では「年をとったから（定年退職したから）」が 38.0％で最も高く、次いで「自分が

働かなくても安定した収入があるから」21.5％となっている。また、「家事・育児との両立

が困難だから」は 15.3％となっている。 

男性では「年をとったから（定年退職したから）」72.3％が最も高く、次いで「自分の健

康状態が思わしくないから」17.8％となっている。 

また、「自分の健康状態が思わしくないから」は、男女ともにほぼ同率で高い。 
 

[年齢別] 

男女ともに、60 代は「年をとったから（定年退職したから）」（女性：71.1％、男性：91.4％）

が最も高く、男性の 70 歳以上も同様となっているが、女性の 70 歳以上は「家事に専念した

いから」が 65.9％で最も高くなっている。また、女性では、40 代は「条件にあう仕事がな

いから」42.3％、50 代は「自分が働かなくても安定した収入があるから」33.3％が最も高

くなっている。20 代、30 代では「家事・育児との両立が困難だから」がそれぞれ 75.0％、

57.1％で最も高くなっている。 
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図６－７ 現在、仕事をしていない主な理由について 

全体Ｎ＝267、女性Ｎ＝163、男性Ｎ＝101 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.5

11.6

51.3

15.7

1.9

0.7

1.1

18.0

9.4

7.5

11.2

4.9

3.0

8.2

3.7

0.0

19.0

38.0

21.5

3.1

1.2

1.8

17.8

15.3

11.0

11.7

6.7

2.5

8.0

5.5

4.0

0.0

72.3

6.9

0.0

0.0

0.0

17.8

0.0

2.0

10.9

2.0

4.0

8.9

1.0

0 20 40 60 80

まだ学生だから

家事に専念したいから

年をとったから（定年退職したから）

自分が働かなくても安定した収入があるから

子どもを預けるところがないから

家族の同意や協力が得られないから

配偶者の理解がないから

自分の健康状態が思わしくないから

家事・育児との両立が困難だから

病人や親などの介護があるから

条件にあう仕事がないから

働く気がないから

リストラなどで解雇されたから

その他

不明・無回答

（％）

全体 女性 男性

〔調査資料 156 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕
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22.0

14.4

12.9

10.5

8.6

8.1

5.3

5.3

2.4

21.1

23.9

0 10 20 30

家事も立派な職業だから

自分の健康状態が思わしくないから

主婦や母親は家庭にいるのがよいから

生活に困らないから

家事・育児との両立が困難だから

病人や老親などの介護があるから

まだ学生だから

家族の同意や協力が得られないから

子供を預けるところがないから

その他

無回答

（％）

表６－８ 職業をもっていない理由【男女年齢別】              単位：％         

 
 

標
本
数 

ま
だ
学
生
だ
か
ら 

家
事
に
専
念
し
た
い
か
ら 

年
を
と
っ
た
か
ら
（
定
年
退
職
し
た

か
ら
） 

自
分
が
働
か
な
く
て
も
安
定
し
た
収

入
が
あ
る
か
ら 

子
ど
も
を
預
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
か

ら 家
族
の
同
意
や
協
力
が
得
ら
れ
な
い

か
ら 

配
偶
者
の
理
解
が
な
い
か
ら 

自
分
の
健
康
状
態
が
思
わ
し
く
な
い

か
ら 

家
事
・
育
児
と
の
両
立
が
困
難
だ
か

ら 病
人
や
親
な
ど
の
介
護
が
あ
る
か
ら 

条
件
に
あ
う
仕
事
が
な
い
か
ら 

働
く
気
が
な
い
か
ら 

リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
解
雇
さ
れ
た
か
ら 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

女性 
163

100.0

-

-

31

19.0

62

38.0

35

21.5

5

3.1

2

1.2

3

1.8

29

17.8

25

15.3

18

11.0

19

11.7

11

6.7

4

2.5

13

8.0

9

5.5

20 代 8 - 62.5 - 25.0 25.0 - - - 75.0 - 25.0 12.5 - 25.0 -

30 代 14 - 35.7 - 35.7 21.4 - - - 57.1 - 21.4 14.3 - 7.1 7.1

40 代 26 - 26.9 - 26.9 - 7.7 7.7 19.2 34.6 11.5 42.3 11.5 3.8 11.5 -

50 代 33 - 18.2 18.2 33.3 - - - 24.2 6.1 15.2 6.1 9.1 9.1 12.1 6.1

60 代 38 - 7.9 71.1 15.8 - - 2.6 13.2 - 15.8 2.6 5.3 - 5.3 5.3

70 歳以上 44 11.4 65.9 9.1 - - - 25.0 - 9.1 - - - 2.3 9.1 11.4 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - - - -

男性 
101

100.0

4

4.0

-

-

73

72.3

7

6.9

-

-

-

-

-

-

18

17.8

-

-

2

2.0

11

10.9

2

2.0

4

4.0

9

8.9

1

1.0

20 代 8 50.0 - - - - - - 12.5 - - 12.5 - - 25.0 -

30 代 4 - - - - - - - 25.0 - 25.0 25.0 - - 25.0 25.0

40 代 2 - - - - - - - - - - 50.0 - - 50.0 -

50 代 11 - - 27.3 - - - - 45.5 - - 36.4 - 9.1 18.2 -

60 代 35 - - 91.4 5.7 - - - 17.1 - - 11.4 - 5.7 2.9 -

70 歳以上 41 - - 92.7 12.2 - - - 12.2 - 2.4 - 4.9 2.4 4.9 -

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - - - -

 

<平成９年８月調査より> 

問 13 SQ－６ ＜働いていない方に＞あなたが、いま職業を持っていないのは、どのよう

な理由からですか。 

図６－９ 職業をもっていない理由                     Ｎ＝209 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[平成９年８月調査との比較] 

 仕事をしていない理由として、前回調査と同様に「自分の健康状態が思わしくないから」

（前回調査：14.4％、今回調査：18.0％）が高くなっており、健康状態が悪いために働いて

いない人が多いことがわかる。 
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２．職場での状況について 

 

問 30 職場での男女平等の問題や女性が働く上での障害について、次のような

ことが言われていますが、あなたが職場で感じたり、人から聞いたりし

たことがあれば、すべて選んで○を付けてください。 

 
《女性の賃金が低いがトップ》 

 
[全体] 

職場での男女平等の問題や女性が働く上での障害について、職場で感じたり、人から聞い

たりしたことをたずねたところ、全体では「女性の賃金が低い」が 42.5％で最も高く、以

下「パートや臨時雇が主であること」35.2％、「男女で募集や採用の条件が異なる」34.6％、

「女性は雑用や補助的な仕事が多い」33.6％と続いており、女性を取り巻く労働環境の厳し

さがうかがえる。 

 

[性別] 

男女ともに「女性の賃金が低い」（女性：43.4％、男性：42.0％）が最も高く、次いで、

女性では「パートや臨時雇が主であること」37.3％、男性では「男女で募集や採用の条件が

異なる」38.6％となっている。 

また、男女を比較すると、男女ともに、ほぼ同様の意見が上位を占めているが、女性は、

労働条件が良くないという意識がやや高く、男性は、男女が平等となっていないという意識

がやや高いことがうかがえる。また、男女差が最も高くなっている項目は「中高年の女性に

は退職を促すような雰囲気がある」（女性：24.6％、男性：14.0％）であり、その差は 10.6％

となっている。 

 

[職業別] 

 会社・団体の役員、管理職は「女性は昇進・昇格が遅い」47.1％、正社員・正職員、専業

主婦（主夫）、無職は「女性の賃金が低い」がそれぞれ 49.7％、47.4％、39.7％、準社員・

常勤嘱託など、パート・アルバイトは「パートや臨時雇が主であること」がそれぞれ 48.3％、

50.6％、商工サービス業などの自営業主は「女性の賃金が低い」（59.7％）と「育児・介護

休暇がとれない」（52.6％）が最も高くなっており、職業の違いによって意識に差があるこ

とがうかがえる。 
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図６－10 職場での男女平等の問題や女性が働く上での障害について 

全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 
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38.6
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21.4
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5.1

30.9

35.1

33.4

10.0

14.0

14.0

30.3

22.9

0.3

7.4

6.0

9.4

0 20 40 60

女性の賃金が低い

男女で募集や採用の条件が異なる

結婚や出産時に退職を促す雰囲気がある

育児・介護休暇がとれない

育児・介護施設の不足

家事などとの両立ができない

家族の同意・協力がない

女性は昇進・昇格が遅い

女性は雑用や補助的な仕事が多い

パートや臨時雇が主であること

女性は教育訓練の機会が少ない

女性は就業意欲が低い

中高年の女性には退職を促すような雰囲気がある

女性には危険な仕事や時間外勤務が少ない

女性には転勤や配置転換が少ない

その他

特にない

仕事をしていないのでわからない

不明・無回答

（％）
全体 女性 男性

〔調査資料 157 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕 
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表６－11 職場での男女平等の問題や女性が働く上での障害について【職業別】 単位：％ 

 
 

標
本
数 

女
性
の
賃
金
が
低
い 

男
女
で
募
集
や
採
用
の
条
件
が
異
な
る 

結
婚
や
出
産
時
に
退
職
を
促
す
雰
囲
気
が
あ
る 

育
児
・
介
護
休
暇
が
と
れ
な
い 

育
児
・
介
護
施
設
の
不
足 

家
事
な
ど
と
の
両
立
が
で
き
な
い 

家
族
の
同
意
・
協
力
が
な
い 

女
性
は
昇
進
・
昇
格
が
遅
い 

女
性
は
雑
用
や
補
助
的
な
仕
事
が
多
い 

パ
ー
ト
や
臨
時
雇
が
主
で
あ
る
こ
と 

女
性
は
教
育
訓
練
の
機
会
が
少
な
い 

女
性
は
就
業
意
欲
が
低
い 

中
高
年
の
女
性
に
は
退
職
を
促
す
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る 

女
性
に
は
危
険
な
仕
事
や
時
間
外
勤
務
が
少
な
い 

女
性
に
は
転
勤
や
配
置
転
換
が
少
な
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

仕
事
を
し
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い 

不
明･

無
回
答 

全体 
758

100.0

332

42.5

262

34.6

182

24.0

214

28.2

181

23.9

188

24.8

70

9.2

210

27.7

255

33.6

267

35.2

74

9.8

90

11.9

147

19.4

156

20.6

123

16.2

3

0.4

48

6.3

64

8.4

90

11.9

農林漁業の自営業主 16 31.3 31.3 12.5 31.3 12.5 12.5 - 18.8 37.5 37.5 - 25.0 18.8 18.8 25.0 - - 12.5 37.5

農林漁業の家族従業者 10 30.0 - - 10.0 10.0 10.0 - 10.0 30.0 20.0 - - 20.0 10.0 - - 10.0 30.0 30.0

商工サービス業などの自営業主 19 57.9 36.8 36.8 52.6 15.8 42.1 10.5 21.1 47.4 42.1 5.3 15.8 21.1 21.1 15.8 - 10.5 5.3 5.3

商工サービス業などの家族従業者 9 33.3 11.1 33.3 33.3 33.3 22.2 11.1 22.2 33.3 44.4 22.2 22.2 33.3 22.2 22.2 - 11.1 - 11.1

自由業（開業医、弁護士など） 7 42.9 28.6 14.3 28.6 28.6 28.6 28.6 28.6 42.9 28.6 28.6 28.6 14.3 28.6 14.3 - 28.6 - -

会社・団体の役員、管理職 34 41.2 29.4 26.5 26.5 17.6 23.5 5.9 47.1 32.4 32.4 5.9 20.6 14.7 32.4 26.5 - 11.8 - -

正社員・正職員 173 49.7 37.0 30.1 31.8 26.6 27.7 8.7 31.2 38.2 31.8 13.3 15.0 16.8 31.2 26.0 0.6 6.9 1.2 1.2

準社員・常勤嘱託など 29 37.9 51.7 10.3 31.0 44.8 17.2 13.8 44.8 41.4 48.3 13.8 6.9 20.7 34.5 20.7 - 6.9 - 3.4

パート・アルバイト 85 44.7 37.6 23.5 25.9 24.7 27.1 9.4 22.4 29.4 50.6 8.2 10.6 27.1 15.3 7.1 - 11.8 2.4 5.9

フリーター 3 66.7 33.3 66.7 66.7 - - 33.3 - 33.3 33.3 - 33.3 - 33.3 - - - - -

臨時雇用・日雇など 14 28.6 21.4 21.4 21.4 28.6 35.7 14.3 21.4 50.0 50.0 7.1 21.4 35.7 21.4 21.4 - - 7.1 7.1

学生 7 - 71.4 14.3 - - 28.6 14.3 42.9 42.9 28.6 - - - 14.3 - - - 14.3 -

専業主婦（主夫） 95 47.4 35.8 27.4 43.2 33.7 27.4 15.8 26.3 34.7 38.9 8.4 9.5 29.5 9.5 11.6 - 1.1 16.8 8.4

無職 116 39.7 37.9 19.0 19.0 24.1 19.8 5.2 25.9 25.0 29.3 11.2 8.6 13.8 20.7 11.2 0.9 4.3 21.6 14.7

その他 36 47.2 36.1 38.9 25.0 16.7 27.8 5.6 36.1 44.4 30.6 8.3 8.3 19.4 25.0 27.8 - 13.9 5.6 8.3

不明・無回答 105 32.4 24.8 16.2 20.0 13.3 21.9 8.6 21.0 26.7 28.6 7.6 8.6 14.3 8.6 9.5 1.0 2.9 8.6 40.0
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<平成９年８月調査より> 

問 13 SQ－３ あなたは今の職場で、女性は男性に比べ、どのような面で不当な扱いをさ

れていると思いますか。 

図６－12 職場において女性がうけている不当な扱い             Ｎ＝298 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[平成９年８月調査との比較] 

 性別にみると、今回調査では、男女とも「女性の賃金が低い」（女性：43.4％、男性：42.0％）

が最も高く、次いで、女性では「パートや臨時雇が主であること」37.3％、男性では「男女

で募集や採用の条件が異なる」38.6％となっている。また、前回調査では、男女とも「男女

の賃金に差別がある」（女性：33.3％、男性：31.1％）が最も高く、次いで、「とくに不当な

扱いはない」（女性：25.3％、男性：29.1％）となっており、女性の賃金に対する問題があ

ることは変わっていないが、今回調査では「特にない」が低くなっており、多くの人が女性

が働く上で障害があると感じていることがうかがえる。 

 

14.8

32.2

22.1

15.1

17.1

11.4

4.4

5.0

3.0

13.1

3.7

27.2

9.1

6.0

33.3

17.3

18.0

10.0

10.0

4.7

7.3

4.0

11.3

2.7

25.3

13.3

13.5

31.1

27.0

12.2

24.3

12.8

4.0

2.7

2.0

14.9

4.7

29.1

4.7

0 20 40 60

採用条件が女性に不利である

男女の賃金に差別がある

男女の昇進、昇格に差別がある

女性の能力を正当に評価しない

女性は補助的な仕事しかやらせてもらえない

女性を幹部職員に登用しない

女性は結婚したり妊娠したりすると退職

中高年の女性には退職を促すようなまわりの圧力が

ある

女性は定年が男性より早い

女性は教育・訓練を受ける機会が少ない

その他

とくに不当な扱いはない

無回答

（％）
全体 女性 男性
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21.4

11.9

16.0

43.5

54.4

62.8

72.7

52.1

28.9

24.3

25.3

26.1

31.9

27.6

1.2

0 20 40 60 80 100

相談窓口が設置されていることを知っている

相談窓口を設置している場所を知っている

相談窓口を利用している

相談窓口に相談しないで我慢している

相談することはない

（％）

は
い 

い
い
え

不
明
・
無
回
答 

３．相談窓口の利用について 

 

問 31 あなたが働く上での悩みや差別などに関する（勤務先の）相談窓口の利

用について、項目ごとに、「はい」か「いいえ」のどちらかを選んで番号

に○を付けてください。 

 
《相談窓口の利用者は 1.2％と低い》 

 
[全体] 

働く上での悩みや差別などに関する（勤務先の）相談窓口の利用についてたずねたところ、

全体では、相談することはないで「はい」43.5％、それ以外の項目で「いいえ」がそれぞれ

52％以上で高くなっており、なかでも、相談窓口を利用しているでは「いいえ」が 72.7％

と特に高くなっている。また、性別でみると、男性では「相談窓口に相談しないで我慢して

いる」と答えた人が 20.3％と高くなっている。 

 

図６－13 相談窓口の利用について                     Ｎ＝758 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．職種について 

 

問 32 あなたの職業はどれにあたりますか。○を付けてください。 

 

《正社員・正職員が最も多い》 

[全体] 

 職業についてたずねたところ、全体では「正社員・正職員」が 22.8％と最も高く、以下、

「無職」15.3％、「専業主婦（主夫）」12.5％、「パート・アルバイト」11.2％と続いており、

農林漁業や商工サービス業などは５％未満で低い。 

〔調査資料 158 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕
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2.1

1.3

2.5

1.2

0.9

4.5

22.8

3.8

11.2

0.4

1.8

0.9

12.5

15.3

4.7

13.9

0 5 10 15 20 25

農林漁業の自営業主

農林漁業の家族従業者

商工サービス業などの自営業主

商工サービス業などの家族従業者

自由業（開業医、弁護士など）

会社・団体の役員、管理職

正社員・正職員

準社員・常勤嘱託など

パート・アルバイト

フリーター

臨時雇用・日雇など

学生

専業主婦（主夫）

無職

その他

不明・無回答

（％）

[配偶関係別] 

 女性では、未婚は「正社員・正職員」42.1％、法律婚（入籍している結婚）は「専業主婦

（主夫）」31.6％が最も高くなっており、結婚すると「専業主婦（主夫）」に移行する傾向に

ある。 

男性では、未婚、法律婚（入籍している結婚）ともに「正社員・正職員」がそれぞれ 40.0％、

33.5％と最も高くなっている。 

 

[世帯別] 

 女性では、単身世帯、夫婦のみで子どもがいない世帯、高齢期（65 歳以上）で夫婦のみ

の世帯は「専業主婦（主夫）」がそれぞれ 16.7％、38.0％、31.8％、核家族世帯（夫婦と子

どものみの世帯）は「パート・アルバイト」29.9％、ひとり親と子どもの世帯、三世代、四

世代世帯は「正社員・正職員」がそれぞれ 23.4％、27.8％が最も高くなっている。 

男性では、単身世帯、高齢期（65 歳以上）で夫婦のみの世帯は「無職」がそれぞれ 25.0％、

54.5％、夫婦のみで子どもがいない世帯、核家族世帯（夫婦と子どものみの世帯）、ひとり

親と子どもの世帯、三世代、四世代世帯は「正社員・正職員」がそれぞれ 30.5％、39.1％、

36.4％、50.0％、その他の世帯は「会社・団体の役員、管理職」が 38.2％で最も高くなっ

ている。 

 

図６－14 職種について                          Ｎ＝758 
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表６－15 職種について【男女配偶関係・世帯別】               単位：％         

 
 

標
本
数 

農
林
漁
業
の
自
営
業
主 

農
林
漁
業
の
家
族
従
業
者 

商
工
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
自
営
業
主 

商
工
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
家
族
従
業
者 

自
由
業
（
開
業
医
、
弁
護
士
な
ど
） 

会
社
・
団
体
の
役
員
、
管
理
職 

正
社
員
・
正
職
員 

準
社
員
・
常
勤
嘱
託
な
ど 

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト 

フ
リ
ー
タ
ー 

臨
時
雇
用
・
日
雇
な
ど 

学
生 

専
業
主
婦
（
主
夫
） 

無
職 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

女性 
399 

100.0

1 

0.3 

9

2.3 

4

1.0 

8

2.0 

4

1.0 

4

1.0 

59

14.8 

15

3.8 

69

17.3 

-

-

4

1.0 

3 

0.8 

91 

22.8 

46 

11.5 

21 

5.3 

61

15.3 

未婚 57 - 1.8 - - - 3.5 42.1 8.8 10.5 - 1.8 5.3 - 5.3 12.3 8.8 

法律婚（入籍している結婚） 272 0.4 1.8 1.1 2.2 0.7 0.4 9.9 3.7 21.7 - 0.7 - 31.6 8.1 4.0 13.6 

事実婚（入籍していない結婚） 1 - - - - - - - - 100.0 - - - - - - -

同棲 1 - - - - - - - - - - - - - - - 100.0

死別 44 - 6.8 - - - - 9.1 - - - - - 9.1 36.4 4.5 34.1 

配
偶
関
係
別 

離別 16 - - 6.3 12.5 12.5 6.3 18.8 - 18.8 - 6.3 - - 12.5 - 6.3 

不明・無回答 8 - - - - - - 12.5 - - - - - 12.5 37.5 12.5 25.0 

単身世帯 30 - 3.3 - - 3.3 6.7 13.3 3.3 3.3 - - - 16.7 10.0 13.3 26.7 

夫婦のみで子どもがいない世帯 50 - - 2.0 4.0 - - 2.0 10.0 20.0 - - - 38.0 8.0 4.0 12.0 

高齢期（65 歳以上）で夫婦のみ

の世帯 
44 - 4.5 - 2.3 - - 2.3 - 4.5 - - - 31.8 22.7 4.5 27.3 

核家族世帯（夫婦と子どものみ

の世帯） 
137 0.7 - 0.7 0.7 - 1.5 16.8 4.4 29.9 - 1.5 - 24.8 4.4 2.9 11.7 

ひとり親と子どもの世帯 47 - 4.3 - 2.1 - - 23.4 4.3 8.5 - 2.1 2.1 12.8 21.3 8.5 10.6 

三世代、四世代世帯 54 - 5.6 1.9 3.7 1.9 - 27.8 - 13.0 - - 3.7 14.8 14.8 3.7 9.3 

その他の世帯 30 - - 3.3 - 6.7 - 13.3 3.3 13.3 - 3.3 - 10.0 16.7 10.0 20.0 

世
帯
別 

不明・無回答 5 - 14.3 - 14.3 - - - - - - - - 28.6 - - 42.9 

男性 
350 

100.0 

14 

4.0 

1

0.3 

14

4.0 

1

0.3 

3

0.9 

30

8.6 

114

32.6 

14

4.0 

16

4.6 

3

0.9 

10

2.9 

4 

1.1 

4 

1.1 

69 

19.7 

15 

4.3 

38

10.9 

未婚 70 1.4 - 2.9 - 1.4 2.9 40.0 7.1 12.9 2.9 1.4 5.7 - 12.9 1.4 7.1 

法律婚（入籍している結婚） 251 4.8 - 4.4 0.4 0.8 11.2 33.5 3.2 2.4 0.4 3.2 - 1.6 19.9 5.2 9.2 

事実婚（入籍していない結婚） 1 - - - - - - - - - - - - - 100.0 - -

同棲 2 - - 50.0 - - - - - - - - - - 50.0 - -

死別 12 8.3 8.3 - - - - - - - - - - - 33.3 - 50.0 

離別 30 - - - - - 12.5 - - - 12.5 - - 37.5 12.5 25.0 -

配
偶
関
係
別 

不明・無回答 7 - - - - - 16.7 16.7 16.7 - - - - 16.7 - 33.3 -

単身世帯 24 4.2 - - - - - 12.5 4.2 4.2 - - 4.2 - 25.0 12.5 33.3 

夫婦のみで子どもがいない世帯 59 5.1 - 8.5 - 1.7 10.2 30.5 5.1 3.4 - 5.1 - 1.7 15.3 3.4 10.2 

高齢期（65 歳以上）で夫婦のみ

の世帯 
44 6.8 - 4.5 - - - 9.1 2.3 4.5 - - - 4.5 54.5 2.3 11.4 

核家族世帯（夫婦と子どものみ

の世帯） 
128 1.6 - 3.1 0.8 0.8 13.3 39.1 3.9 4.7 2.3 3.9 0.8 - 12.5 4.7 8.6 

ひとり親と子どもの世帯 22 13.6 4.5 - - - 4.5 36.4 - 4.5 - 4.5 4.5 - 22.7 - 4.5 

三世代、四世代世帯 34 2.9 - 5.9 - - 11.8 50.0 5.9 - - 2.9 2.9 - 5.9 2.9 8.8 

その他の世帯 34 - 2.9 - 2.9 5.9 38.2 5.9 8.8 - - - 2.9 20.6 5.9 5.9 -

世
帯
別 

不明・無回答 5 - - - - - 20.0 - 20.0 - - - - - - 40.0 -

 

 

問 32－１ （問 32 で「会社・団体の役員、管理職」、「正社員・正職員」、「準社

員・常勤嘱託など」、「パート・アルバイト」と答えた方に）次のよ

うな制度などが、あなたの勤め先にあれば、すべて選んで○を付け

てください。 

 

《勤め先にある制度は、育児休業制度が最も高い》 

 
[全体] 

会社などの勤め先にどのような制度があるかについてたずねたところ、全体では「育児休

業制度」39.6％と「どの制度もない」40.5％が最も高く、次いで「介護休業制度」20.2％と

なっており、最も低いのは「託児施設」2.2％となっている。 



 

 73

10.7

2.7

2.0

0.0

0.7

65.8

20.8

0 10 20 30 40 50 60 70

育児休業制度

介護休業制度

ボランティア休暇制度

託児施設

セクシュアル・ハラスメントなどの相談窓口

どれも利用したことがない

不明･無回答

（％）

〔調査資料 159 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕

39.6

20.2

12.5

2.2

18.4

40.5

13.1

0 10 20 30 40 50 60 70

育児休業制度

介護休業制度

ボランティア休暇制度

託児施設

セクシュアル・ハラスメントなどの相談窓口

どの制度もない

不明･無回答

（％）

図６－16 勤め先にある制度について                   Ｎ＝321 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 32－１－１ （問 32－１で「育児休業制度」、「介護休業制度」、「ボランティ

ア休暇制度」、「託児施設」、「セクシュアル・ハラスメントなど

の相談窓口」と答えた方に）あなたは、その制度などを利用し

たことがありますか。利用したものをすべて選んで○を付けて

ください。 

 
《制度の利用はいずれも５％未満》 

[全体] 

会社などに勤めている人がどのような制度を利用したことがあるかについてたずねたと

ころ、全体では「どれも利用したことがない」が 65.8％で最も高く、次いで「育児休業制

度」10.7％、「介護休業制度」2.7％となっており、「託児施設」への回答はみられない。 

 

[職業別] 

男女ともに、正社員・正職員では「どれも利用したことがない」（女性：50.0％、男性：

70.0％）が最も高いが、次いで、女性は「育児休業制度」34.4％、男性は「介護休業制度」

と「ボランティア休暇制度」がともに 4.3％となっている。 
 
図６－17 勤め先にある制度の利用について                Ｎ＝149 
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表６－18 勤め先にある制度の利用について【男女職業別】         単位：％         
女性 男性 

  
標
本
数 

育
児
休
業
制
度 

介
護
休
業
制
度 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
制
度 

託
児
施
設 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ど
の
相
談
窓
口 

ど
れ
も
利
用
し
た
こ
と
が

な
い 

不
明
・
無
回
答 

標
本
数 

育
児
休
業
制
度 

介
護
休
業
制
度 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
制
度 

託
児
施
設 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ど
の
相
談
窓
口 

ど
れ
も
利
用
し
た
こ
と
が

な
い 

不
明
・
無
回
答 

全体 
49

100.0

12

24.5

1

2.0

-

-

-

-

1

2.0

24

49.0

11

22.4

100

100.0

4

4.0

3

3.0

3

3.0

-

-

-

-

74

74.0

20

20.0

農林漁業の自営業主 - - - - - - - - - - - - - - - -

農林漁業の家族従業者 - - - - - - - - - - - - - - - -

商工サービス業などの自営業主 - - - - - - - - - - - - - - - -

商工サービス業などの家族従業者 - - - - - - - - - - - - - - - -

自由業（開業医、弁護士など） - - - - - - - - - - - - - - - -

会社・団体の役員、管理職 2 50.0 - - - - - 50.0 17 11.8 - - - - 76.5 11.8

正社員・正職員 32 34.4 - - - - 50.0 15.6 70 2.9 4.3 4.3 - - 70.0 24.3

準社員・常勤嘱託など 6 - - - - 16.7 33.3 50.0 9 - - - - - 88.9 11.1

パート・アルバイト 9 - 11.1 - - - 66.7 22.2 4 - - - - - 100.0 -

フリーター - - - - - - - - - - - - - - - -

臨時雇用・日雇など - - - - - - - - - - - - - - - -

学生 - - - - - - - - - - - - - - - -

専業主婦（主夫） - - - - - - - - - - - - - - - -

無職 - - - - - - - - - - - - - - - -

その他 - - - - - - - - - - - - - - - -

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - - - -

 

 

 

問 32－２ （問 32 で「会社・団体の役員、管理職」、「正社員・正職員」、「準社

員・常勤嘱託など」、「パート・アルバイト」と答えた方に）制度な

どがあるのに利用しなかった場合、その主な理由を、次のなかから

２つだけ選んで○を付けてください。 

 

《制度を利用しにくい雰囲気が職場にあるが２番目に高い》 

 

[全体] 

会社などに勤めている人が各種の制度などがあるのに利用しなかった場合の主な理由に

ついてたずねたところ、全体では「自分自身が制度の対象外だったから」29.0％と「特にな

い」26.2％が高く、次いで「制度を利用しにくい雰囲気が職場にあるから」8.1％となって

いる。 

 

[職業別] 

正社員・正職員、パート・アルバイトでは、女性は「自分自身が制度の対象外だったから」

がそれぞれ 33.9％、29.0％で最も高く、次いで「特にない」がそれぞれ 20.3％、14.5％と

なっているが、男性は「特にない」が 31.6％と 37.5％で最も高く、次いで「自分自身が制

度の対象外だったから」がそれぞれ 26.3％、25.0％となっている。 
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29.0

5.0

2.2

8.1

5.0

2.8

26.2

39.3

0 10 20 30 40 50

自分自身が制度の対象外だったから

利用期間中の収入が保障されていないから

利用すると昇進・昇給などに差し支えるから

制度を利用しにくい雰囲気が職場にあるから

興味・関心がないから

その他

特にない

不明･無回答

（％）

図６－19 勤め先にある制度を利用しなかった主な理由について【全体】    Ｎ＝321 

 

 

 

 

 

 

 

 

表６－20 勤め先にある制度を利用しなかった主な理由について【男女職業別】 単位：％         
女性 男性 

  
標
本
数 

自
分
自
身
が
制
度
の
対
象
外
だ
っ

た
か
ら 

利
用
期
間
中
の
収
入
が
保
障
さ
れ

て
い
な
い
か
ら 

利
用
す
る
と
昇
進
・
昇
給
な
ど
に

差
し
支
え
る
か
ら 

制
度
を
利
用
し
に
く
い
雰
囲
気
が

職
場
に
あ
る
か
ら 

興
味
・
関
心
が
な
い
か
ら 

そ
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 標

本
数 

自
分
自
身
が
制
度
の
対
象
外
だ
っ

た
か
ら 

利
用
期
間
中
の
収
入
が
保
障
さ
れ

て
い
な
い
か
ら 

利
用
す
る
と
昇
進
・
昇
給
な
ど
に

差
し
支
え
る
か
ら 

制
度
を
利
用
し
に
く
い
雰
囲
気
が

職
場
に
あ
る
か
ら 

興
味
・
関
心
が
な
い
か
ら 

そ
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

全体 
147 

100.0 

43 

29.3 

7 

4.8 

2

1.4 

12

8.2 

-

-

3

2.0 

26

17.7 

71

48.3

174

100.0 

50

28.7 

9

5.2 

5 

2.9 

14 

8.0 

16 

9.2 

6 

3.4 

58

33.3 

55

31.6 

農林漁業の自営業主 - - - - - - - - - - - - - - - - - -

農林漁業の家族従業者 - - - - - - - - - - - - - - - - - -

商工サービス業などの自営業主 - - - - - - - - - - - - - - - - - -

商工サービス業などの家族従業者 - - - - - - - - - - - - - - - - - -

自由業（開業医、弁護士など） - - - - - - - - - - - - - - - - - -

会社・団体の役員、管理職 4 50.0 - - - - - - 50.0 30 26.7 6.7 6.7 3.3 6.7 3.3 30.0 40.0 

正社員・正職員 59 33.9 6.8 3.4 11.9 - - 20.3 40.7 114 26.3 6.1 2.6 11.4 8.8 2.6 31.6 32.5 

準社員・常勤嘱託など 15 6.7 - - 6.7 - - 26.7 60.0 14 57.1 - - - 14.3 7.1 50.0 7.1 

パート・アルバイト 69 29.0 4.3 - 5.8 - 4.3 14.5 52.2 16 25.0 - - - 12.5 6.3 37.5 31.3 

フリーター - - - - - - - - - - - - - - - - - -

臨時雇用・日雇など - - - - - - - - - - - - - - - - - -

学生 - - - - - - - - - - - - - - - - - -

専業主婦（主夫） - - - - - - - - - - - - - - - - - -

無職 - - - - - - - - - - - - - - - - - -

その他 - - - - - - - - - - - - - - - - - -

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - - - - - -

 

 

 

 

 

〔調査資料 160 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕
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５．パート・アルバイトの就労状況について 

 

問 33 問 32 で「パート・アルバイト」と答えた方のみお答えください。就労の

実態はどれにあてはまりますか。項目ごとに、「はい」か「いいえ」のど

ちらかを選んで番号に○を付けてください。 

 
《労働組合がないところが多く、有給休暇がとりにくい》 

[全体] 

就労の実態についてたずねたところ、全体では、労働組合はあるかは「いいえ」が 78.8％

で高く、有給休暇はとれるかは、「はい」と「いいえ」が 40％以上でほぼ同率となっており、

それら以外は「はい」が高くなっている。 

[性別] 

 男女ともに、労働組合はあるかは「いいえ」（女性：79.7％、男性：75.0％）が高く、そ

れら以外は「はい」が高くなっている。 

また、男女を比較すると、契約が結ばれているか（契約のことを知っているか）と賃金は

正しく支払われているかでは、男性の「いいえ」の割合が女性よりもやや高くなっている。 

 

図６－21 パート・アルバイトの就労状態について 

全体Ｎ＝321、女性Ｎ＝69、男性Ｎ＝16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.1

65.2

75.0

74.1

75.4

68.8

90.6

92.8

81.3

16.5

14.5

25.0

85.9

85.5

87.5

48.2

47.8

50.0

28.2

29.0

25.0

20.0

17.4

31.3

18.8

78.8

79.7

75.0

12.9

13.0

12.5

41.2

40.6

43.8

10.6

11.6

5.9

2.9

6.3

0.0

1.4

1.2

0.0

5.8

4.7

0.0

4.3

3.5

0.0

4.7

5.8

0.0

5.9

7.2

0 20 40 60 80 100

（％）

は
い 

い
い
え 

不

明

・

無
回
答 

契約どおりの就業内容である

（就労規則が守られている） 

全体 

女性 

男性 

全体 

女性 

男性 

全体 

女性 

男性 

全体 

女性 

男性 

全体 

女性 

男性 

全体 

女性 

男性 

契約が結ばれているか 

（契約のことを知っているか） 

賃金は正しく支払われているか 

労働組合はあるか 

必ず毎週休みがあるか 

有給休暇はとれるか 

〔調査資料 161～162 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕 
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39.6

29.6

52.0

11.7

19.3

3.4

8.6

6.5

11.1

6.9

9.0

4.6

5.5

6.8

4.3

4.9

4.8

5.1

21.2

22.1

18.3

0.1

0.3

0.0 1.1

1.8

1.5

0 20 40 60 80 100

全体

女性

男性

（％）

６．理想の就労形態について 

 

問 34 あなたの理想の就業形態は次の中ではどれにあたりますか。１つだけ選

んで○を付けてください。 

 
《理想の就労形態は多様化している》 

[全体] 

理想の就業形態についてたずねたところ、全体では「常勤の仕事」が 39.6％で最も高く、

次いで「パートタイム・アルバイトの仕事」11.7％、「自営業」8.6％となっており、それら

以外の就業形態への回答にはばらつきがみられる。 

 

[性別] 

男女ともに「常勤の仕事」（女性：29.6％、男性：52.0％）が最も高いが、男性が女性の

約２倍の回答となっている。次いで、女性では「パートタイム・アルバイトの仕事」19.3％、

男性では「自営業」11.1％となっており、男女に差がみられる。 

 

[年齢別] 

 女性の 40 代は「パートタイム・アルバイトの仕事」が 28.2％で最も高くなっている。そ

れ以外の年齢層では、男女ともに「常勤の仕事」が最も高く、次いで、女性は「パートタイ

ム・アルバイトの仕事」、男性は「自営業」となっている。 

 

[職業別] 

 会社・団体の役員、管理職、正社員・正職員、準社員・常勤嘱託、臨時雇用・日雇などは

「常勤の仕事」がそれぞれ 50％～70％で最も高く、パート・アルバイト、専業主婦（主夫）

は「パートタイム・アルバイトの仕事」がそれぞれ 48.2％、28.4％で最も高くなっている。 

 

図６－22 理想の就業形態について 
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表６－23 理想の就業形態について【男女年齢別・職業別】           単位：％         

 

  
合
計 

常
勤
の
仕
事 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
仕
事 

フ
リ
ー
タ
ー 

自
営
業 

自
宅
で
行
え
る
仕
事
（
内
職
や
Ｓ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
・
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
） 

働
き
た
く
な
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

女性 
399 

100.0  

118

29.6 

77

19.3 

1

0.3 

26

6.5 

36

9.0 

27

6.8 

7 

1.8  

19 

4.8  

88

22.1 

20 代 45 53.3 13.3 2.2 6.7 6.7 13.3 - 2.2  2.2 

30 代 46 45.7 26.1 - - 10.9 10.9 2.2  - 4.3 

40 代 71 21.1 28.2 - 7.0 18.3 9.9 2.8  4.2  8.5 

50 代 93 35.5 22.6 - 7.5 6.5 6.5 1.1  4.3  16.1 

60 代 76 25.0 21.1 - 10.5 6.6 2.6 3.9  9.2  21.1 

70 歳以上 68 8.8 2.9 - 4.4 5.9 1.5 - 5.9 70.6

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - -

男性 
350 

100.0  

182

52.0 

12

3.4 

-

-

39

11.1 

16

4.6 

15

4.3 

4 

1.1  

18 

5.1  

64

18.3 

20 代 46 65.2 - - 23.9 2.2 2.2 - 4.3  2.2 

30 代 46 65.2 4.3 - 6.5 6.5 6.5 2.2  6.5  2.2 

40 代 42 69.0 2.4 - 7.1 9.5 4.8 - 2.4  4.8 

50 代 80 65.0 1.3 - 12.5 5.0 2.5 1.3  3.8  8.8 

60 代 79 40.5 7.6 - 11.4 2.5 3.8 1.3  6.3  26.6 

70 歳以上 57 15.8 3.5 - 5.3 3.5 7.0 1.8  7.0  56.1 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - -

全体 
758 

100.0 

300

39.6

89

11.7

1

0.1

65

8.6

52

6.9

42

5.5

11 

1.5 

37 

4.9 

161

21.2

農林漁業の自営業主 16 12.5 - - 31.3 6.3 - - 12.5 37.5

農林漁業の家族従業者 10 10.0 - - 20.0 - - - 10.0 60.0

商工サービス業などの自営業主 19 15.8 - - 73.7 - - - - 10.5

商工サービス業などの家族従業者 9 33.3 11.1 - 44.4 - 11.1 - - -

自由業（開業医、弁護士など） 7 28.6 - - 42.9 14.3 - - 14.3 -

会社・団体の役員、管理職 34 55.9 2.9 - 11.8 5.9 5.9 2.9 8.8 5.9

正社員・正職員 173 69.4 3.5 0.6 5.2 6.4 6.9 0.6 2.3 5.2

準社員・常勤嘱託など 29 69.0 13.8 - 10.3 - 6.9 - - -

パート・アルバイト 85 35.3 48.2 - 3.5 4.7 4.7 - 1.2 2.4

フリーター 3 33.3 - - 66.7 - - - - -

臨時雇用・日雇など 14 50.0 7.1 - 14.3 21.4 - - - 7.1

学生 7 71.4 - - - - - - 28.6 -

専業主婦（主夫） 95 16.8 28.4 - 2.1 16.8 9.5 4.2 9.5 12.6

無職 116 30.2 1.7 - 4.3 6 7.8 3.4 8.6 37.9

その他 36 58.3 8.3 - 2.8 8.3 2.8 2.8 5.6 11.1

職
業
別 

不明・無回答 105 14.3 2.9 - 5.7 3.8 1.9 - 1.9 69.5
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第７章 社会活動について 

１．社会活動の参加意向について 

問35 あなたは地域社会において、今どのような活動に参加していますか。また、

今後どのような活動に参加してみたいと思いますか。それぞれ選んで番号

に○を付けてください。 
《今後の参加希望が高いのはサークル活動と福祉分野でのボランティア活動》 

[性別] 

「参加している」は、男女ともに、「町内会・自治会・青年団、婦人会、老人クラブ」が

女性 36.6％、男性が 39.7％でそれら以外の項目にくらべて高く、「今後参加したい」は、男

女ともに、「趣味・スポーツ・教養・学習などのサークル活動」「福祉分野でのボランティア

活動」、「自然保護・公害防止など環境保護に関する活動」が、それら以外の項目に比べてや

や高くなっている。また、「女性問題を学習する会や女性の地位向上に関する活動」の「今

後参加したい」では、女性 19.3％が男性 7.4％を約 12 ポイント上回っている。 

 

図７－１ 地域社会の活動の参加状況・参加意向について              Ｎ＝758 
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22.9

13.3

9.7

5.3

7.1

4.6
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16.6

32.8

30.9

6.3

13.1

15.3

16.9

19.3

7.4

12.8

10.0

33.6

28.6

19.8

15.1

27.3

34.3

17.8

20.3

35.6

31.7

24.1

30.3

54.4

53.7

58.1

60.0

52.1

66.0

56.4

62.3

38.1

42.9

51.1

58.3

44.6

40.0

54.1

54.9

9.0

16.3

15.5

12.0

16.8

16.0

26.1

23.4

25.8

22.9

25.3

25.1

27.8

25.7

23.1

21.4

26.8

24.9

26.3

21.1

27.1

23.4

90.0

81.1
1.1

0.3

1.4

1.0

1.8

1.7

2.3

2.0

3.0

1.4

3.3

0.3

0.8

1.4

0.8

0 20 40 60 80 100
（％）

参加している 今後参加したい 現在、参加していないし、今後も参加しない 不明・無回答

町内会・自治会・青年団・

婦人会・老人クラブ 

女性

男性

趣味・スポーツ・教養・学

習などのサークル活動 

女性

男性

ＰＴＡ活動、子供育成会活

動 

女性

男性

消費者問題に関する活動 
女性

男性

女性問題を学習する会や

女性の地位向上に関する

活動 

女性

男性

母親クラブ、児童文庫など

地域の青少年のための活

動 

女性

男性

福祉分野でのボランティア

活動 

女性

男性

保健衛生・医療などの奉

仕活動 

女性

男性

自然保護・公害防止など

環境保護に関する活動 

女性

男性

国際交流、国際化、国際

平和などに関する活動 

女性

男性

その他 
女性

男性

〔調査資料 163～165 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕 
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<平成９年８月調査より> 

問 28 あなたは地域社会において、いまどのような活動に参加していますか。また、今後どの

ような活動に参加してみたいと思いますか。 

図７－２ 地域活動の参加状況・参加意向                    Ｎ＝512 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[平成９年８月調査との比較] 

 前回調査では、今後参加したい活動では「福祉分野でのボランティア活動」が女性 47.2％、

男性 42.4％と男女とも高く、今回調査では女性 33.6％、男性 28.6％とその割合はやや低く

なっている。また、福祉分野へのボランティア活動へ参加している割合は前回調査が女性

2.5％、男性 5.8％、今回調査が女性 5.3％、男性 7.1％と同程度である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.7

38.2

28.6

24.6

11.6

11.0

5.8

21.1

30.4

35.8

45.0

18.2

23.6

19.2

12.6

26.7

14.1

18.6

17.8

47.2

42.4

24.5

20.9

34.6

38.7

17.9

24.1

20.1

12.6

12.3

13.1

31.1

32.5

41.2

50.3

34.9

46.1

39.3

42.9

18.9

21.5

34.9

40.3

28.0

25.7

43.1

38.7

19.8

18.8

23.3

17.3

39.0

33.0

38.1

35.6

38.1

38.7

41.5

37.7

31.4

30.4

40.3

38.2

35.5

33.5

37.7

35.1
2.1

1.3

2.1

1.9

0.5

0.3

2.5

1.6

0.6

1.0

0.3

1.6

1.6

0 20 40 60 80 100

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

（％）
参加している 今後参加したい 参加しない 無回答

町内会・自治会・青年団、

婦人会、老人クラブ 

趣味・スポーツ・教養・ 

学習などのサークル活動 

PTA 活動、子供育成会活

動 

消費者問題に関する活動 

女性問題を学習する会や

女性の地位向上に関する

活動 

母親クラブ、児童文庫など

地域の青少年のための活

動 

福祉分野でのボランティア

活動 

保健衛生・医療などの奉

仕活動 

自然保護・公害防止など

環境保護に関する活動 

国際交流、国際化、国際

平和などに関する活動 
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問 36 問 35 で「参加している」、「今後参加したい」と答えた方のみお答えくだ

さい。あなたが活動している（活動したい）理由、目的は何ですか。次

の中からあてはまるものをすべて選んで○を付けてください。 

 
《自分の生きがいのためと地域や社会をよくするためが高い》 

 
[全体] 

活動している（活動したい）理由、目的についてたずねたところ、全体では「自分の生き

がいのため」が 54.6％で最も高く、次いで「地域や社会をよくするため」42.6％となって

いる。 

 

[年齢別] 

女性では、40 代は「地域や社会をよくするため」が 41.5％、それ以外は「自分の生きが

いのため」がそれぞれ 45％～75％以上と最も高くなっている。男性では、20 代は「知識や

教養を身につけるため」51.7％、それ以外は「地域や社会をよくするため」がそれぞれ 47％

～63％と最も高くなっており、男女に差がみられる。 

 

 
図７－３ 地域活動の参加理由・目的について【全体】           Ｎ＝599 

 

 

 

 

 

 

 

27.5

42.6

16.4

54.6

33.7

35.9

28.0

1.8

8.8

0 10 20 30 40 50 60

他人のために役立ちたいため

地域や社会をよくするため

家族のため

自分の生きがいのため

知識や教養を身につけるため

健康のため

余暇を活用するため

その他

不明･無回答

（％）
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表７－４ 地域活動の参加理由・目的について【男女年齢別】        単位：％ 

 
 

標
本
数 

他
人
の
た
め
に
役

立
ち
た
い
た
め 

地
域
や
社
会
を
よ

く
す
る
た
め 

家
族
の
た
め 

自
分
の
生
き
が
い

の
た
め 

知
識
や
教
養
を
身

に
つ
け
る
た
め 

健
康
の
た
め 

余
暇
を
活
用
す
る

た
め 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

女性 
321 

100.0  

75 

23.4  

110

34.3 

49

15.3 

190

59.2 

116

36.1 

108

33.6 

83 

25.9  

6 

1.9  

29

9.0 

20 代 37 21.6  27.0 10.8 56.8 40.5 21.6 16.2  8.1  -

30 代 37 24.3  35.1 35.1 45.9 40.5 13.5 18.9  - 2.7 

40 代 65 24.6  41.5 27.7 38.5 36.9 26.2 16.9  - 16.9 

50 代 84 27.4  35.7 8.3 70.2 38.1 36.9 36.9  1.2  9.5 

60 代 64 20.3  35.9 7.8 75.0 35.9 50.0 26.6  1.6  4.7 

70 歳以上 34 17.6  20.6 5.9 58.8 20.6 44.1 32.4  2.9  17.6 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - -

男性 
273 

100.0  

88 

32.2  

142

52.0 

48

17.6 

134

49.1 

85

31.1 

105

38.5 

83 

30.4  

5 

1.8  

23

8.4 

20 代 29 17.2  20.7 20.7 48.3 51.7 27.6 20.7  - -

30 代 34 23.5  47.1 32.4 35.3 29.4 23.5 20.6  - 2.9 

40 代 38 28.9  57.9 23.7 44.7 31.6 18.4 31.6  7.9  7.9 

50 代 66 48.5  62.1 19.7 60.6 33.3 57.6 31.8  - 4.5 

60 代 67 28.4  53.7 7.5 46.3 25.4 35.8 35.8  3.0  14.9 

70 歳以上 39 33.3  53.8 10.3 51.3 23.1 51.3 33.3  - 15.4 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - -

 

 

<平成９年８月調査より> 

問 28 SQ－１ <問 28 で「参加している」に１つ以上答えた人に>あなたがその活動に参加

しているのはどのような理由からですか。 

表７－５ 地域活動に参加している理由Ｎ=304                単位：％ 

活動に参加している理由 

  合
計 

役
目
が
順
番
制
だ
か
ら 

自
分
の
専
門
や
能
力
を
い
か
し
た
い
か
ら 

人
や
世
の
中
、
地
域
に
役
立
つ
か
ら 

自
分
を
成
長
さ
せ
た
い
か
ら 

教
養
に
な
る
か
ら 

実
生
活
に
役
立
つ
か
ら 

行
政
や
他
人
任
せ
で
は
い
け
な
い
か
ら 

友
達
が
で
き
る
か
ら 

時
間
に
余
裕
が
あ
る
の
で 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 100.0  32.2  8.2  23.0 2.4 7.9 5.3 4.9 28.0 9.2  3.3  9.2 

女性 62.8  33.5  6.8  15.7 22.0 9.9 6.3 2.1 27.7 9.9  2.6  11.0 

男性 36.8  30.4  10.7  35.7 20.5 3.6 3.6 9.8 28.6 8.0  44.5  6.3 性
別

無回答 0.3  - - - - 100.0 - - - - - -

20 代 6.9  14.3  14.3  9.5 42.9 9.5 4.8 - 19.0 9.5  19.0  -

30 代 17.8  35.2  13.0  22.2 22.2 11.1 7.4 5.6 25.9 3.7  3.7  3.7 

40 代 23.7  43.1  6.9  27.8 23.6 5.6 22.8 4.2 22.2 8.3  1.4  8.3 

50 代 18.8  29.8  8.8  19.3 28.1 5.3 3.5 1.8 31.6 12.3  11.8  8.8 

60 歳以上 32.6  27.3  5.1  25.3 11.1 9.1 7.1 8.1 32.3 11.1  2.0  15.2 

年
齢
別 

無回答 0.3  100.0  - - - - - - 100.0 - - -

 

[平成９年８月調査との比較] 

 性別でみると、前回調査では「役目が順番制だから」（女性：33.5％、男性：30.4％）が

最も高かったが、今回調査は女性では「自分の生きがいのため」59.2％、男性では「地域や

社会をよくするため」52.0％が最も高くなっており、自主的な地域活動への意識が高くなっ

ていることがうかがえる。 
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２．社会活動に参加する上での支障について 

 

問 37 あなたが社会活動に参加する上で、支障になることはありますか。あて

はまるものをすべて選んで○を付けてください。 

 
《仕事に次いで健康や体力に自身がないが高い》 

 
[全体] 

社会活動に参加する上で、支障になることについてたずねたところ、全体では「仕事」が

31.8％で最も高く、次いで「健康や体力に自信がない」22.7％となっており、最も低いのは

「子どもをみてくれる人・施設がない」3.3％となっている。 

 

[性別] 

男女ともに「仕事」（女性：28.1％、男性：36.9％）が最も高く、次いで、女性では「健

康や体力に自信がない」25.3％、男性では「興味のもてる活動が見つからない」と「特に支

障になることはない」がともに 21.1％となっている。 

また、男女を比較すると、男女ともに、興味のもてる活動がない、体力的に辛いといった

意識が共通しているが、女性では、家事・育児も支障になっていることがうかがえる。 

 

[年齢別] 

男女ともに、60 代以上は「健康や体力に自信がない」（女性 60 代以上：30％以上、男性

60 代以上：20％以上）、それ以外は「仕事」が最も高くなっており、男女が同様の意識を持

っていることがうかがえる。
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図７－６ 社会活動に参加する上で、支障になることについて 

全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 
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9.6

7.7

22.7

13.2

16.8

3.3

11.3

19.9

9.9

18.1

2.1

12.9
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16.3

10.5

25.3

11.5

15.5

5.0

13.8

19.3

8.3

15.3

2.5

12.8

36.9

2.3

4.6

20.3

15.4

18.6

1.4

8.9

21.1
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21.1

1.7

11.7
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仕事

家事・育児

病人や高齢者の介護

健康や体力に自信がない

社会活動に関する情報がない

人間関係がわずらわしい

子どもをみてくれる人・施設がない

手近なところに活動場所がない

興味のもてる活動が見つからない

活動資金がない

特に支障になることはない

その他

不明・無回答

（％）
全体 女性 男性
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表７－７ 社会活動に参加する上で、支障になることについて【男女年齢別】   単位：％ 

 
 

標
本
数 

仕
事 

家
事
・
育
児 

病
人
や
高
齢
者
の
介

護 健
康
や
体
力
に
自
信

が
な
い 

社
会
活
動
に
関
す
る

情
報
が
な
い 

人
間
関
係
が
わ
ず
ら

わ
し
い 

子
ど
も
を
み
て
く
れ

る
人
・
施
設
が
な
い 

手
近
な
と
こ
ろ
に
活

動
場
所
が
な
い 

興
味
の
も
て
る
活
動

が
見
つ
か
ら
な
い 

活
動
資
金
が
な
い 

特
に
支
障
に
な
る
こ

と
は
な
い 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

女性 
399

100.0

112

28.1

65

16.3

42

10.5

101

25.3

46

11.5

62

15.5

20

5.0

55

13.8

77

19.3

33

8.3

61

15.3

10

2.5

51

12.8

20 代 45 35.6 28.9 2.2 11.1 26.7 26.7 13.3 15.6 26.7 8.9 17.8 4.4 -

30 代 46 43.5 39.1 2.2 17.4 17.4 19.6 26.1 10.9 21.7 21.7 6.5 - 6.5 

40 代 71 38.0 26.8 16.9 15.5 11.3 21.1 2.8 15.5 32.4 8.5 8.5 2.8 7.0 

50 代 93 33.3 6.5 11.8 23.7 11.8 12.9 - 22.6 20.4 8.6 20.4 2.2 6.5 

60 代 76 22.4 9.2 14.5 39.5 6.6 11.8 - 11.8 11.8 6.6 25.0 2.6 6.6 

70 歳以上 68 1.5 2.9 8.8 36.8 2.9 7.4 - 2.9 5.9 - 8.8 2.9 47.1 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - -

男性 
350

100.0

129 

36.9 

8 

2.3 

16

4.6

71

20.3

54

15.4

65

18.6

5

1.4

31

8.9

74

21.1

41 

11.7 

74 

21.1 

6 

1.7 

41

11.7

20 代 46 39.1 6.5 - 6.5 19.6 19.6 6.5 13 34.8 17.4 26.1 - 2.2

30 代 46 65.2 6.5 2.2 8.7 21.7 21.7 4.3 8.7 17.4 15.2 17.4 - 2.2

40 代 42 59.5 - 4.8 19.0 14.3 23.8 - 11.9 33.3 19.0 14.3 4.8 4.8

50 代 80 51.3 1.3 6.3 20.0 15.0 20.0 - 8.8 18.8 7.5 20.0 - 7.5

60 代 79 17.7 1.3 3.8 26.6 17.7 17.7 - 8.9 21.5 11.4 26.6 1.3 16.5

70 歳以上 57 1.8 - 8.8 33.3 5.3 10.5 - 3.5 7 5.3 19.3 5.3 31.6

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - -

 

 

<平成９年８月調査より> 

問 28 SQ－２ <問 28 で「参加している」に１つも答えなかった人に>あなたが活動に参加

していないのはどのような理由からですか。 

表７－８ 地域活動に参加していない理由Ｎ=208               単位：％ 
活動に参加していない理由 

  合
計 

活
動
す
る
た
め
の
施
設
が
近
く
に

な
い
か
ら 

そ
の
よ
う
な
活
動
に
関
心
が
な
い

か
ら 

趣
味
や
関
心
の
持
て
る
講
座
や
サ

ー
ク
ル
が
な
い 

職
業
を
持
っ
て
い
る
か
ら 

家
事
・
育
児
・
家
族
の
介
護
な
ど
で

忙
し
い
か
ら 

自
分
が
高
齢
・
病
弱
だ
か
ら 

経
済
的
に
余
裕
が
な
い
か
ら 

家
族
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
か
ら 

一
緒
に
参
加
す
る
仲
間
が
い
な
い

か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 100.0  13.0  13.9  11.1 37.0 13.0 12.0 18.3 3.4 19.7  7.2  17.3 

女性 61.1  11.0  13.4  12.6 30.7 19.7 15.7 18.1 5.5 21.3  9.4  15.0 

男性 38.0  16.5  13.9  8.9 48.1 2.5 5.1 17.7 - 16.5  3.8  21.5 性
別

無回答 1.0  - 50.0  - - - 50.0 50.0 - 50.0  - -

20 代 22.6  12.8  21.3  17.0 34.0 21.3 - 10.6 2.1 21.3  12.8  10.6 

30 代 13.5  14.3  7.1  14.3 35.7 39.3 - 14.3 - 17.9  3.6  10.7 

40 代 15.9  12.1  18.2  9.1 48.5 3.0 3.0 21.2 - 27.3  3.0  18.2 

50 代 23.1  12.5  10.4  8.3 60.4 6.3 8.3 27.1 8.3 12.5  10.4  16.7 

60 歳以上 24.5  13.7  11.8  7.8 1.8 3.9 37.3 15.7 3.9 21.6  3.9  27.5 

年
齢
別 

無回答 0.5  - - - - - 100.0 100.0 - - - -

 

[平成９年８月調査との比較] 

 性別にみると、今回調査では、男女とも自分の社会活動の参加に支障になるものは「仕事」

（女性：28.1％、男性：36.9％）である割合が高くなっており、前回調査も同様に男女とも

「職業を持っているから」（女性：30.7％、男性：48.1％）が高い。社会活動参加の支障と

なっているものは仕事であることは変わっていないことがわかる。 
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第８章 女性の政治や行政への関わりについて 

１．政治や行政への女性の意見反映について 

 

問 38 あなたは政治や行政に女性の意見が反映されていると思いますか。１つ

だけ選んで○を付けてください。 

 
《女性は男性に比べて反映されていないと感じている》 

 

[全体] 

政治や行政に女性の意見が反映されていると思うかについてたずねたところ、全体では

「あまり反映されていない」が 47.8％で最も高く、次いで「まあまあ反映されている」35.4％

となっている。また、「十分反映されている」と「まあまあ反映されている」をあわせた『反

映されていると感じている』層は４割弱となっている。 

 

[性別] 

女性では「あまり反映されていない」が 54.6％で最も高く、次いで「まあまあ反映され

ている」29.8％、男性では「まあまあ反映されている」が 41.7％で最も高く、次いで「あ

まり反映されていない」40.6％となっており、男女に差がみられる。 

 

[年齢別] 

男性の60代は「まあまあ反映されている」と「あまり反映されていない」がともに40.5％、

女性の70歳以上と男性の50代、70歳以上の「まあまあ反映されている」がそれぞれ32.4％、

45.0％、49.1％で最も高く、それ以外は「あまり反映されていない」が最も高くなっている。 

 

図８－１ 政治や行政への女性の意見反映について 
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全体

女性
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（％）

Ｎ＝758

Ｎ＝399

Ｎ＝350

十
分
反
映
さ
れ
て
い
る

ま
あ
ま
あ
反
映
さ
れ
て
い
る 

あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い 

ま
っ
た
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答
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表８－２ 政治や行政への女性の意見反映について【男女年齢別】      単位：％ 
女性 男性 

  
標
本
数 

十
分
反
映
さ
れ
て
い
る 

ま
あ
ま
あ
反
映
さ
れ
て
い
る 

あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い 

ま
っ
た
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

標
本
数 

十
分
反
映
さ
れ
て
い
る 

ま
あ
ま
あ
反
映
さ
れ
て
い
る 

あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い 

ま
っ
た
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

全体 
399 

100.0  

6 

1.5  

119 

29.8  

218 

54.6 

21

5.3 

4

1.0 

31

7.8 

350

100.0 

18

5.1 

146

41.7 

142 

40.6  

9 

2.6  

11 

3.1  

24

6.9 

20 代 45 - 22.2  75.6 2.2 - - 46 4.3 39.1 43.5  6.5  6.5  -

30 代 46 - 30.4  56.5 6.5 2.2 4.3 46 6.5 39.1 43.5  2.2  4.3  4.3 

40 代 71 1.4  22.5  62.0 9.9 2.8 1.4 42 4.8 33.3 52.4  2.4  4.8  2.4 

50 代 93 2.2  32.3  58.1 3.2 - 4.3 80 5.0 45.0 42.5  1.3  2.5  3.8 

60 代 76 1.3  35.5  52.6 2.6 1.3 6.6 79 6.3 40.5 40.5  3.8  - 8.9 

70 歳以上 68 2.9  32.4  29.4 7.4 - 27.9 57 3.5 49.1 24.6  - 3.5  19.3 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - -

 

２．政治や行政への女性の参画について 

 

問 39 あなたは政治や行政の場において、政策の企画や方針決定の過程に女性

の参画が少ない理由は何だと思いますか。次の中からあてはまるものを

すべて選んで○を付けてください。 

 
《政策の企画や方針決定の過程に女性の参画が少ない理由は、男性優位の組織運営がトップ》 

 

[全体] 

政治や行政の場において、政策の企画や方針決定の過程に女性の参画が少ない理由は何だ

と思うかについてたずねたところ、全体では「男性優位の組織運営」が 58.8％で最も高く、

次いで、「女性の参画を積極的に進めようと意識している人が少ない」42.7％となっており、

最も低いのは「参画しようとしている人の足を引っ張る」8.4％となっている。 

[性別] 

性別にみると、男女ともに、「男性優位の組織運営」（女性：57.1％、男性：61.7％）が最

も高く、次いで「女性の参画を積極的に進めようと意識している人が少ない」（女性：43.9％、

男性：42.3％）、「女性側の積極性が十分でない」（女性：33.8％、男性：30.6％）、「女性の

能力開発の機会が不十分」（女性：25.6％、男性：27.4％）で上位４項目が同順となってお

り、男女が同様の意識を持っていることがうかがえる。 

[年齢別] 

60 代の女性は「女性の参画を積極的に進めようと意識している人が少ない」が 53.9％で

最も高く、それ以外は、男女ともに各年齢層「男性優位の組織運営」が最も高くなっている。

次いで、女性の 20 代、30 代、男性の 20 代は「家庭・職場・地域における性別による役割

分担や性差別の意識」（女性 20 代：44.4％、女性 30 代：47.8％、男性 20 代：39.1％）、そ

れ以外は、男女ともに各年齢層「女性の参画を積極的に進めようと意識している人が少ない」

となっている。 



 

 89

図８－３ 政策の企画や方針決定の過程に女性の参画が少ない理由について 

全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表８－４ 政策の企画や方針決定の過程に女性の参画が少ない理由について【男女年齢別】 

単位：％ 

 
 

標
本
数 

家
庭
・
職
場
・
地

域
に
お
け
る
性
別

に
よ
る
役
割
分
担

や
性
差
別
の
意
識

男
性
優
位
の
組
織

運
営 

家
族
の
支
援
・
協

力
が
得
ら
れ
な
い 

女
性
の
能
力
開
発

の
機
会
が
不
十
分 

女
性
の
活
動
を
支

援
す
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
不
足 

女
性
側
の
積
極
性

が
十
分
で
な
い 

女
性
の
参
画
を
積

極
的
に
進
め
よ
う

と
意
識
し
て
い
る

人
が
少
な
い

参
画
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
人
の
足

を
引
っ
張
る 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

女性 
399

100.0

120 

30.1 

228 

57.1 

85

21.3

102

5.6

90

22.6

135

33.8

175

43.9

33 

8.3 

2 

0.5 

51

12.8

20 代 45 44.4  73.3  26.7 24.4 28.9 33.3 44.4 4.4  - -

30 代 46 47.8  69.6  26.1 13.0 23.9 28.3 32.6 13.0  - 6.5 

40 代 71 38.0  73.2  21.1 28.2 26.8 38.0 45.1 14.1  1.4  8.5 

50 代 93 26.9  57.0  17.2 30.1 15.1 35.5 51.6 4.3  - 8.6 

60 代 76 18.4  46.1  28.9 25.0 26.3 38.2 53.9 7.9  1.3  13.2 

70 歳以上 68 17.6  33.8  11.8 26.5 19.1 26.5 27.9 7.4  - 35.3 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - -

男性 
350

100.0

97 

27.7  

216 

61.7  

53

15.1 

96

27.4 

67

19.1 

107

30.6 

148

42.3 

30 

8.6  

11 

3.1  

25

7.1 

20 代 46 39.1  60.9  10.9 34.8 15.2 28.3 37.0 8.7  4.3  -

30 代 46 26.1  65.2  17.4 4.3 15.2 21.7 54.3 6.5  4.3  -

40 代 42 28.6  69.0  21.4 19.0 19.0 28.6 42.9 2.4  2.4  2.4 

50 代 80 31.3  70.0  18.8 30.0 22.5 31.3 43.8 10.0  1.3  5.0 

60 代 79 29.1  54.4  13.9 35.4 20.3 39.2 40.5 13.9  2.5  8.9 

70 歳以上 57 12.3  52.6  8.8 31.6 19.3 28.1 36.8 5.3  5.3  22.8 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - -

28.9

58.8

18.3

26.4

20.8

32.2

42.7

8.4

1.7

10.7

30.1

57.1

21.3

25.6

22.6

33.8

43.9

8.3

0.5

12.8

27.7

61.7

15.1

27.4

19.1

30.6

42.3

8.6

3.1

7.1

0 20 40 60 80

家庭・職場・地域における性別による役割分

担や性差別の意識

男性優位の組織運営

家族の支援・協力が得られない

女性の能力開発の機会が不十分

女性の活動を支援するネットワークの不足

女性側の積極性が十分でない

女性の参画を積極的に進めようと意識してい

る人が少ない

参画をしようとしている人の足を引っ張る

その他

不明・無回答

（％）
全体 女性 男性
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5.7

9.7

20.2

14.8

26.6

39.1

38.3

40.3

20.3

26.8

13.1

14.8

17.8

10.3

2.3

0 20 40 60 80 100

全体

女性

男性

（％）

Ｎ＝758

Ｎ＝399

Ｎ＝350

積
極
的
に
就
任
す
る
（
就
任
す
る
こ

と
を
勧
め
る
） 

時
間
な
ど
に
余
裕
が
あ
れ
ば
就
任

す
る
（
就
任
す
る
こ
と
を
勧
め
る
） 

知
識
や
能
力
が
あ
る
分
野
な
ら
就

任
す
る
（
就
任
す
る
こ
と
を
勧
め
る
） 

断
る
（
断
る
こ
と
を
勧
め
る
） 

不
明
・
無
回
答 

３．社会活動の委員就任意向について 

 

問 40 あなた（男性の場合は、身近な女性）が県や市町村から審議会などの委

員に就任してほしいと依頼されたらどうしますか。１つだけ選んで○を

付けてください。 
 

《就任する（就任することを勧める）は 65％と高い》 

 

[全体] 

県や市町村から審議会などの委員に就任してほしいと依頼されたらどうするかについて

たずねたところ、全体では「知識や能力のある分野なら就任する（就任することを勧める）」

が 39.1％で最も高く、次いで「断る（断ることを勧める）」20.3％となっている。 

 

[性別] 

男女ともに「知識や能力のある分野なら就任する（就任することを勧める）」（女性：38.3％、

男性：40.3％）が最も高くなっているが、次いで、女性では「断る（断ることを勧める）」

26.8％、男性では「時間などに余裕があれば就任する（就任することを勧める）」26.6％と

なっており、男女に差がみられる。 

 

[年齢別] 

男性の 30 代、40 代は「時間などに余裕があれば就任する（就任することを勧める）」（30

代：45.7％、40 代：40.5％）、それ以外は、男女ともに「知識や能力のある分野なら就任す

る（就任することを勧める）」が最も高く、女性の 30 代、70 歳以上は「断る（断ることを

勧める）」もそれぞれ 32.6％、20.6％で最も高くなっている。 

 

図８－５ 社会活動の委員就任意向について 
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表８－６ 社会活動の委員就任意向について【男女年齢別】          単位：％ 
女性 男性 

  
標
本
数 

積
極
的
に
就
任
す
る
（
就
任
す
る
こ

と
を
勧
め
る
） 

時
間
な
ど
に
余
裕
が
あ
れ
ば
就
任
す

る
（
就
任
す
る
こ
と
を
勧
め
る
） 

知
識
や
能
力
が
あ
る
分
野
な
ら
就
任

す
る
（
就
任
す
る
こ
と
を
勧
め
る
） 

断
る
（
断
る
こ
と
を
勧
め
る
） 

不
明
・
無
回
答 標

本
数 

積
極
的
に
就
任
す
る
（
就
任
す
る
こ

と
を
勧
め
る
） 

時
間
な
ど
に
余
裕
が
あ
れ
ば
就
任
す

る
（
就
任
す
る
こ
と
を
勧
め
る
） 

知
識
や
能
力
が
あ
る
分
野
な
ら
就
任

す
る
（
就
任
す
る
こ
と
を
勧
め
る
） 

断
る
（
断
る
こ
と
を
勧
め
る
） 

不
明
・
無
回
答 

全体 
399 

100.0  

9 

2.3  

59 

14.8  

153

38.3 

107

26.8 

71

17.8 

350

100.0 

34

9.7 

93

26.6 

141 

40.3  

46 

13.1  

36

10.3 

20 代 45 - 20.0  42.2 37.8 - 46 8.7 26.1 54.3  6.5  4.3 

30 代 46 4.3  26.1  32.6 32.6 4.3 46 6.5 45.7 32.6  10.9  4.3 

40 代 71 4.2  21.1  38.0 26.8 9.9 42 9.5 40.5 31.0  14.3  4.8 

50 代 93 - 15.1  50.5 24.7 9.7 80 6.3 31.3 42.5  13.8  6.3 

60 代 76 1.3  5.3  40.8 25.0 27.6 79 13.9 10.1 51.9  12.7  11.4 

70 歳以上 68 4.4  7.4  20.6 20.6 47.1 57 12.3 17.5 22.8  19.3  28.1 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - -

 

 

問 40－１ では、あなたの配偶者が依頼されたらどうしますか。上記の問 40 の

設問中の番号を１つだけ選んで番号を記入してください。配偶者が

おられない場合も、仮にいるとしてお答えください。 
 

《配偶者が依頼されたら就任する（就任することを勧める）は６割以上》 

 

[全体] 

配偶者が県や市町村から審議会などの委員に就任してほしいと依頼されたらどうするか

についてたずねたところ、全体では「知識や能力のある分野なら就任する（就任することを

勧める）」が 36.0％で最も高く、次いで「時間などに余裕があれば就任する（就任すること

を勧める）」20.6％となっている。 

 

[性別] 

男女ともに「知識や能力のある分野なら就任する（就任することを勧める）」（女性：34.6％、

男性：38.0％）が最も高く、次いで「時間などに余裕があれば就任する（就任することを勧

める）」（女性：19.0％、男性：22.6％）、「断る（断ることを勧める）」（女性：12.8％、男性：

14.3％）となっており、男女が同様の意識を持っていることがうかがえる。 

 

[年齢別] 

女性の 30 代、男性の 40 代は「時間などに余裕があれば就任する（就任することを勧める）」

（女性 30 代：39.1％、男性 40 代：38.1％）が最も高く、それ以外は、男女ともに「知識や

能力のある分野なら就任する（就任することを勧める）」が最も高くなっている。 
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図８－７ 社会活動の委員就任を配偶者が依頼された場合について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表８－８ 社会活動の委員就任を配偶者が依頼された場合について【男女年齢別】単位：％ 
女性 男性 

  
標
本
数 

積
極
的
に
就
任
す
る
（
就
任
す
る
こ

と
を
勧
め
る
） 

時
間
な
ど
に
余
裕
が
あ
れ
ば
就
任
す

る
（
就
任
す
る
こ
と
を
勧
め
る
） 

知
識
や
能
力
が
あ
る
分
野
な
ら
就
任

す
る
（
就
任
す
る
こ
と
を
勧
め
る
） 

断
る
（
断
る
こ
と
を
勧
め
る
） 

不
明
・
無
回
答 

標
本
数 

積
極
的
に
就
任
す
る
（
就
任
す
る
こ

と
を
勧
め
る
） 

時
間
な
ど
に
余
裕
が
あ
れ
ば
就
任
す

る
（
就
任
す
る
こ
と
を
勧
め
る
） 

知
識
や
能
力
が
あ
る
分
野
な
ら
就
任

す
る
（
就
任
す
る
こ
と
を
勧
め
る
） 

断
る
（
断
る
こ
と
を
勧
め
る
） 

不
明
・
無
回
答 

全体 
399 

100.0  

31 

7.8  

76 

19.0  

138

34.6 

51

12.8 

103

25.8 

350

100.0 

27

7.7 

79

22.6 

133 

38.0  

50 

14.3  

61

17.4 

20 代 45 4.4  17.8  44.4 24.4 8.9 46 8.7 26.1 47.8  15.2  2.2 

30 代 46 6.5  39.1  30.4 19.6 4.3 46 6.5 30.4 32.6  19.6  10.9 

40 代 71 5.6  21.1  40.8 11.3 21.1 42 4.8 38.1 31.0  16.7  9.5 

50 代 93 9.7  20.4  36.6 14.0 19.4 80 11.3 20.0 41.3  15.0  12.5 

60 代 76 9.2  17.1  34.2 7.9 31.6 79 6.3 19.0 48.1  6.3  20.3 

70 歳以上 68 8.8  4.4  22.1 5.9 58.8 57 7.0 10.5 21.1  17.5  43.9 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - -

 

 

7.7

7.7

20.6

19.0

22.6

36.0

34.6

38.0

13.3

12.8

14.3

22.4

25.8

17.4

7.8

0 20 40 60 80 100

全体

女性

男性

（％）

Ｎ＝758

Ｎ＝399

Ｎ＝350

積
極
的
に
就
任
す
る
（
就
任

す
る
こ
と
を
勧
め
る
） 

時
間
な
ど
に
余
裕
が
あ
れ
ば
就
任

す
る
（
就
任
す
る
こ
と
を
勧
め
る
）

知
識
や
能
力
が
あ
る
分
野
な
ら
就
任

す
る
（
就
任
す
る
こ
と
を
勧
め
る
） 

断
る
（
断
る
こ
と
を
勧
め
る
） 

不
明
・
無
回
答 
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第９章 老後と介護について 

１．自分の老後への不安について 

 

問 41 あなたは自分の老後についてどのような不安がありますか。次の中から

２つまで選んで○を付けてください。 

 
《健康に過ごせるかが一番の不安》 

 

[全体] 

 自分の老後についてどのような不安があるか 10 項目から２つまでたずねた。 

１位は「健康に過ごせるか」で 59.5％、２位は「経済的にやっていけるか」で 44.3％、３

位は「配偶者（夫・妻）に先立たれること」で 24.3％となっており、自分の健康や経済的

な問題に不安を感じていることがうかがえる。また、「特に不安はない」と感じている割合

は 7.7％となっており、全体の約１割は自分の老後に不安を感じていないことがうかがえる。 

 

[性別] 

１位は男女とも「健康に過ごせるか」（女性 60.2％、男性 58.9％）で、女性の方がやや不

安は大きい。２位も男女同じく「経済的にやっていけるか」（女性 45.6％、男性 43.7％）で

あり、女性の方がやや不安は大きくなっている。３位は、女性では「漠然とした不安がある」

23.8％、男性では「配偶者（夫・妻）に先立たれること」26.6％となっている。また、男性

が女性より高くなっている項目は「面倒をみてくれる人がいるか」、「生きがいがみつけられ

るか」、「配偶者（夫・妻）に先立たれること」など生きがいや介護に関するものであった。 

 

[年齢別] 

 男女とも年齢が高くなるにともない「経済的にやっていけるか」よりも「健康に過ごせる

か」に対しての不安を強く感じている。 

女性では、40 代以上、男性では 50 代以上が「健康に過ごせるか」（女性 40 代以上：50％

以上、男性 50 代以上：40％以上）に対しての不安を強く感じており、女性の方が男性より

も若い年代で健康に関しての不安があることがうかがえる。 

また、男性では「配偶者（夫・妻）に先立たれること」が年齢が高くなるにともない不安

を強く感じており、女性よりも男性の方が配偶者に対しての不安を感じていることがうかが

える。 
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図９－１ 自分の老後への不安について     全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表９－２ 自分の老後について【男女年齢別】                単位：％ 

 
 

標
本
数 

健
康
に
過
ご
せ
る
か 

面
倒
を
み
て
く
れ
る

人
が
い
る
か 

経
済
的
に
や
っ
て
い

け
る
か 

生
き
が
い
が
み
つ
け

ら
れ
る
か 

住
居
が
高
齢
者
向
け

で
な
い 

身
近
な
話
し
相
手
や

相
談
相
手
が
い
る
か 

配
偶
者
（
夫
・
妻
）

に
先
立
た
れ
る
こ
と 

そ
の
他 

漠
然
と
し
た
不
安
が

あ
る 

特
に
不
安
は
な
い 

不
明
・
無
回
答 

女性 
399 

100.0 

240 

60.2  

50 

12.5  

182

45.6 

48

12.0 

18

4.5 

30

7.5 

88

22.1 

4

1.0 

95 

23.8  

28 

7.0  

11

2.8 

20 代 45 42.2  24.4  64.4 17.8 - 13.3 13.3 - 20.0  4.4  -

30 代 46 50.0  17.4  76.1 2.2 - 6.5 28.3 - 15.2  - -

40 代 71 64.8  4.2  50.7 19.7 - 7.0 22.5 1.4 18.3  9.9  -

50 代 93 67.7  8.6  50.5 14.0 4.3 10.8 22.6 1.1 34.4  4.3  -

60 代 76 69.7  14.5  32.9 10.5 11.8 5.3 22.4 1.3 23.7  6.6  2.6 

70 歳以上 68 52.9  13.2  14.7 5.9 7.4 2.9 22.1 1.5 23.5  14.7  13.2 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - -

男性 
350 

100.0 

206 

58.9  

55 

15.7  

153

43.7 

44

12.6 

10

2.9 

10

2.9 

93

26.6 

3

0.9 

76 

21.7  

29 

8.3  

10

2.9 

20 代 46 50.0  21.7  50.0 13.0 2.2 8.7 19.6 2.2 23.9  6.5  -

30 代 46 63.0  17.4  67.4 4.3 - - 13.0 2.2 21.7  6.5  -

40 代 42 54.8  16.7  66.7 16.7 2.4 2.4 19.0 - 16.7  4.8  2.4 

50 代 80 68.8  7.5  46.3 18.8 1.3 2.5 27.5 - 22.5  7.5  2.5 

60 代 79 60.8  16.5  32.9 13.9 2.5 1.3 34.2 - 24.1  7.6  2.5 

70 歳以上 57 49.1  19.3  14.0 5.3 8.8 3.5 36.8 1.8 19.3  15.8  8.8 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - -

59.5

13.9

44.3

12.1

3.8

5.3

24.3

0.9

22.7

7.7

3.2

60.2

12.5

45.6

12.0

4.5

7.5

22.1

1.0

23.8

7.0

2.8

58.9

15.7

43.7

12.6

2.9

2.9

26.6

0.9

21.7

8.3

2.9

0 20 40 60 80

健康に過ごせるか

面倒をみてくれる人がいるか

経済的にやっていけるか

生きがいがみつけられるか

住居が高齢者向けでない

身近な話し相手や相談相手がいるか

配偶者（夫・妻）に先立たれること

その他

漠然とした不安がある

特に不安はない

不明・無回答

（％）
全体 女性 男性
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52.9

60.0

43.8

24.8

32.4

22.4

6.2

62.5

40.0

51.7

43.3

20.8

29.2

10.0

0 10 20 30 40 50 60 70

健康状態や身体能力が下がること

ねたきりや痴呆老人になるのでは、との不安

年金や医療などの福祉の水準が下がるのでは

配偶者に先立たれる

誰でも入所できる公的な老人ホームがない

生活費の不安（収入、蓄えがない）

子供と同居できそうにないこと

（％）女性 男性

<平成９年８月調査より> 

問 25 SQ－１ <老後を不安に思っている方に>ではあなたは次のどのようなことに不安を

感じますか。 

図９－３ 老後の不安上位７位               女性Ｎ＝210、男性Ｎ＝120 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[平成９年８月調査との比較] 

 全体でみると、前回調査にくらべ、今回調査では「健康に過ごせるか」が 59.5％で健康

について老後に不安を感じている人が最も高くなっている。また、それに次いで、「経済的

にやっていけるか」44.3％の割合が高くなっているが、前回調査では「健康状態や身体能力

が下がること」（女性：52.9％、男性：62.5％）に次いで「ねたきりや痴呆老人になるので

は、との不安」（女性：60.0％、男性：40.0％）であり、自分の健康面での不安から経済的

な不安に変化していることがうかがえる。 

 

 

２．介護保険の利用について 

 

問 42 あなたは介護保険の利用についてどのように感じておられますか。すべ

て選んで○を付けてください。 

 
《「要介護認定の判定のしくみがわからない」への回答の割合が５割以上》 

 
[全体] 

 介護保険の利用について感じていることをたずねた。 

「要介護認定の判定のしくみがわからない」が 54.2％と最も高く、次いで「介護保険料が

高い」44.6％、「サービスの利用料が高く、今後不安である」39.1％となっている。介護保

険制度や介護保険料に関するものへの割合が高くなっていることがうかがえる。 
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[性別] 

男女とも「要介護認定の判定のしくみがわからない」（女性 54.1％、男性 54.9％）が最も

高く、女性よりも男性の方がやや不満に感じており、それに次いで「介護保険料が高い」（女

性 42.6％、男性 47.1％）となっているが、こちらも女性よりも男性の方がやや不満に感じ

ている。また、女性が男性よりも高くなっている項目は「要介護認定の申請がめんどうであ

る」（女性：28.1％、男性：25.7％）のみであり、男女とも介護保険制度に関して、制度の

内容や保険料について関心があることがうかがえる。 

 

図９－４ 介護保険の利用について       全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.8

54.2

12.8

39.1

44.6

7.1

4.6

6.1

28.1

54.1

12.0

39.3

42.6

7.0

6.0

6.8

25.7

54.9

14.0

39.4

47.1

7.4

3.1

4.6

0 20 40 60

要介護認定の申請がめんどうである

要介護認定の判定のしくみがわからない

希望するサービスが受けられない

サービスの利用料が高く、今後不安である

介護保険料が高い

特に不安はない

その他

不明・無回答

（％）
全体 女性 男性
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7.5

4.3

10.9

27.6

22.3

33.7

36.5

40.4

33.1

21.2

26.3

15.7

5.8

5.3

5.4

1.3

1.5

1.1

0 20 40 60 80 100

全体

女性

男性

（％）

３．介護への希望について 

 

問 43 あなたが介護される立場になったら、どのようにしたいですか。１つだ

け選んで○を付けてください。すでに老後の生活に入っている方も、希

望をお答えください。 

 
《自宅で家族以外のホームヘルパーなどに介護してほしい》 

 

[全体] 

 自分が介護される立場になったとき、どのようにしてほしいかをたずねた。 

「できるだけホームヘルパーや各種の社会福祉サービスを受け、家族の負担を軽くして、在

宅で介護されたい」が 36.5％と最も高く、次いで「家庭で主に家族の介護を受け、足りな

いところをホームヘルパーや各種の社会福祉サービスで補いたい」27.6％、「病院や特別養

護老人ホーム・老人保健施設などの施設に入所したい」21.2％となっている。４項目のうち、

最も低かったのは「家庭で家族だけの介護を受けたい」7.5％であり、自宅で家族だけに介

護してほしいと考えている人は少ないことがわかる。また、自宅で介護してほしいと考えて

いる割合は 71.6％と高くなっている。 

 

[性別] 

女性では「できるだけホームヘルパーや各種の社会福祉サービスを受け、家族の負担を軽

くして、在宅で介護されたい」が 40.4％と最も高く、次いで「病院や特別養護老人ホーム・

老人保健施設などの施設に入所したい」26.3％となっており、「家庭で家族だけの介護を受

けたい」は 4.3％と最も低くなっている。男性では、「家庭で主に家族の介護を受け、足り

ないところをホームヘルパーや各種の社会福祉サービスで補いたい」と「できるだけホーム

ヘルパーや各種の社会福祉サービスを受け、家族の負担を軽くして、在宅で介護されたい」

がどちらも 33％程度と拮抗して高く、「家庭で家族だけの介護を受けたい」は 10.9％と最も

低くなっているが、女性にくらべ自宅で家族だけに介護してほしいと考えている割合は２倍

以上と高くなっている。また、女性は家族よりもホームヘルパーなどの介護や施設入所を考

えている割合が高くなっている。 

 
図９－５ 介護への希望について 
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ビ
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で
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い
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る
だ
け
ホ
ー
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ヘ

ル
パ
ー
や
各
種
の
社

会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
、
家
族
の
負
担

を
軽
く
し
て
、
在
宅

で
介
護
さ
れ
た
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院
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
・
老
人
保

健
施
設
な
ど
の
施
設

に
入
所
し
た
い 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 
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第 10 章 ストレスや生きがいについて 

１．悩みなどのストレスについて 

 

問 44 あなたは、毎日の生活のなかで何か悩みなどストレスを感じていること

がありますか。すべて選んで○を付けてください。 
 

《男女とも健康のことにストレスを感じており、また、男性は仕事のことでも感じている》 

 

[全体] 

 毎日の生活のなかで何か悩みなどストレスを感じていることがあるかをたずねた。 

１位は「健康のこと」で 40.2％、２位は「仕事のこと」29.0％、３位は「家計のこと」24.7％

と健康に関してのストレスが多く、仕事や経済的な悩みも多くなっていることがうかがえる。

また、「特に悩みやストレスはない」は 18.3％となっている。 

 

[性別] 

女性では「健康のこと」が 40.4％、男性では「健康のこと」と「仕事のこと」がともに

40.0％で最も高くなっており、「仕事のこと」では、男性は女性の約２倍ストレスを感じて

いる割合が高くなっている。それ以外に、男性が女性よりも高くなっているものは「職場の

人間関係」（女性：15.3％、男性：22.9％）、「社会的な出来事や風潮」（女性：11.3％、男性：

11.7％）であり、男性は社会的なことについてストレスを感じていることがわかる。また、

女性は自分自身のことや家庭の問題についてのストレスを感じていることがうかがえる。 

 

[年齢別] 

女性では、20 代が「仕事のこと」55.6％、30 代が「家計のこと」39.1％、40 代が「育児

や子どもの教育のこと」43.7％、50 代以上は「健康のこと」がそれぞれ 50 代 41.9％、59.2％、

51.5％と最も高くなっており、30 代は経済的な問題、40 代は育児、50 代以上は自分の健康

についてのストレスを感じていることがわかる。また、男性では、20 代～50 代まで「仕事

のこと」（40％以上）でストレスを強く感じており、60 歳以上では、女性同様「健康のこと」

（50％以上）でストレスを感じている。男性は女性とくらべ、仕事についてストレスを感じ

ている年齢幅が広く、男性は仕事、女性は家庭といった生活状況が背景にあることがうかが

える。 
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図 10－１ 悩みなどストレスを感じることについて 

全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.6

29.0

24.7

3.7

9.2

12.0

7.0

9.9

21.6

40.2

12.8

11.5

2.0

18.3

3.8

15.3

20.1

26.6

4.5

10.5

15.8

7.8

12.0

23.1

40.4

14.8

11.3

2.0

18.5

4.0

22.9

40.0

22.9

2.9

8.0

8.0

6.3

7.7

20.6

40.0

10.9

11.7

2.0

18.0

2.9

0 10 20 30 40 50

職場の人間関係

仕事のこと

家計のこと

相続・財産のこと

夫婦関係

育児や子どもの教育のこと

親との同居

高齢者や病人の介護

生きがい・自分の生き方

健康のこと

親類や近所づきあい

社会的な出来事や風潮

その他

特に悩みやストレスはない

不明・無回答

（％）
全体 女性 男性
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表 10－２ 悩みなどストレスを感じることについて【男女年齢別】       単位：％ 

 
 

標
本
数 

職
場
の
人
間
関
係 

仕
事
の
こ
と 

家
計
の
こ
と 

相
続
・
財
産
の
こ
と 

夫
婦
関
係 

育
児
や
子
ど
も
の
教
育
の
こ
と 

親
と
の
同
居 

高
齢
者
や
病
人
の
介
護 

生
き
が
い
・
自
分
の
生
き
方 

健
康
の
こ
と 

親
類
や
近
所
づ
き
あ
い 

社
会
的
な
出
来
事
や
風
潮 

そ
の
他 

特
に
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
は
な
い 

不
明
・
無
回
答 

女性 
399 

100.0 

61

15.3  

80 

20.1  

106 

26.6  

18

4.5 

42

10.5 

63

15.8 

31

7.8 

48

12.0 

92

23.1 

161

40.4 

59

14.8 

45 

11.3  

8 

2.0  

74 

18.5  

16

4.0 

20 代 45 33.3  55.6  28.9  2.2 4.4 15.6 11.1 2.2 37.8 24.4 8.9 6.7  11.1  11.1  -

30 代 46 23.9  28.3  39.1  - 13.0 34.8 6.5 2.2 30.4 23.9 10.9 8.7  2.2  13.0  -

40 代 71 21.1  26.8  28.2  7.0 14.1 43.7 12.7 16.9 21.1 28.2 26.8 16.9  - 15.5  -

50 代 93 17.2  15.1  29.0  4.3 14.0 8.6 14.0 12.9 22.6 41.9 17.2 7.5  - 17.2  4.3 

60 代 76 5.3  7.9  27.6  2.6 13.2 1.3 - 17.1 14.5 59.2 10.5 18.4  1.3  26.3  2.6 

70 歳以上 68 - 4.4  10.3  8.8 1.5 - 1.5 13.2 20.6 51.5 10.3 7.4  1.5  23.5  14.7 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - - - -

男性 
350 

100.0 

80

22.9  

140 

40.0  

80 

22.9  

10

2.9 

28

8.0 

28

8.0 

22

6.3 

27

7.7 

72

20.6 

140

40.0 

38

10.9 

41 

11.7  

7 

2.0  

63 

18.0  

10

2.9 

20 代 46 41.3  76.1  23.9  2.2 - 2.2 13.0 2.2 41.3 17.4 13.0 15.2  4.3  10.9  -

30 代 46 37.0  60.9  34.8  4.3 6.5 15.2 15.2 10.9 17.4 23.9 6.5 8.7  - 13.0  -

40 代 42 52.4  57.1  23.8  - 9.5 19.0 7.1 4.8 26.2 23.8 11.9 11.9  2.4  11.9  2.4 

50 代 80 20.0  46.3  26.3  2.5 8.8 13.8 3.8 7.5 17.5 36.3 11.3 13.8  - 20.0  -

60 代 79 6.3  19.0  20.3  1.3 11.4 1.3 3.8 10.1 13.9 58.2 11.4 10.1  3.8  19.0  2.5 

70 歳以上 57 1.8  1.8  10.5  7.0 8.8 - - 8.8 15.8 63.2 10.5 10.5  1.8  28.1  12.3 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - - - -

 

 

２．生きがいについて 

 

問 45 あなたが生きていく上で「生きがい」に感じているものは何ですか。３

つまで選んで○を付けてください。 

 
《子どもや孫、趣味に生きがいを感じている》 

 

[全体] 

 生きていく上で「生きがい」に感じているものについてたずねた。 

１位は「子ども・孫」で 53.2％、２位は「趣味・娯楽・スポーツ」49.2％、３位は「のん

びりした生活」40.5％となっており、子育てや趣味に生きがいを感じていることがわかる。

また、「特にない」は 6.3％となっている。 

 

[性別] 

女性では「子ども・孫」が 56.9％と最も高く、次いで「趣味・娯楽・スポーツ」、「のん

びりした生活」ともに 44.1％となっており、男性では「趣味・娯楽・スポーツ」が 56.0％

で最も高く、女性にくらべ 11.9 ポイント高い。それに次いで「子ども・孫」が 48.9％、「の

んびりした生活」37.4％となっている。また、女性が男性よりも高くなっているものは「子

ども・孫」（女性：56.9％、男性：48.9％）、「親」（女性：6.8％、男性：5.1％）、「家事・育

児」（女性：4.8％、男性：0.6％）、「信仰」（女性：6.8％、男性：4.0％）、「恋愛・結婚」（女

性：4.0％、男性：2.9％）、「お金・財産・マイホーム」（女性：10.0％、男性：8.0％）、「の

んびりした生活」（女性：44.1％、男性：37.4％）となっており、女性は男性よりも仕事や

社会活動などの社会参加へ生きがいを感じていないことがうかがえる。 
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[年齢別] 

女性では 20 代が「配偶者・恋人」48.9％、その他の年齢層では「子ども・孫」がそれぞ

れ 50％以上と最も高くなっている。また、男性では、20 代～40 代と 60 代が「趣味・娯楽・

スポーツ」それぞれ 50％以上と生きがいを感じており、50 代と 70 歳以上では「子ども・孫」

が 50％以上と高く、男性は女性にくらべ、趣味などに生きがいを感じていることがうかが

える。 

 

図 10－３ 「生きがい」に感じているものについて 

全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.2

29.3

6.1

17.9

18.9

2.8

49.2

8.3

5.7

3.4

9.0

40.5

1.6

6.3

3.6

56.9

27.6

6.8

17.8

17.8

4.8

44.1

6.3

6.8

4.0

10.0

44.1

1.0

6.3

4.0

48.9

31.7

5.1

18.3

20.6

0.6

56.0

10.0

4.0

2.9

8.0

37.4

2.3

6.3

2.6

0 20 40 60

子ども・孫

配偶者・恋人

親

友人

仕事

家事・育児

趣味・娯楽・スポーツ

社会活動・地域活動・奉仕活動（ボランティア）

信仰

恋愛・結婚

お金・財産・マイホーム

のんびりした生活

その他

特にない

不明・無回答

（％）

全体 女性 男性

〔調査資料 173 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕
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表 10－４ 「生きがい」に感じているものについて【男女年齢別】        単位：％ 

 
 

標
本
数 

子
ど
も
・
孫 

配
偶
者
・
恋
人 

親 友
人 

仕
事 

家
事
・
育
児 

趣
味
・
娯
楽
・
ス
ポ
ー
ツ 

社
会
活
動
・
地
域
活
動
・
奉

仕
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
） 

信
仰 

恋
愛
・
結
婚 

お
金
・
財
産
・
マ
イ
ホ
ー
ム 

の
ん
び
り
し
た
生
活 

そ
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

女性 
399 

100.0 

227

56.9  

110 

27.6  

27 

6.8  

71

17.8 

71

17.8 

19

4.8 

176

44.1 

25

6.3 

27

6.8 

16

4.0 

40

10.0 

176 

44.1  

4 

1.0  

25 

6.3  

16

4.0 

20 代 45 28.9  48.9  17.8  26.7 20.0 8.9 44.4 2.2 - 22.2 20.0 31.1  2.2  6.7  -

30 代 46 54.3  39.1  15.2  13.0 19.6 8.7 39.1 4.3 6.5 10.9 13.0 32.6  2.2  4.3  2.2 

40 代 71 60.6  35.2  8.5  18.3 15.5 8.5 43.7 7.0 5.6 - 12.7 32.4  1.4  8.5  2.8 

50 代 93 63.4  19.4  3.2  14.0 24.7 4.3 50.5 6.5 2.2 1.1 8.6 45.2  - 4.3  2.2 

60 代 76 63.2  22.4  2.6  19.7 13.2 1.3 55.3 11.8 6.6 - 2.6 59.2  - 9.2  3.9 

70 歳以上 68 57.4  14.7  1.5  17.6 13.2 - 26.5 2.9 19.1 - 8.8 54.4  1.5  4.4  11.8 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - - - -

男性 
350 

100.0 

171

48.9  

111 

31.7  

18 

5.1  

64

18.3 

72

20.6 

2

0.6 

196

56.0 

35

10.0 

14

4.0 

10

2.9 

28

8.0 

131 

37.4  

8 

2.3  

22 

6.3  

9

2.6 

20 代 46 13.0  28.3  10.9  26.1 17.4 - 69.6 4.3 2.2 13.0 6.5 30.4  - 4.3  4.3 

30 代 46 43.5  47.8  6.5  23.9 32.6 2.2 56.5 - - 6.5 17.4 19.6  4.3  2.2  2.2 

40 代 42 54.8  33.3  9.5  11.9 19.0 - 59.5 7.1 4.8 - 7.1 33.3  4.8  2.4  2.4 

50 代 80 56.3  40.0  3.8  10.0 22.5 1.3 52.5 13.8 2.5 1.3 6.3 42.5  1.3  8.8  -

60 代 79 53.2  22.8  1.3  20.3 22.8 - 60.8 11.4 1.3 - 8.9 41.8  3.8  8.9  2.5 

70 歳以上 57 61.4  21.1  3.5  21.1 8.8 - 40.4 17.5 14.0 - 3.5 47.4  - 7.0  5.3 

年
齢
別 

不明・無回答 - - - - - - - - - - - - - - - -
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第 11 章 女性問題全般について 

１．女性問題で見たり聞いたりしたことのあることについて 

 

問 46 次のことがらで、あなたが見たり聞いたりしたことのある、または知っ

ているものの番号をすべて選んで○を付けてください。 

 
《セクシュアル・ハラスメントやドメスティック・バイオレンスが高い》 

 
[全体] 

 女性問題で見たり、聞いたりしたことのある、または知っているもの 26 項目についてた

ずねた。 

１位は「セクシュアル・ハラスメント」で 74.0％、２位は「ドメスティック・バイオレ

ンス（家庭内暴力・夫や恋人から受ける暴力）」で 73.6％、３位は「育児休業制度」で 71.8％、

４位は「男女雇用機会均等法」で 69.3％、５位は「離婚しても、そのまま離婚前の姓を名

乗ってもよい」で 54.0％となっている。１位から４位までの項目は約７割以上の人が認知

している。 

 

[性別] 

女性では「ドメスティック・バイオレンス（家庭内暴力・夫や恋人から受ける暴力）」が

76.7％と最も高く、次いで「育児休業制度」73.2％となっている。 

男性では「セクシュアル・ハラスメント」が 76.6％と最も高く、次いで「男女雇用機会

均等法」73.7％となっている。 

また、男性が女性よりも高くなっているものは、「セクシュアル・ハラスメント」（女性：

72.9％、男性：76.6％）、「男女雇用機会均等法」（女性：65.9％、男性：73.7％）、「介護休

業制度」（女性：40.6％、男性：47.7％）、「男女共同参画」（女性：41.4％、男性：42.6％）、

「女子差別撤廃条約」（女性：20.1％、男性：24.9％）、「食料・農業・農村基本法」（女性：

4.5％、男性：10.6％）の６項目であり、この項目については男性よりも女性のほうが女性

問題において意識が高いことがうかがえる。 
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図 10－５ 女性問題で見たり聞いたりしたことのあることについて 

全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 
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12.1

10.9

10.0

7.3

7.3
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4.0
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3.4

3.2

8.3
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65.9
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45.4

32.6
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28.1

29.6

20.1

16.3
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48.3
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42.6

36.0

32.6

28.0

26.3

23.1

24.9
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10.0

9.7
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5.4
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3.7

3.1

2.0

3.7

7.7

0 20 40 60 80 100

セクシュアル・ハラスメント

ドメスティック・バイオレンス

育児休業制度

男女雇用機会均等法

離婚しても、そのまま離婚前の姓を名乗ってもよい

夫婦別姓の選択制を推し進めようという動きがある

介護休業制度

男女共同参画

妻の相続分が１／３から１／２になった

世界女性会議

配偶者からの暴力の防止および被害者の保護に関する法律

母が日本人であれば、子どもは日本国籍を取得できる

国連は世界女性会議を開催するなど、女性の地位向上をはかってき

た

女子差別撤廃条約

行橋市男女共同参画プラン

福岡県男女共同参画推進条例

ジェンダー

国では「男女共同参画社会基本法」と「男女共同基本計画」を策定し

ている

男女共同参画週間

食料・農業・農村基本法

性別役割分担意識

アンペイドワーク

ポジティブアクション

リプロダクティブヘルス/ライツ

メディア・リテラシー

すべて知らない

不明・無回答

（％）
全体 女性 男性

〔調査資料 174～175 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕
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２．男性が女性とともに家事などに参加していくために必要なこと 

 

問 47 今後、男性が女性とともに家事、子育てや教育、介護、地域活動に積極

的に参加していくためには、どのようなことが必要だと思いますか。次

の中から３つまで選んで○を付けてください。 

 
《男女の役割分担についての社会通念、慣習、しきたりを改めることが大切》 

 
[全体] 

 今後、男性が女性とともに家事、子育てや教育、介護、地域活動に積極的に参加していく

ためには、どのようなことが必要かとたずねた。 

１位は「男女の役割分担についての社会通念、慣習、しきたりを改めること」で 48.0％、

２位は「夫婦の間で家事・育児・介護などの分担をするように十分に話し合うこと」で 41.3％、

３位は「男性が、家事・育児・介護などに参加することによるライフスタイルの変化に対す

る抵抗感をなくすこと」で 37.6％となっており、男女の役割分担や家庭への関わりが必要

であるという項目が高くなっている。 

 
[性別] 

男女とも「男女の役割分担についての社会通念、慣習、しきたりを改めること」（女性：

49.6％、男性：46.9％）が最も高く、次いで「夫婦の間で家事・育児・介護などの分担をす

るように十分に話し合うこと」（女性：43.1％、男性：40.0％）となっており、いずれの項

目も男性よりも女性が高くなっている。 

また、男性が女性よりも高いものは、「企業中心という社会全体の仕組みを改めること」

（女性：22.8％、男性：30.0％）、「仕事と家庭の両立などの問題ついて相談できる窓口を設

けること」（女性：10.0％、男性：12.9％）、「労働時間短縮や休暇制度を普及させること」

（女性：26.6％、男性：36.0％）、「男性の女性問題に対する関心を高めること」（女性：10.8％、

男性：11.7％）、「男性の企業中心の生き方、考え方を改めること」（女性：15.0％、男性：

21.4％）、「妻が、夫に経済力や出世を求めないこと」（女性：8.0％、男性：12.9％）であり、

男性は仕事に関連する意見が女性よりも高いことがわかる。 
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図 10－６ 男性が女性とともに家事などに参加していくために必要なことついて 

全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「男女共同参画社会」への市の取り組みについて 

 

問 48 「男女共同参画社会」を形成していくために、今後、市の行政はどのよ

うなことに力を入たらよいと思いますか。次の中からあてはまるものを

すべて選んで○を付けてください。 

 
《育児保育施設などを充実させることに取り組んでいくことが必要》 

[全体] 

「男女共同参画社会」を形成していくために、今後、市の行政はどのようなことに力を入

れるべきかたずねた。 

１位は「育児保育施設などを充実させる」で 39.8％、２位は「高齢者や病人のための施

設や在宅介護サービスを充実させる」で 39.3％、３位は「男女平等意識を育てる教育」で

36.0％、４位は「男女共同参画社会づくりのための行政の総合的プランを策定し、その進捗

状況を公表する」で 33.9％となっている。 

48.0

25.9

11.3

30.9

41.3

19.8

11.1

17.9

37.6

13.9

10.2

1.2

8.2

49.6

22.8

10.0

26.6

43.1

24.3

10.8

15.0

42.1

15.0

8.0

1.0

8.5

46.9

30.0

12.9

36.0

40.0

15.1

11.7

21.4

33.1

12.0

12.9

1.1

6.6

0 20 40 60

男女の役割分担についての社会通念、慣習、しきたりを改め

ること

企業中心という社会全体の仕組みを改めること

仕事と家庭の両立などの問題について相談できる窓口を設

けること

労働時間短縮や休暇制度を普及させること

夫婦の間で家事・育児・介護などの分担をするように十分

に話し合うこと

家事・育児・介護などを男女で分担するようなしつけや育て

方をすること

男性の女性問題に対する関心を高めること

男性の企業中心の生き方、考え方を改めること

男性が、家事・育児・介護などに参加することによるライフ

スタイルの変化に対する抵抗感をなくすこと

夫が家事・育児・介護などをすることに妻が協力すること

妻が、夫に経済力や出世を求めないこと

その他

不明・無回答

（％）

全体 女性 男性

〔調査資料 176 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕 
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[性別] 

女性では「高齢者や病人のための施設や在宅介護サービスを充実させる」が 43.1％で最

も高く、次いで「育児保育施設などを充実させる」が 40.9％となっている。 

男性では「育児保育施設などを充実させる」が 39.1％で最も高く、次いで「男女共同参

画社会づくりのための行政の総合的プランを策定し、その進捗状況を公表する」が 38.3％

となっており、男女とも育児保育施設などへの要望が挙がっている。また、「男女共同参画

社会を実現するための地域の特性にあった条例を制定する」は女性 31.6％、男性 30.6％、

「男女平等意識を育てる教育」は女性 34.6％、男性 37.7％、「市が率先して女性職員の登用

をはかる」は女性 27.8％、男性 30.9％となっている。 

図 10－７ 「男女共同参画社会」への市の取り組みについて 

全体Ｎ＝758、女性Ｎ＝399、男性Ｎ＝350 
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5.9

9.8
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34.6

8.8

27.6

20.6

27.8

15.3

29.8

26.1

40.9

43.1

20.3

11.8

11.3

19.3

1.3

6.5

10.3

30.6

38.3

37.7

14.0

18.3

23.4

30.9

14.3

31.7

24.6

39.1

35.7

25.1

11.7

15.1

17.7

2.3

5.4

8.0

0 20 40 60

男女共同参画社会を実現するための地域の特性にあった

条例を制定する

男女共同参画社会づくりのプランを策定し、その進捗状況

を公表する

男女平等意識を育てる教育

男女共同参画を市の最重要課題に位置づけ、推進窓口を

充実する

女性の生き方に関するセンターとなる施設を設置する

男女平等の意識を持ったリーダーを育成する

行政の政策方針決定の場に女性を登用する

市が率先して女性職員の登用をはかる

就労機会・労働条件における男女平等をすすめる

新しい技術や知識を身につけるための機会を増やす

育児保育施設などを充実させる

高齢者や病人のための施設や在宅介護サービスを充実さ

せる

暴力や虐待の被害に対する相談窓口を充実させる

世界各国の女性との交流や情報収集など、国際交流をす

すめる

広報やパンフレットなどで男女の平等について啓発する

事業主などへ男女共同参画推進状況などを報告してもらう

その他

特にない

不明・無回答

（％）
全体 女性 男性

〔調査資料 177 ページに性別、年齢別、職業別の数表添付〕 
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<平成９年８月調査より> 

問 29 国や県、市町村の行政機関は何をすべきだと思いますか。 

図 10－８ 行政に対する要望について 

女性Ｎ＝318、男性Ｎ＝191 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[平成９年８月調査との比較] 

 全体でみると、前回調査にくらべ、今回調査でも同様に「育児保育施設などを充実させる」

39.8％や「高齢者・病人のための施設や在宅介護サービスを充実させる」39.3％と、このよ

うな取り組みが必要という意向が高くなっている。また、前回調査の「高齢者や病人のため

の施設や介護サービスを充実する」（女性：58.2％、男性：42.9％）と「保育施設や保育サ

ービスを充実する」（女性：39.0％、男性：32.5％）が高いことから、今回調査は前回調査

と変化はないことがうかがえる。 

育児への取り組みの項目で、前回調査の「保育施設や保育サービスを充実する」（女性：

39.0％、男性：32.5％）よりも今回調査の「育児保育施設などを充実させる」（女性：40.9％、

男性：39.1％）の方が男女差が小さいことから、男性の育児への意識が高くなっていること

がうかがえる。 

 

58.2
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34.3

28.9

28.9
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12.3
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調査結果のまとめ 

 
 行橋市では、５年前の平成９年に「市民の女性に関する意識調査」を実施しました。こ

の調査は、すでに女性問題がパートナーである男性の問題でもある、との考え方で取り組

まれていました。「男女共同参画」の考え方を一足早く先取りし、「ジェンダー」不平等の

是正、女性も男性も個性と人権を尊重される、のびやかで笑顔あふれるまちづくりが目指

されてきたのです。 

 具体的には、行政の推進体制を整備し、市民の意識啓発のためのフォーラムや学習会を

重ねるなどの努力が行われ、京築地方では初めての男女共同参画計画が作られました（平

成 11 年３月）。市民の中には、1995 年の国連の第４回世界女性会議（於北京）への参加に

引き続き、ニューヨークで開催された国連特別総会「2000 年女性会議」にも参加するなど、

国内の他地域のＮＧＯとも連携しながら、世界規模での情報と国内の他の地域での歩みと

連携しながら、地道に地域の男女共同参画の実現に取り組む人たちも現れています。こう

した官と民とのパートナーシップを基礎に、今日、男女共同参画推進条例への取り組みが

始まっています。「計画」の再策定と条例制定を目標としているこのような時期に、本調査

が企画されたことは、実に意義のあるまた必要な事業だと評価されます。 

 

 その間、国では、大きな前進が見られました。平成 11 年の「男女共同参画社会基本法」

の制定、これに基づく「男女共同参画基本計画」の策定（同年）、内閣府により大きな権限

と予算を持つ男女共同参画局の設置、2001 年の「配偶者からの暴力の防止と被害者保護に

関する法律」などです。「基本法」では、地方公共団体の責務について記し、なかでも 14

条第３項では、男女平等を地域の特性に配慮しながら「男女共同参画条例」を策定するよ

うに努めること、としています。今日全国では、851 の市町村区で「男女共同参画推進計画」、

同じく 145 の市町村区で「条例」の制定が行われてきております。 

 

 平成９年の調査で、行橋市の特徴と考えられた事項を少し整理してみましょう。 

① 回答者の偏りに見られるように、60 代以上の女性の間で男女共同参画への関心が多く、

若い世代や男性の間での関心の広がりがかけていたこと。 

② 男女平等の浸透度が、＜職場＞＜政治>の場で低いという評価はほぼ全国調査と同様で

あるが、 

イ）社会通念・慣習等の分野で高い不平等感が見られること 

ロ）あらゆる分野で「平等」か「不平等」か＜わからない＞という、留保的な態度が

目立っていること 

ハ）「家庭」や「地域活動」という比較的女性が日常頑張って支えている場で、＜不

平等感＞が強いこと 
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③ 男女共同参画にかかわる情報収集手段が、マスメデイアと市の広報に集中しており、「市

民に広がりのある地域活動の場を通じた情報収集」が低調であること 

④ 女性のライフコース選択において、結婚や育児をしながらも＜職業を継続したい>とい

う意見が＜理想のコース＞となっていたこと 

 

などが挙げられます。どれも、重要な課題を示していると思いますが、特に④については、

その後全国的にも、そして、女性だけでなく男性の間でも「妻の望ましいライフコース」

として一位に上がる傾向が出てきています。問題は、このような意識が実現されていくた

めに、行政や個人が、それぞれにどんな努力をするべきかです。以下のまとめでは、こう

した特徴がどう変化しているかにも目配りしつつ、内容を取りまとめていきます。 

 

 

１）回答者について 

男女でバランスの取れた回答が得られています。また、女性の 50 代以上の比率が高

いものの、全年齢の市民から、比較的同じ比率での回答が寄せられています。この問

題への関心が偏らずに、市民に広がってきたことが表れていると言えます。 

 

２）「男は仕事・女は家庭」の固定的性別役割分業観について 

「同感しない」が「同感する」を大きく上回っています。男性の間でも「同感しな

い」が「同感する」の２倍近くとなっています。しかし、問題は回答の中に「どちら

ともいえない」という留保的意見が最も多いことです。 

   この留保が、なんらかの情報への接近で「ああ、そういうことか」と、共同参画の

賛同に変わられるものなのか、あるいは、そうでないのかは大きな分かれ目です。こ

うした方々に向けて、行政が適切な説明、広報を行うことは大変重要なことです。 
 
３）男女の立場平等意識 

家庭、職場、学校、政治のあらゆる場で、「平等」になっているという意識は増加し

ています。「社会通念・しきたり・慣習」「政治」では、しかし、その前進は弱いとい

えます。町議会女性議員数が全体の三分の一を超えた福岡県福間町、過半数を超えた

神奈川県大磯町などの事例もすでに現れています。そして、地域に根ざした魅力的な

まちづくりが始まっています。どのような環境がそのために必要か、議論が必要でし

ょう。また、市民の立場にたってリーダーシップを発揮できる人材の発掘・育成が求

められます。 
 

４）「慣習やしきたり」における男性優遇について 

   地域や社会全体で男性が優遇されているという認識には、依然、抜きがたいものが
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みられます。この事態は、何が主な原因になっているのでしょうか。 
このデータをもとに、市民の身近な地域や公民館活動でこそ、また、若い男女を巻き

込んだ形で、原因を議論することが必要です。男女共同参画が「優位にある男性を告

発する」ためのものでなく、すべての人間が責任を分かち合い、のびのびと個性を認

め合う作業だということを、浸透させることが必要です。このための「場」作りには

工夫が必要でしょうし、一過性のイベントでは、成果を期待するのは難しいことでし

ょう。ひとつの有効な考え方は、「地域を支えている世帯単位」の考え方の見直しがあ

げられるでしょう。 
 

５）女性の人権について 

   ドメステイック・バイオレンスとセクシュアル・ハラスメントは、半数に近い男女、

とくに女性の間で、女性に対する人権侵害だとの認識が見られます。とくにないとい

う人は１割以上は見られますが、多くの市民はこのような人権侵害・暴力に対して、

正当な感受性で受け止めておられることは頼もしいことです。 
しかし他方では、「何を言っても無視する」「交友関係や電話を細かくチェックする」

「俺がいないときは外出しないように、という」などを、「場合によっては許される」

「許される」と考える男性が過半数を超えています。「無視」については、女性にも同

じ態度が見られます。夫婦間のスムーズなコミュニケーションを作り出していこうと

いう家族文化作りが必要なのではないでしょうか。家族の中からの小さな民主主義と

いうことが、国際家族年（1994 年）のスローガンでした。男女の相互理解は個人的な

関係性の中からもしっかりと築く必要があるもので、社会教育や公教育の役割が求め

られます。「殴るふりをして脅す」「だれのおかげでお前は食べられているんだという」

「見たくないのにわいせつなビデオや雑誌を見せる」などに関しても、２～３割の男

性が「許される」「場合によっては許される」と答えており、啓発や話し合いが必要で

す。 
さらに、実際に被害者保護と自立支援、被害者が声を上げやすい環境や窓口作り、

加害者の更生支援なども急がれる課題です。 
 

６）理想の行き方＝ライフコースと現実の生き方 

   ５年前に注目された女性の「就業継続」への意向は、今回も一位で見られます。特

に結婚・出産時期にある 20 代、30 代でこの考え方は３割から４割にも達しようとして

います。結婚や子育てが女性の側だけに狭い選択を押しつけるのではなく、男性にも、

社会とくに企業にもそのコスト・負担を共有してもらおうというのは、今日世界的な

動きです。地方自治体のレベルでも、職業機会の確保、職業訓練機会へのアクセス確

保、起業支援、良質で多様柔軟な保育サービスの確保や子育て支援センターの充実、

男性や中高年世代の意識啓発など、さまざまな環境整備に取り組む必要があります。     
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また、今年制定された少子化社会対策基本法や次世代育成基本法などをも勘案しな

がら、男女がともに役割と責任を分かち合えるよう、自治体としての有効なプラン作

りとも、整合性を持っていくことが必要でしょう。 
 
７）家庭内の役割分担について 

   「男は仕事、女は家庭」という性別役割分業意識と関連していると思われますが、

家庭での仕事の分担は非常に女性にとって過重なものになっています。「生計費を得

る」は、「主に男性がする」が 55％となってはいますが、「夫婦とも同程度にする」も

33.5％です。これは他の調査と比べて、かなり高い比率だといえます。たとえば、福

岡県調査では（平成 12 年）、「夫婦とも同程度」は、わずかに 11.8％にすぎません。行

橋の女性は、家計への貢献度がかなり高いのです。 
   他方で、「食事の支度・後片付け」、「洗濯」は８割から９割が妻、「掃除」は７割が

同じく妻がやっています。この実態は、本市の５年前調査と比べて、わずかに妻の負

担が減っていますが、その変化は非常にわずかなものです。逆に「（親の）介護」や「近

所づきあい」は、かえって「夫婦で共同」が減っています。 
   つまり、「男は仕事、女は家庭」という＜意識>の面で、「同感しない」市民が増えた

にもかかわらず、＜実行＞面では、男性の後退と女性の負担増が見られるのです。こ

の矛盾を速やかに解決する必要があります。 
 
８）仕事や職場について 

   「働いている理由について」の問いでは、「自分が家計に中心だから」という男性の

答えは、女性よりはるかに高くなっています。が、「生計を維持するため」という福岡

県調査（平成 14 年）での男性の答えが 83％であるのと比較すると、若干回答のニュア

ンスは異なるものの、多少緩やかな考え方であるといえます。今回の調査では、女性

の「生計の中心ではないが、自分が働かないと生活が成り立たないから」「家計の状態

をよくしたいから」という、家計貢献への強い意欲が現れています。それと同時に注

目されるのは、「経済的に自立したいから」という、20 代、30 代女性の非常に強い意

識です。20 代では 51.7％、30 代でも 34.8％が「自立したいから」をあげています。 

   結婚や離婚に対する若い男女の考え方が、急速に変わっていることは、本調査でも

示されていますが、「経済的自立」「職業を通じて自分を向上させたい」「能力・技術を

生かす」「社会との接点を持つ」「耐久消費財の購入」などに関して、若い女性が男性

とほとんど変わらない自立志向、自己実現志向を持っていることがわかります。これ

らの若い男女が行橋市の中核的な市民となるのも、もうすぐです。このようなしっか

りした考え方が実現でき、男女が自立とともに、支えあえる地域社会の環境作りが行

政には求められています。 
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９）職場の環境について 

   職場で女性が男性に比べて、どのような面で不当な取り扱いを受けているか、の問

いでは、「賃金格差」「昇進や昇格の格差」「補助的な仕事しかやらせてもらえない」な

どが上がっています。注目されるのは、男性のほうが、「昇格・昇進格差」「女性の補

助的な仕事の割り当て」を不当だと女性より多く回答している点です。「賃金格差」は

このようなもろもろの格差が集積したものだといわれていますが、職場の中でこのよ

うな実態が男性のほうによく把握されている点は注目すべきです。男性の力も借りな

がら、男女の平等で公平な働き方ができる職場を作り出していく方策が求められます。

男女共同参画推進に関し、企業の社会的責任を認識・実行してもらうために、基本法

は法人を含む国民の責務を定めていますから、条例等において、このような企業の努

力を求めることは可能であり必要な事項だといえます。 
 
10）地域社会の活動について 

   地域社会で従来的な意識や慣行・慣習を見直していくことは、粘り強い学習の積み

重ねと、学習した内容を行動に活かしていく実践力が非常に大事です。学習には、＜

やる気＞が、まず大切です。調査では、自治会・老人クラブ、趣味の活動、子ども会

等の活動で、現在すでに活動している市民が比較的多く見られます。今後したい活動

としても、多様な内容があがっています。自然保護・公害防止（男性がかなり多い）、

福祉分野でのボランテイア（女性がやや多い）、国際交流・国際平和の活動、保健衛生

の分野など大変多岐にわたっています。学習と活動へのポテンシャルが非常に高いと

いえます。また、女性の間では、女性問題の学習や女性の地位向上に関する活動が、

19％も上がっています。これらの意欲を実際の学習や活動へ展開してもらうためには、

活動の拠点作りや、リーダーの幅広い発掘・育成が急務といえましょう。 
 

11）方針決定への女性の参画 

   国の「基本法」は、この課題を基本理念の５つの中に含めるとともに、「基本計画」

のトップに位置づけています。議会で、審議会や委員会で、営利・非営利の各種組織

で女性が公的な場での問題を学び、把握し、そこから地域の課題を知り現実の行動に

プラン作りから参加・参画できるようになることが、行橋市の活性化を生み、男性と

の対話を可能にし、役割分担のためのシステム作りにつながると考えられます。 
   そのための、積極的な改善措置の必要も基本法では述べています。地方自治体にお

いても、方針決定への参画を進めていくための積極的な改善措置を可能な限り取り入

れる必要があります。 
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